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みなさまのご愛顧で、 国内生産開始

から1周年を迎えたジ、ョリノ号、y ト。

全 国に拡カ渇施工 実 績もお 実に増

加 中 /

・成 分= ア ク リ ル 系 共 軍 合 樹 脂 + 中 性 拡 物 + 園 料 + 蘇 否 鋪 発 生 防 止 j $J
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・雌 股 省 告示 第 1828号 館 3 の 規 格 に よ る 不 燃 且 び 準 不 開 材 料 試 験 合 格

No490242  

・用 途 =住 宅、 商 庖 瞳 聾 物、一 陣 ビ ル の 外 内 書 仕 上 げ

・色世 = 6色

・下 地= コンクリート しっくい‘ 石 膏帳 、石綿セメント、レンガ、タイJ レ、プロ ンク

木 、ベ ニヤ

・特 性= 耐 久 性 ( 強 ) . 耐クラ y ク性 ( 柔 軟)、 密 唐 性 ( 強 ).

防 水 性、防火性
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- 現 物 見 本 帖、カタログを無料進呈いた

します。

会社、担当部所、氏名、住所銘記の上

本社または最寄りの弊社営業所まで

ご 請求くださし、。

住まいの印象を決定する開口部。

アイカドアなら、確かな品質をじっくり選んでいただける

豊富なノザエーションです。
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小林ビル[ ホリディイン南海大阪]

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 戸 田 建 設
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つの特色となっている 。室規模 とべ y ド

サイズは 、いわゆるホリディイノスタン

ダードに基くものであるが、 これはホテ

ルとして街治機能上品も 重要な点でもあ

ろう 。

大阪の街は 、歴史的要因もあって現在極

度 lこ紛が少い。 その大阪にあって御堂筋

のイチョウ正木は l:1iの緑化計画のひとつ

のお手本といえよう 。大阪のみなみと御

堂筋 との銭点におけるこの建物を 、私達

は御堂筋のもつ「すがすがしさ」とみな

みのもつ「縦しみ」との融合点として犯

えようとした。今後年月を経て、建物「事l

I!!I Iに設けた数地内歩道のイチョウ並木や、

3 階屋上広場のケヤキ、そして随処に結

えられたアイビーが、f艮っき 、l交って辿

物にしっとりとしたたたづまいを与える

ことを願っている。

(谷 淳之介/ 京知l建築事務所)
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空間テーマとしてミ郷愁かとしサ概念が

引出 され 、 その共体化に itt 大の努力を払

った。

建物と街との融合性を強めるため 、基準

階を凹生l の平面形としたが、これは同時

に、客室に対する御堂筋からの騒音寺ど

の彩年? を M: 少に担j I え、且つ客室数を最大

に近づけるためでもあった 。 また客室の

窓について 、可能な純闘で寸法を .j ljl え、

サ y シ性能を」二げることにより 、」ニ記の

平而 ｊｦｾ ［ｪＪと 卒 ＱＱ Ｑ 主って 、 ｩ 汗［Ｎｭ 市 街 地 におけ

るホテルとしては 、よh色、以 1: の客室環境

を総保することができた 。客室について

は、シング Jレルーム、 Y インルームを中

心に約230E主を有するが、いづれも 23- 27

m' の則伎を有し、とくにベ y ドサイズは

全て 1370 X 2060のスリークォーターサイ

ズ以上 で、あり 、広い浴室とゆったりとし

た家共寸法とあわせて 、当ホテルのひと
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会 式場フロアーとしてまとめ 、 5 階に

はill 物のメイン機械室ーを設置 、 6 階以上

の執: 室ソーンと低)i'i lill 各f Ut ! i 設ゾーンと

を設耐iバ'i' .J にlりl快に区切った。 また客室ゾ

ーンの直下附である 5 階にホテ Jレのフロ

ントロビー、レストラン ・ラウンジを設

け、機械室によるおし、階市を利用して、

)(11 の I::J ｾ、泌行きと広がりのあるインテ

リアデザインを試みた。以上のホテルパ

ブ 1) " ク/ ーンは 、全て 3 階屋上広場と

の悦党がhill 絞1t と到j 線的つながりを持た

せ、ill 物としての一体感 、主l ! 物と街との

融合! さを，jj った。ホテ j レにおけるパブリ

y クスヘースのインテリアデザインは、

そのホテルのＱＧｉＺ ｴ 告づけと、手託業ｭ［ｊｬ ｾＱ の方

向づけに対してとくにi 1 A 2 f な .hl l味をもつ

ものとされているが、当ホテルの場合も 、

7 ロジェタトチームによる度重 なる H論

がなされ、人々を' 1 [ きつける魅力を持つ

J JU工大阪には、ロイヤルホテル、ホテル

フラザなどを始めとする相当数の自 ｾｓ di ホ

テルが行 f l: するが、そのほとんどは大阪

dWi の北ゾーンに位位しており大阪 IHゾ

ーンでの自 ｾｓ rI i型ホテルは数えるほとしか

ない。 大|阪の北ゾーンの中心は、いうま

でもなく術 111 ターミナル周辺でありここ

ま大阪における政経文化の中心地でもあ

る。 これに対して l1<j ゾーンの中心はいわ

ゆ る 「 み な み 」 で あ り り し に 対 す る 大

阪文化のもう I つの校とされる 。 この 2

つの核をつなぐラインとして御堂筋があ

る。

御堂筋が ｩｬｩｾ 以 ｭ 川と交わる地点に、数ｩＮ Ｑ

Ijij まで「みなみ」の洋酒喫茶の先駆とし

て縦しまれた「コンノず」があ った。 この

跡地を合む約 1800m' の数地に他殺された

ill 物が小林 ピル 〈ホリデイイン l1<j海 大阪〉

である 。ホリディイン南海大阪は 世界的

ホテルチェーンとして主f I られるホテル「ホ

リディイン」の大阪におけるフランチペ

イジ - u¥1 月である 。ホリディインは日

本でも既にホ' ) ディイン J;(ms . 成|土1. *  

ｪｊ ｾ などで主 ＱＱ られるが 、 その本部をアメリ

カのテネシー州メンフィス! こ ;泣き 、 ドラ

イブイン j形式の小ホテルから為' 室数1000

ｾｈＦ の大ホテルに至るまで世界各 ｉ 也に約

1700余のホテルチェーンを有する 。

ホテルは旅行者のための宿 ｩＨ ｩ，＿ｴＡｪｾｬｩＺである

と同時に、人々の交流のI品、レジ吋ーを

楽しむＮｴ ｪ ，ｾでもあり 、 占 ｪｓｲ ＡＭｩ における文化の

ミニ拠点であるともいえる 。 そこでは会

活 、及会がHu され 、食事 をし歓談がなさ

れ、 ￭ Ｚ Ｇｪ ち ｦｔ わせやショ ｹ ヒング 、 音ｾ会、

スポーツなと人々の生活の多岐に亘る行

為が? 」まれる 。 それらを支えるサービス

や施設もまた複維 多岐に亘る 。ホテ J レの

立J也によ ってはそれは単なる「ホテル」

ではなく、街角や広場のようななIbl <も加l

I味されてくる 。1封と断絶された空I / l J を形

成するか、 wの流れや雰囲気に融合した

笠1::1づくりを行うかが問題となる 。

木建物 ｬ はコ ｾ ｬＩｊＴ 而 ｨｈ ペ ｪ Ｓ ＰＰＰ ｭＧを有する ｭＢｬ

Ir
i
1納得と平日: 室数約230: i 主のホテルとにより

も昨1止されている 。 計画にあた ってはまず

咋 ＱＢＱＱ ， 号制 ￬ｬ 洋を低桝 ｻｽｉｾ に 、 ホテル告 Ｑ ＱＯ Ｂ Ｑ をｉＢ ＺＺ ｊ

ｾｙｩ＠ ｦｦＱ ｪ に設定し 、 その媛 ｽｾｩ ，て‘ある Ｓ 階部分

に、御堂筋に而した屋上広場をもっ飲食

I，li Ｗ ロアーを配した 。 Ｓ 階の ｊ ＳＡＮ 上広 ｊｊｾｾ へ

は内 ｦｦｬｾ からの ｍｊｾ Ｉￍｬとは別に 、 御堂筋より

i[日産 7 7 ローチできる屋外階段を設け 、

防災( l ';J Id: .i2，IlA，も合めでこの娃秒j の中心的

スペースとなるよう計画した 。 H 持は r}i



所 在 地 大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町28- 1

施 主 泉 屋商 庖 小 林 順 政

ホリデイイン南海( ホテル告III" J

内装工事)

設計 監 理 来 畑l建築事務所

施 工 戸 田 建 設 大 阪 支j主

敷地面積 1，834. 12m'  

建築而W 1，626.  84m'  

延 ｊ 未聞 ｦｬｾ 19，410.  37m'  

椛造規模 R C  8 2 、S R  C  14 F 、 P 3  

車干 高 G L  +44.  95m 

工 WJ 昭和52年 2 月~昭和54年 3 月

月l 途 客 室 数229室、収容人員 362人

(MAX  522人)

宴会場 2 、結 婚 式 均 1 、レ ストラン 3

ノ〈ー ・ラウンジ 4 、 7 7 ' 1 ション ・

食品庖舗街、 美容室 、カフェ & ハブ

屋 上 フ ァ ッ シ ョ ン フ ー ル

駐車台数 55台

外 部 仕 上 低 層部妬苦言質タイル張り

高 層 部 コ ン ク リ ー 卜 化 粧 打 放 の 上 、

エポキシ系 l次付 タイル仕 上

関口昔日 アルミサ y シ焼 付塗装、

銅 製 アク' ) ル塗袋 、

丹 銅 板 製 紙 戸

1  1 .  3階屋上広均

1  庁 l ｾ御 堂筋ｻＡＡ妙 道 より正面アプローチ
卜子寸 3 屋上プール

2  時十4. 2 階専 門 閥17 ロ7 ー

<  L U  5. ホテルエントランスホールより H背'.'i-I"]I，占をみる

• 



7  - 13 平 面 図

5 階 平 面 図

4 階 平 面 図

1際 平 面 図 1  :  700 

⑨

 

Jg:Jl.l: :  ＧＱ インルームＨ撚 ｾ ｉ ｉ［タイプＩ

中 . ホテルフロント ( 5 W，l  

F  ミラー収面のエスカレーター( 2陪)



日 h 1  5 附 粁 ル ロ ビ ー よ り テ ィ ー ラ ウ ン シ 山

I  .  I  2.  4 附主: 会均ロビー

「ごTコI ｾ＠ I  3.  Ｔ 附 Ｇｾｾ＾［ｊ Ａ，Ｉ ロビーより Ｓ 附カＭ［ . L テラス J1j'1'止をみる

け 引 l

L 二i 二J L一一J 4.  3 附カ 7 _r. テラ 1

品 ｾＺｪｾｾ W: .'I'. 1N，主





小林ビル[ ホリディイン南海大阪]

施 工 戸 田 建 設

主な憶力難者 ーPR

電 気 近 畿 電 気 工 事 k 阪I! i k花区本庄班2- 3- 41 TEL 06- 315・回00

空 必 ・衛 生 大 阪 電 気 暖 房 k 阪rli 凶区江戸嶋 1- 10- 11 T E L  06- 441 必231

昇 降 機 日立製作所 ｫ 阪市点 ｉｋｾｴｩ 兵 Ｔ ・ Ｖ TI，L  06・203- 5181

家 具 ・造 作 高 島 屋 装飾 部 k 似 rlil 軒区略法制地6 T E L  06- 632引 91

倒 子 堀 江 興 業 六阪市淀川区点三国3- 11 -23 TEL06- 393- 1455 

事先立「ネル 菊 川 工業 火阪市同区靭本町2- 1- 4( シプカピル) 叩 L 06・443- 2810

2 ナ ノ レ 品 田 島順 三 製 作 所 k 阪rli 車 l村 野 町2- 10 T E L  06- 203- 4151 

銅 製 也 具 福 田 鍋 機 Ir!. 柑 di 金様 、宇3- 11 T E L  06- 401- 5565 

照 明 認 旦 ZZ手Z李号事ヮ研究所 k 阪市浪迎 l引 1 本 編 筋3- 4 1 T E L 0 6・643- 211 1

己主 鵠 石 渡 靖 一 郎塗 装庖 k 恥! 他宙区情崎山点1・，10 T E L  06・611引 51

量動翌日 E 山 本 商事 Jli k 恥I i :在旧 小5 T EL  06- 123- 1111  

; n 

昇 降 機

タイルハネル式

ュー γ ト バ ス ル ム

石

鋼 製 法 具

ヲ イ J レ

シャ γ 合 一

左 官

硝 子

制 作 金 物

電動ブラインド

中 国 電 気工 事 k 阪市北区南森町1-4- 14 T E L  06- 362- 腕 l

三 菱電 機 よ阪市北区梅 ffi2-3・剖{ 丙阪神ピル) T E L  06・341・2283

伊 奈 製 陶 大阪市丙区制町ト1- 1 T E L  06- 532- 6081  

矢 橋 大 理 石 商 庖 k 阪市東区高陀摘2引野村ピル) T E L  06- 2ω- 4905 

三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 大阪市西四本町ト9-151近制山会館ピ叫 T E L 偶 448・5451

井 上 窯 業 大阪市天王存区生玉町40 T E L  06- 11ト2825

日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所 k 阪rli 淀川区間川北3・2- 4 T E L  06- 301剖 56

浪 花 組 大阪市市区玉崎町 12 T E L  06引 1・1501

旭 硝 子 大阪m北区芝田 ト1-4(阪怠トミナルピル) T E L  06- 313- 5811  

山 本 順 三 商 底 火阪市市区凶賑町 16 T E L  06- 162- 5004  . 5454  

立 川 ブ ラ イ ン ド 工 業 式阪il i" lt. i区安堂 J 円高通4- 35 T E L  06- 25ト4471



4 宗 教 都 市 ・ 天 理 を 訪 ね る

…教祖誕生殿・礼拝場・参考館( 博物館) ・酉左 第三棟の見学

天 理 は 、 そ の 昔 万 業 集 ・古 事 記 で 語 ら れ て い る よ う に 、 い つ 訪 れ て も 際

や か で 、 心 な ご む 、 ゆ か し い 古 跡 や 古 加 が 数 多 〈 残 る 歴 史 あ る ま ち で す。

天理市はなんといっても天理教本音11の 「 お や さ と や か た 計 画 」 を 中 心 に

躍 動 し て い る と い え ま す。

本 会 で は 去 る 昭 和31年 と 昭 和40年 に 天 理 教 病 院 ( よ ろ ず 相 談 所 ) 、 南 左

第 四 線 、 給 食 セ ン タ ー な ど を 見 学 い た し ま し た が 、 今 回 久 々 に 宗 教 の ま ち

天 理 を た ず ね 、 広 大 な 計 画 に よ り 、 次 つ ぎ と 建 設 が 進 め ら れ て い る 礼 拝 場

の楠築、おやさとやかたの各線なと' 最・新の宗教建築ならびに高名な参与館、

教 祖 の 生 家 ( 誕 生 殿) な ど を 見 学 さ せ て い た だ く こ と に し ま し た 。

このHli し に つ き ま し て は 天 理 教 本 部 の 特 別 の ご 厚 意 と 竹 中 工 務 庖 の ご 協

力 に よ リ 、 一 般 に は 凡 学 で き に く い 所 へ 参 り ま す。ぜ ひ こ の 機 会 に ご 参 加

下 さ い 。

日 時 7 月 13 日闘集イト 10 :  10→ 解 散16 :  30 (  1 日行程)

集 合 場 所 近 畿 日 本 鉄 辺 r)，)'! IU 駅 ・ 改 札 出 口 前 ・目標会旗

(参考) ｊｬｬ介所 までの 交通 Ｇｬｾ は作 ｮ ごＡｈ ｉＡ 悔い、ます Ｎ

大阪よリ→近鉄 「縦波j 駅発 8 :  ＵＷｻＧ ｾ ｦ 弘行快 ｩ 生来 ＧｉＨ →岡大 ＣＱ ニて Ｙ :  40発天理! 行急行に

来リf } えて終点で F'I( ( 1¥昨梨約 111年lilJ10分、足m片道 390問)

。Jll{干，iJ rよリ は竹'i ' Uf i l ，!j ご従{ 止のマイ クロパえその他てマ現地へ参リ ;ますか ら、遅刻さ

れる と参1mできません

定 員 30名

参 加 会 費 会 以 1，000 円 )

「昼 食 代 そ の 他 ( 当 日 受 付 で い た だ き ま す。)

会 H外 1，200 円 j

申 込 往似はがき 1 名に 1 枚 阪 リ と し ま す。 はがきには氏名 ・勤 務 先

天理教東

西礼持場

:y，・ 役 職 ' i ! 主総屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、「天

旦11地 区 の 比 学」 と明記の上 7 月 6 日幽まて' に建築協会事業諜へ。

た だ し 定μ を 超 過 し た 場 令 は iel せ ん に て 決 定 し お 知 ら せ い た し

ます。

教祖誕生殿

。主 な 見 学 場 所

・天理教教会本部 *11可礼j pJ，!j (エい1' )

「おやさとやかたバ l'hiJ の rド似 をなす神殿も今凶教祖 100年祭をめざして西礼

打 Ｇ 場、見 ､ｕｐ ｊＩ ｪ と ｗｉ 築工。 ｊｾ が 始ま っ ており、 にー!日l' の礼持場を見学。現. ( E西礼

作場古1¥分の鉄t l" .iJUirl' です白

・おやさ とやかた 11Gli. 第三十点

J己旦lldi のr.J ldi"tllhj の主体は 「おや さとやかた J 画」て¥天理教本部事11殿を中心

として全械68! 主のやかたで仏成され ていき、そ のう ち17仰が完成し、現在 3 総

力、工・ ｊｾ 中、竣工すれ ば ＲＰ 械目 で全 僚 の おが完成いたします 。

. rr- やかた の日干紘は担1
'
肢を小心に決め られておリ、今凶>L学する 「西左第三棟J

は、事J l 般よリ! 珂 fll lJ で山内側から在へ三つ 11 の械とい うわけです。

・天理参巧館は博物館のことで、そ の収必 JAと伎は、I 3i I立博物館に次ぐものとき

れており、博物館が主と して 円本の ものを収成しているのに比し、参与館のも

のは、 '1'1五|から シルクロード を総て、イラ ン、メソポタミア、エジプトおよび

ギリシャ、ロ ー7 、南米のインカまでの広範1mにわたり、わが国て' も有数の収

J蔵品はし| を みはるも のカずあリます。

・天理教教祖誕生搬は、ノド古11の南約 3 キロ の三味田町に当時のままの姿で残されて

おリます。う f: つのあヵ、 った美しい大初出十'Nや凶 )'j 道路の遺構などに前川家

( 教 祖の生家) の大庄家としての他式が うかがえます。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 大阪市立労働会館

森ノ宮ピロティホール新築工事の見学会

大 阪 ・東 区 ・森 ノ 宮 に 全 国 で も 珍 し い ピ ロ テ ィ 方 式 の ホ ー ル が 9 月 に オ

ー プ ン い た し ま す。

こ の ホ ー ル は 大 阪 市 立 労 働 会 館 の 第 2 期 工 事 と し て 建 設 中 で、昭 和47年

に 1 WI 工 事 の 会 館 寛 成 後 、 引 き 続 き 計 画 さ れ ま し た が 、 敷地 内 は 縄 文 、 弥

生 か ら 、 江 戸 時 代 初 期 ま で の 各 時 代 の 泣 織 や遺物 が 出 土 し た 森 ノ 宮遺 跡に

当 た り 、 文 化 財 保 存 と 建 設 を め ぐ る 論 議 で 3 年間の論争がつづき、 遺 跡 を

守 る た め に 大 ス パ ン 架 織 の た め の 特 殊 梁 に よ る ピ ロ テ ィ 方 式 を 採 用 し て 建

設 さ れ た も の で す。

一 般 公 募 に よ る 愛 称 「 森 ノ 宮 ピ ロ テ ィ ホ ー ルj は舞台、音響、照明など、

す べ て 設 新 の 設 備 を 備 え た 大 ホ ー ル と 、 小 集 会 、 講 演 、研 修、演 芸 、 結 婚

披 露 宴、各種パーティなど多目的に利用できる移動席の小ホールからなり、

一 般 市 民 に 広 〈 利 用 さ れ る ユ ニ ー ク な ホ ー ル と し て 完 成 が 期 待 さ れ て お り

ます。

今 回 は 大 阪 市 の 特 別 の ご 厚 意 と 安 井 建 築 設 計 事 務 所 、 大成建 設 仰 の ご 協

力 に よ り オ ー プ ン 前 に 見 学 す る 機 会 を 得 ま し た 。 当 日 は 中函 館長 よ り 「 森

ノ 宮 遺 跡 の 出 土 品 の 展 示J をはじめとするi ' t 丞なお話もお伺いする予定で

す 。 多 数 ご 参 加 を お 待 ち し ま す。

日 時 7月 28 日仕) 集合13 :  30→ 解 散16 : 00 

集 合 場 所 大 阪 市 立 労 働 会 館 . 3 階、 302号 室

ただし、大阪地下鉄 中央線又は国鉄環状線 ｲ ｾ ノ富 」 駅下車す じ ( 日生球場の東隣

リ)

定 員 30名

参 加 会 費 会 員 400同}

ー } 当日受付でし、ただきます。

会 貝 外 600阿 J

申 込 往復はがき 1 名に 1 枚 |浪 り と し 、 氏 名 勤 務 先 名 ・役 職 連 絡

屯 話 番 号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、 7 月20 日幽までに

「森 ノ 宮 ピ ロ テ ィ ホ ー ル の 凡 学 」 と 明 記 の 上 、 建 築 協 会 事 業 課

ノ ¥

。

『大 阪 市 立 労 働 会 館 に つ い て j ( 館長 中西正明 ・記 )

大阪市立労働会館の歴史は古い。終戦後の民主化運動の中で、在阪労働組合が

rl' 心とな って、労働組合の発展と、労働福祉の拠点として、労働会館の設訟が

阪rli に要望として出された。 これを受けた大阪市が、建物さがしをしたが、な

かなか適切な所がなく、最終的に戦災によ って廃校となっていた森ノ宮国民学校

を改修して、 術大阪市立労働会館' とし、う名称、で、昭和25年に発足した。

このような名称で自治体の施設ができたのは全国で初めてで、今回全国的に多

くの加11' ，の会館があるが、大阪 rli がその目指矢である。

労働組合の会議に、結締式に、また、宿泊にと、在阪の労働者にとって、安く

て、 i民平1Iなi ' t 重な地設として、愛されてきたが、 lj虫災復興の早かった大阪市内の

中で、旧小学校の改修地設では見劣りがひどくな った。

昭和40年頃から新館建設の要望が高まって、 45年から第 1 Jtl I工事にポ工、 47年

に現本館が完成。引き絞いて、第 2 期工事の計画に入ったが、敷地内の埋蔵文化.

財の関係から 、 2 回にわたる発掘調査の結果、関西でも有数な縄文、弥生時代の

貝塚Ji'l が埋蔵されていることが判明した。 この文化財の保存と 、建設とをめぐっ

て、それぞれの立場で議論されること 3 年間、最終的に文化庁の意向をふまえて、

旧小学校の基礎工事て｜文化財の破右翼されている部分だけを第 Ｒ 期工 ｴ ｊ ｾ の基礎と

し、それ以外はピロティ工法による建設が認可された。 52年から第 2 期工事とし

てのホー J レ建設に着工、 54年 9 月オープンをむかえようとしている.

このホール棟の完成により、労働会館が全体として完成したことになるが、第

2  Jt/I工事の当初計画にあ った、トレーニングセンターや、温水プールなどは、 t世

跡保存のため放楽せざるを得なかったし、地下に設笹する機械室や受水槽も l 階

にも ってこさ・るを得なかった。加えて、周辺が一般居住地のため、日照を考慮し、

昼桜は北に向か つて傾斜という、下から・上からの圧縮されたピロティ建設とに、

これまた、全国的にも珍しい建物とな った。

建設にたずさわった者の唯一のなぐさめは、オープン後多くの勤労市民から愛

される施設として、早〈、市民の中に定着してほしいという願望をもつことだ。

森 ノ 宮 ピ ロ テ ィ ホ ー ル の 概 要

所在地大阪市東区森ノ宮中央 1丁目 17- 5  :  

内 r ｊ ｾ 与

主II 祭 主 大 阪 市

!今 伽

［ｎＭ ， Ｍｮｾ理Ａ 大阪市主l ! 築局営絡部、側安井主II 築設

計事務所

地 工大成建設株式会社

村』造品H. 具鉄骨鉄筋コンクリート造 4 階抱i

iIl築 l面般 2，672m'  

延 1車両般 4，870m'  

エ WI 昭和52年12月→昭和54年6 月末

大ホール ( 固定席) 定只 1，030名/ 舞台 r.lJロ 16 m、奥行13 m

小ホール (移動席) 定只 300名 (机使用 204名) / 舞台関口 7. 6m、奥行 2. 8m(可動式)

雄 築 と 社 会/ 1979年 6 月号 9  



一一一一日本建築協会会告

4 通常総会開催通知( 再掲)

5 月号においてお知らせ致しましたとおり、昭和54年度第 1 回通

常総会を下記のとおり開催いたします。

つきましては、本務ご多忙のところ拘に恐縮とは存じますが、 何

卒ご 出席下さいますようお願い申し 上げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭和54年 6 月28 日附午後 4 時半 - 5 時

と二ろ 日本建築協会 4 階集会室

ぎだい 1. 昭和53年度 事業報告承認の件

2.  "  決算報告承認の件

3 . 昭和54年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

.... '79'"' -'80年版会員名簿発行お知らせ

昭和53年度中に発行を予定しておりました上記名簿は、種々の理

由により大へん遅くなりましたが、 ょっゃく 7 月初旬発行の運びと

なりました 。

すでにお申込みを戴いた方々には出版と同時にお届け申し上げま

すので、今しばらくご猶予下さるようお願い申し上げます。

なお、最近入会された方、申込み洩れの方は、至急にお申込み下

さい。

戸

U

=
一
言

"

大きさ体裁等 B  5半IJ 横 組 本 文 上 質 紙 320頁

編 集 内 容 a) 本会の組織、全会員( 氏名 ・卒業校および年次

- 勤務先・現住所)

b ) 建築関係官公庁 ・学校 ・団体 ・建築設計事務所

- 建設業・建材・設備 ・各種工事業

頒 f面 般 1，500円( 送料 250円)

会員特価 1，500円 ( 送料共)

日影図演習シリーズ

(再掲)

「等時間日影図の描き方とそのチェッ

夕方法J ( 演習問題) 掲載のお知らせ

去る 2 月、本会主催にて開催しました実務研修会「等時

間日影図とそのチェ ック方法」が好評でしたので、同演習

問題と解説 ・解答を 7 月号より数号にわたり、順次会誌に

掲載し、会員各位にご利用いただくことにしました 。 日頃

の実務の一助になれば幸いです。

なお、出題および解説 ・解答は大阪大学工学部建築工学

科の伊藤克三 ・佐藤隆二問先生にご担当いただきます。 ご

期待下さい

・掲載内容

! > 日照図表

! > 日影図の描き方

! > 規制線上( 任意点) の日影時間の求め方

! > 等時間日影図の描き方

! > 特殊な形態をした建物による日影時聞の求め方

10 

‘ 昭和 54年度日本建築協会副会長、理事

の会務分掌

副会長および理事各位の会務分掌が下記のとおり決まりました 。

- 副会長

総務 ・会計担当 佐野正一 (安井建築設計事務所) ・絵村総ニ ( 松村組)

編集担当

・ 理 事

足立 孝 ( 大 阪 大 学 ) ・ 福 田 朝 生 t 双昼設計)

技術部門
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包 含t音11門

管工部門

建材部門

‘ 日本建築協会評議員( 昭和 54年度) (敬 桝)

議 長 野々村五四男( 関西大学工学部)

日IJ 議 長 高 橋 保 夫 (1量 高 組 )
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「 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一

昭和54年 4 月18 日 開 催 の 定 例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 委 貝

を委嘱し、たしました。 Ｈ 敬材Ｚ略 。 印委員長 ｏ 印副委員長ム印字判ｾ * 顧問l

戦場名は略称を用いました ，)

三 毛 良 一 ( 企 両 J主 計 社)

宮 崎 敏 子 { 竹 中 工 務 r [ ， )

森 岡 進 ( 大 阪 市 公 団 防 )

安 !原 盛 彦 {安原建築設計'1<務所 )

山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 学)

湯 山 得 一 自II (治 水 ill 設)

4 昭和54年度日本建築協会常設委員会委員

男 ( 大 林 組 住 宅 部)

夫 ( 京 阪 "tl 鉄 )

岬 (小 西 設 m

治 ( 小 西 設 JI・)

il)j¥( 日本分議住定協会 )

豆 h ' l (小 堀 i主 研)

拘 二 ( 大 阪 府 主II 築 部)

久 男 ( 三 兆 空 調)

手IJ ー ( 回 品 応 用 化 工)

康 男 ( 大臣市住宅サービス公社)

安 彦 ( 術 水 ハ ウ ス )

宏 至 朗 { 安井建築設計事務所 )

聡i J ' 1 (近 鉄 住 宅 建 殺)

敬 太 郎 ( あ め リ か 民)

司 朗 ( 大阪工主技術#門'地 )

進 彦 ( 住 宅 金 融 公 1・10

. 法 規 委 員 会

建築にＡ却する法規の研究 ・ 普及並びに ｩｬｬ ｾ 高

細 川 ftlf 治 ( 大 阪 府 主 主 築 部)

川 崎 正 嗣 ( 大 阪 府 上 木 部)

吉 田 喜 久 雄 ( 大 阪 市 消 防 局 )

足 立 幸 一 ( 大阪市銀築指導係)

O西 川 幸 之 輔 ( 大阪市挫築指持部)

西 山 充 ( 大阪市総合計両局 )

上 村 俊 弘 ( 兵Jil 1県住宅供給公社 )

宮 本 功 ( 高 槻 市 雄 投 部)

。 岡 本 行 普 ( 昭 和 設 計)

大 森 康 旦 ( 近 畿 ltl 気 工 事)

勝 村 誠 一 ( 束畑l . I ! 築事務所)

高 木 穣 ( 竹 中 工 務 庖)

辻 晴 吾(大 林 組)

永 安 照 男 (日 往 ぷ " j - )

悩 回 辰 造 ( 大 ill 設 m

0 武 曽 - JlJ I (消 水 建 設)

児 玉 貞 雄 ( 大阪1 r ! ｾｴ 暖房 Ｉ

O吉 伸 消 ( 吉伸佳築設計工房 )

. 出 版 委 員 会

主主築に l刻する図書の企画 ・編集・刊行

。 小 林 消 (新 住 宅 社)

佐 々 木 保

m 水寿栄次( t 刻1 t t j産 業 )

玉 閉 館 ( 竹 中 工 務 脂 )

中 ｽ［ｾｩ 忠義 Ｈ 大林組 Ｉ

本 原 幹 雄 (松 村 組)

須 賀 好 広 (近 畿 大 学)

赤 谷 育 信 (都 品 工 業 同 校 )

山 田 修 ( 大阪市立工主主同校 )

吉 村 武 ( 東 住 吉 工 業 日 校 )

幸

嗣

廷

多 弁

奥 村

。 小 西

菅 原

回 中

O向 悶

辰 巳

辰 巳

平 松

雄 江

藤 野

鴻 神

O山 下

山 田

山 本

古 悶

- 教 育 委 員 会

也築教育に ついての調査、研究、議度なら

びに工高生デザイ ンコンクールなどの企画

および実施

. 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

辿築データシートの企画 ・編集 ・刊行

安 立 俊 夫 (大 林 組)

。井 上 汲 (大 雄 投 . 1")

加 藤 ! 照l 男 ( 大 阪 市 財 政 局 )

北 村 恭 一 ( 大 l . I ! 設 計)

香 西 喜 八 郎 ( 束 畑 迎 築 恒 務 所)

坂 井 茂 信 ( 日 建 設 計)

正 法 院 陽 三 ( 日本建築総合試験所 )

杉 村 勝 三 ( 竹 中 工 務 院)

竹 内 新 ( 鴻池組技術研究所)

中 村 哲 土 ( 安井建築設計事務所 )

羽 入 洋 ( 消 水 建 設)

O 兵 塚 達 夫 (j l [ 畑建築恨務所)

* 絵 村 志 津 男 ( 峰村志! 問担割場所 )

三 河 祐 雄 ( 1/[ ｾｾ主 ｉｉ 設 Ｉ

11 

。 多古月 進 ( 大 阪 市 立 大 学)

( 前習会小委員会)

0 佐4 木 { 呆

L:;，三 木 敏 男 (奥 村 組)
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 3 7  

住宅を含むビルの容積 率の割増制度

1  . 制度の概要

この制度は、大阪市中心部の商業地主主で住毛を含

むビルを建設する場合に、基準以上の延べ面積が

建設できるよう容積率を割以z しようとするもので

あり 、職{主近接を図る大阪市の施策の- .mとして、

住毛建設を促進することを目的としている 。

なお、この制度l立、従来より笑施してきた処築必

準法の総合設計制度に、許可基準を }JIJ に定めて適

用するものである 。

2  . 制度の適用を受ける区域

国鉄環状線の内側IJ およびその周辺で、基準容; f f l .l! 容

が% および% である商業地域を対象とする 。

3  . 制度の適用が受けられる建築物

① 敷地面nl は、 500m'以上あること 。

② 原則 として幅只 8m以上の道路に嬢する敷地で

あること 。

③おおむね敷 地蘭桜 の Ｒ 割以上を公 ｬ 井 ｊ ｾｾ 也として

確保すること 。

④公関空地を駐車場スペースとして使用しないこ

と。

⑤住宅部分の床面積は、容税率の ｾｭ ｊＺｩＧｪ分以上でレあ

ること 。

⑥各住戸は、台所、浴室、洗面設備、水洗便所等

適 用 区 亀喪

主主投' d J =主£ーさ

凡 伊j

国圃基準容積率400%

600%の区域

/  

，、
， 

園 田 園 田 園 国鉄環状線

12 強 築 と社会/ 1979年 6 月号

を専有するもの で、将米にわた って引き続き住宅

として使用することが必婆で、用途の変更は認め

られない 。

4  . 手続き

大阪市

建築局建築指導部指導 課

!  審査課

l  監察課

5  . 管理状況の届出

ノド制度適用のビルは、 2 年ごとに管理状況等につ

いて届出が必要である 。

6  . 融資制度

本制度適用のビルには、 i王毛を対象とする公的融

資が受けられるほか、住宅金融公庫、日本開発銀

行等の特別融資が受け られるものもある 。

( 大阪市建築指導部指導篠 井 原 篤)

参 考 H川川酬川"川川川川11川川11川H川川川川川川11川11

1.容積率害IJ 増の算定式

V = A X V X { l + (去- 0. 1) X K i X  3  }  

( ただし、 V 孟 A X v X ( l + K u ) とする 。)

V : 割1]1引去の延べ面積

A : 敷地面積

S  Ｚ 公ｉＣ ｬｾ 日 也 の面秘

v  . 基準谷積率

ｋｩ Ｚ 割 ｉ ｊｾ 係数 Ｈ 下表参照 Ｉ

K u :上限係数 ( 下表参照 )

押IJ J I ' ) 係数(ki )

%  

ｾ＠

2.公開空地率の下限

上限係数(k u)

%  

3(0 

法単桂ぺ い本( C ) I  有効公関空J畔 ( S / A )

5 5110未満 I  0. 5 

5.5/ 10以上 10. 2+ (  1 ー C ) X IO/ 4. 5X O. 3

3.容積率割増例

適m区域

大阪市行政区域

比 率

2，055h.  

20， 944h.  

9. 8 %  

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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石 膏 セ ル フ レ ベ リ ン グ 床 下 地 材 「ユニフ口 竺』

住友化学工業株 式 会 社 開 発 本 部

大 阪 本 社 干 541 大阪市東区北浜 5 - 15 

JR京 本 社 干 103 東京都中央区日本僑 2 ー 7 - 9
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前にこのコーナーで他社の製品が紹介されているが，

今回は住友化学工業側にて独自に研究開発された rュ

ニフロ笠a を紹介する 。 ユニフローは石膏類のうちで

最も高い強度をもっロ半水石膏 ( 原料: 排煙脱硫 2 水

石 膏，高1I 生 2 水石膏) を基剤とする無機系の画期的な

汎用流し延べ床下地材である。施工の合理化や床精度

の高度化が要求される現在、今後大いに使用価値があ

ると思われる 。

. 使用タ イプ

水のみ加えて ｪ 見事ｾして流布するータイプ ｉ ーとユニフ

ローと 同設の骨材を加えて混線して所消する ータイプ111

があり、使用目的に応じて変えることが可能である 。

. 特 長

1  ) すぐれた レベル精度がえ られる。

表 ー 1 タイプ別とレ ベル精度

ー

ロ

一

フ

一

日

一

川

/

一

/

砂
一

0

1

 

比一
越

一

重

一
プ

一

1

1

一

プ

，

列

一

九

4

-

ィ

.

7

-

7

 

レ ベ ル 制 度

l / 1. 0∞- 1 / 2 . 0∞ 

1/ 2ぬ - 1 / 3∞タイプ111 100/ 1∞ 

2  ) 工JUI 短縮ができる 。

iiiE布 後 約 5 時間lで硬化し、直後から軽作業はできる 。

水 分 が 5 %以下となるまでの乾燥l時間は仕上厚 1 0 %で

約 301時間、 20拍で約50時間1であり、モ j レタ j レのように

2 - 3 巡|甘1を嬰しないで P タイル貼・主主床仕上か可能

である。これは床の施工時期を i盛時選択することがで

きるので全体工期の短縮にもつながる。

3  ) クラ y クを発生しない。

: r i 資はセメ ントと異な り、 lia化 11寺にわずかに膨脹する 。

ユニフローは膨脹抑制剤により 0 . 0 5 %筏皮の膨脹を示

すが、その膨脹性によりクラックを会〈生じない。周

囲がｾで拘束されていると硬化 ＱＱ 寺の結品が級容 ｊ になり、

膨般による内部ストレスを残すようなことはない。

4  ) 下地への按. . . ，nが良好である。

石官スラリーが下地コンクリート耐の小さな凶都内に

も校入し結品化して硬化するために極めて高いよ妻都強

度を示す。但し、レイタンスの除去なと' 下地表商のm

婦が不充分だと扱5 {i力が低下する 。施工前に下地面に

水打ち、またはプライ 7 ー処理をすると更に刻11*が良

くなる。

表 - 4 ユニフロー工事の種 類 と工法

5  ) 高 い強度を示す。

半水石膏は硬化時に約 1 8 %の水分を紘品水として内部

に固定し CaS O. .  2  H，O となる . ユニフローは骨材

の使用有無にかかわらず約3 5 - 4 5 %の水で混練するた

め硬化後の自由水は極めて少なく、生成する結晶は綴

密になる。そのためタイプ 1II においても圧縮強度は 1

3 モルタ J レ並み、 rtll げ強度についてはさらに高い値

を示している。

表 - 2 ユニ フ ローの性能

タ イ プ l 7 イ プ 川 偽' J!j 

ユニフロー/ 砂 l∞'/ 0  l∞' /1∞ 海砂

比 重 1. 74 1. 90 

庄 縮 強 lJr 4∞kg/ CD'  2∞kg/ cm'  材令 l か月

l曲 げ 強 度 90- 120 kg/CII '  60- 70 kg/ cm'  材令 l か月

下地接近強度

コンクリート 5  - 10 kgl 国

材令14日
A  L C  下地破断

Ji. 面接渚強度 酢ピエマルジョン 5 - 8 k g/ cm' 材帝28日

6  ) 海砂が使用可能である 。

近年骨材が不局 しており、悔や少が広〈使われているが

塩 分 の 規 制 が 厳 し い 。 ユ ニ フ ロ ー は 海 砂 浜 砂 ・川 砂

ー山砂いずれも使用可能であるが粘土質の土が含まれ

ていると流動性が1! I i 書されるが、底分については全〈

問題がない。

7  ) その他

- 2 ' C まで流動性を保持し、凝結反応は約 1 1時11目の遅

延で進行するために寒中でも充分使用することができ

る。但し、乾燥時 IHJ は約8 0 - 1501時間となる。

・ 用 途

1  Ｉモルタノレ代伴えとしての省力 化工・ ｉｾ

設計段階において初めからユニフローの使用( 仕上厚

5 - 10' %) を決めることにより、 F皆目玉も低〈スラプ荷

m: も低減することができる。

2  ) 雨に 打たれて組而化した l立jlfl え仕上床の平滑化

3 )  P タイルJ向l離f去の組前下地の平滑化

4 )  P  C 板床面の平滑化

5 )  A  L C床 板のヨE 而補強と遮詐性向上

6  ) フローリング施工11IJ の床蘭補修

7  ) クラックの補修と各ぬ充j 真

8  ) 気泡コンクリート表聞の補強

上記の主なものを砲工極別と共に表 - 4 に示す。

. 施 工 ( 写真参照 )

1  ) 下 地 処 理

下地の消婦、レベル高さの表示、隙聞の閉鎖、目地-1;1)

1) ( l 面積が広い場合) 、下地に水打ちまたはプライマー

処理を施す。

2  ) 調 合

打設する床の目的によ ってタイプ I 、タイプ日I を選択

して潟合を行う 。

3  ) 混線

小田般の場合は 70 e位のポリバケツを用いて、ハンド

ミキサーで、大商績の場合は専用ミキサーまたはモ )1

タノレミキサーにて混練する。

4  ) 打 設

小 面 積の場合はバケツで、大商積の場合はポンプを使

用して奥よりレベル表示に合わせてトンボでなでっけ

ながら順次打設を行う。

5  ) 養生

ユニフローは打設後 3 - 4 時間位から硬化を開始し、

発 熱 水分終発が起るので出来るだけ窓 ・出入口は開

放する 。 5 - 611寺!日1後 には軽歩行が可能となり、 241時

間経過すれば一般歩行が可能である。

6  ) その他

打設i I IJ に! 迭の汚れを防〈・ため養生を絡し 、汚れた場合

には繍雑布でふき取る。不隆が目立つ所は後日サンダ

ーにて削り取り仕上げを行う。

7  ) 表而 仕 上

各般タイ l レ・合成樹脂シート ・合成樹脂主主床仕上 ・合

成制脂吹付床仕上 木質系床材 ・カーペット等の仕上

が可能である。

・ 使用上の 注意事項

1  Ｉ 石刊は本質的には耐水性がない 。 昼外や水と ｾｩ［ｾＧ に

按触する可能性のある場所には使用しない。

2  ) 勝粍liaJ.立がモルタルに比較して多少低い( Y s 濃度)

ので少なくとも防路処理を必要とする 。

. 使用 量

表ー 3 1 m' 当りの ユニ フ ローの使 用量 ( kg)
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地 工 飢 男IJ 様 相 厚 地 工 1I型地I耳打ち施工 耐に ff たれ相l削化し た床町平滑化 P タイ Jレ，)l J離床の平滑化 部 分 捕

目

的 ①町MIJ r . ②乱反射防 11 : . ③工則的短縮
疋端まで打設されたそノリシ，，/ 床 娘細l t ! 消押lを祈ることなしに 部分的な不陵町修正

@施工的合理化、⑤冬期1; te地工 でIHによ 1) *111面化したもの ' 1' 滑化

構
成

q③Lー .oJZMJ 5  - 3 %  

'1'均 5 - 3 悦

4問U③J削¥¥、J b三千イ'1'刊t子勾た守5二や~f 守甘3 %さ

務揚:

'1'均 10 %以ド

①③②一/ J一-J Jl，pむdχ「tJbf-入メ~ Nf-JvぺA吋ζ  。

①ユニフ ロー ②スラプ
①一一

gz t7l l/:7fl i }120 ③斗 印 刷。払: ℃
③4喪滑剤 (例 N Sハイフ レy クス) ② ｾ小 ＷＷ ｦｯＯＯ Ｇ ｉＯ Ｇ

; )  ({j: 1: .1<縫 10'10 ' 厚み的 ; )  ( f士仁天織 5弘) 厚み l! t 存スラプ 既存スラプ 既存スラプ

スラプ的造成法 スラプを打. 世 同モノリシ，，/ 工法によ スラプ的状況 スラプ的状悦 スラブ町状況

ii ) 一般的には 14例色スラプとする るスラプを打設 11i 滴による凹凸. レイタンス 一部又は広範間町硬化l t ! ，t r 押l 旋いS量あと、時ミのたわみなど滑

ド地スラプf ' ! み iii )床下配管のない場合 i i ) 必慌は金銭一回押えにと 1 < 面向島硬化. 風化あり . の，J ( 伺. 一部スラプ肉欠 IJl と らかでしか bl ，司聞の傾斜が軒? ん

スラプ厚み 120- 130 拍 どめる. 多孔部分的符出. どないへニみ

①突起の街リ ② 対 除 ③プライ 7 喰布 ①レイタンス、末硬化部分の研り ①按消剤災前向ワイヤブラシ ①t，1  除②i At. i)i-('定より広い

FJ 也の処地 ( ハイ 7 レy タス 等 (ワ イヤブラシによる削 q取り ) によるキス. つけ 部分にプライマー喰布

i耳打ちの場合、打設1 <1而を水スプレー又I立プライ 7 - jlJ 喰布によ 1) ②鮒除、 ③プライマ- <1' ; 釈検の 2 ②附 除 ③ デ y キプラン 専

温潤させる . 回塗布すり込み. によるプライマーのすり込み

訓令町? 1 7  

普通床 ユニフロー A タイプ111

ユニワロ - A ? イプ I ユニフロー A ? イプ l ユニフロー A タイプ I ユニフロー A ? イプ I

高制度床ユニフロー A ? イプ I

地 エポンプ、ホース流布[ ポンプホース流布又は鰻均し ポンプホ ス流布、又は鰻均し ポンプホ ス流布又は銭Ml し パ ケ y 等による部分流布銀出J し

J <lfilf! ・1: げ 0 - 2 0拍 40時Hl H量. fll し冬苧10- 20% 80- 150時liIJ 40時11111主 40時間 f主

硬化後

問問にプライマ- i ヰ血布40時間後

材f!l!llI 料:1ユf!I!ニIII フロー A (砂ユニフロー A

9- I Okg ，，' ( 10 %につき ) 7.51唱/ m' ( 5怖につき) 7. 5kg/ nf  ( 5 拍につき ) 7. 5kg/ m'  ( 5坊につき) スラプ状況による

9  - 10  "  

f1' :t H 人fl 目安: 4 - 5 名 4∞- 8∞n1' / 日 3 - 4 名/ - 6∞m 目、 4 - 5 名/ 6∞- 12∞"'/日



読者の頁

日 影 研 修 会 に 参 加 し て 読 者か ら の 手 紙

Eヨ
評

和 室 造 作 集 成

( 新版)

著 者 山片 三 郎

発 行 学 芸 出 版 社

B  54' IJ 総485頁

定 lilli 9 ，000PJ  

天 井

十 f色光行/ 阪急屯鉄K . K . 企画室 写ぷまたはグラフィ ックな頁の頁表記はなぜして 本性は、和風1 3 : 宅の座敷に| 民lす る 各 部 分 を 、 怠 匠

午 前 911寺半から午後 51侍まで、いささか疲れはし

ましたが充実した 1 日を過させていただきました 。

日 彩 の 問 題 に は 、 建 築 基 準 法 の 改 正 以 来 特 に 関 心

を 抱 い て い た だ け に 、 楽 し み に 出 か け て い っ た し

だいです。

午 前 中 、 大 阪 大 学 の 伊 藤 先 生 の 講 演。何年かぶり

で受ける先生の講義に 、学 生時 代 を思い出し懐か

しい心持ちになったしだいです。太陽位置図、日

Ｉｾｾｉ 曲 線、日ざし ｬ 曲 線さらには日照検討の方法と内

容的に広い純闘を、スライドを用いて手ぎわよく

説 明 し て い た だ け ま し た が 、 先 生 も l侍附l を気にし

て お ら れ ま し た よ う に 、 時 間的 に 少 し 余 裕 の な か

っ た の が残 念 で す。 また、最近よく行われている

コンビ ューターを使 った 日影チェ ックの方法とい

った，'J_¥. 杯iに つ い て も も う 少 し う か が え れ ば と 思 い

ました 。

午 後 は 、 伊 藤 先 生 の 他 に 大 阪 大 学 の 佐 藤 先 生 、 関

西大学の野口先生、刑事成建設専門学校の平川先生

が1J I1わ ら れ て の 演 習 。 日 影 チ ャ ー ト を 用 い て 実際

に 等 時間日; ; 診図を 作 成 し、また機々な条件の建物

について日 Ｉｾｊ チェ ッ クを Ｑ ￯Ｇ うことによって、より

具体的に日Ｉｾｾの現象が理解できたように思います 。

4 人 の 講 師 の 先 生 方 に 対 し て 受 講 者 が70名 経 度 で

あ り 、 個 人 的 に 質 問 し て 指 導 し て い た だ く こ と が

でき、 7 スプロ化した講習会の多い H下今 に お い て

仰i他 ある講習会でした。

日 ｻｪｾ に関しては、日影関係図の精度の問題、日 ｩ ，診

を考! W，しての基本計画 ・プ ラ ン 変 更 の 手 法 な ど 取

扱 上 種 々 の 疑 問 点 が あ り ま す が 、 今 回 の 講 習 会 を

今 後 の 笑 務 に 役 立 て た い も の と 思 い ま す。

いない の か底 解 で き ま せ ん。特 集 記 事 の 場 合 に は

特 に 貞 選 択 が 困 難 で 非 能 率 的 で す。 ぜ ひ 頁 表 記 を

して下さい。 本手l' 元/; IV 汗銅社4 . l l 築プランニング

台

「造Ii ' l l屋から j

外 には、 車IJ し身の 袋 に も な ら な い よ う な 、威勢の

惑 い 木 が 、 ど うでもいいように立っているし 、内

に入ると、うす汚れた熱干w植 物 もどきがころがっ

ている 。 日頃、佐築家のみなさんが「みどり J を

云々する話しを思い出すにつけて、 「本当に解っ

て い る の か な ? 解 か ろ う と し て い る の か な ? J と、

今 、 非 常 に 疑 っ て い ま す 。 我 々 、 造 図 屋 と し て は 。

もう少し真剣 に 「 み ど り 」 を 考 え ま し ょ う 、 み な

さん 。 笠原 相J!J ) ( 日本住宅公団首都圏宅地開発本書11

Ｇ Ｑ ＾ 業第 ＱＱ 臨工・ ｉ ｾ 諜造園係長 Ｉ

マイ・フ ォ ト

情リスボン。

原桂一郎/ 大阪市建築局

リスボンは太陽町輝 < 191 るい街である 。ことに、街路の歩

道のモザイ ＷＱｾ 織が美しい Ｎ 現在でもこつこつとモザイク

脱線のii li :ri j立を下仕事て' 作っていた. ここには、西欧文明

以前に栄えた地中海文明時代の良さが現在に生きているよ

う主主i がする . それは、良いものを時/ l I J をかけて丹念に作

。)、 JA <  f!E って行ニうとする文明である 。

..... 、

」司、

1) スポンのコメノレシオ/ 1: 土品

に 重 点 を お い て 集 成 し た も の で 、 そ の 詳 細 な 資 料

に も と づ く 図 柄 に は お ど ろ く も の が あ り 、 木 違和

風 建 築 に お け る デ ザ イ ン ソ ー ス を み る 思 い が す る 。

たとえば、 欄 間 ひ と つ を と り だ し て も 、 絞 ( オ サ )

倒防1、 組-f 欄| 問、透かし 州 問 、 板欄 問 、竹 の飾 欄

1M] などの図柄が、 何 と 630f主に わ た っ て 紹 介 さ れ

ている 。 同 様 な 図 柄 が 床l協、 fl? 院、天井、建具、

窓 、 手 摺 . ; f 品、庭湿などでも展開されており、手口

風 建 築 の 意 匠 、 技 法 を 卜 分 に 知 ら せ て く れ る 。 第

l l f ，I には、 「様 様」として 、源氏香之図をはじめ、

い ろ い ろ の 図 柄 や 紋 撃 が で て い て 而 白 い。

j政后 に 術 誇 の 索 引 がついているのも 利 便 である 。

著 者 山 片三 郎 氏 は 、 日 本 建 築 協 会 技 術 選 告 「 建 具

の 知 識 と 意 匠 j も 著 作 さ れ て い る 万 で 、 そ の 方 而

て' は造詣の深い第一人者J である 。 ( M )

リスポンのアル7 ァ"' 7. IJj い住宅地区て'ある . 石11と石造の建

物が調和している .  

.  
、

.  ，_ 
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ニュース! 京縞をお送りください.

駅舎再開発シリーズ- 4 ー

芦屋駅ビル

芦屋市は、人 LI 約76，000人で、 |仮事11連盟市街地の

中心部に位出し、 l滅的か らの同級住毛地として発

展して米た 。

国鉄芦屋駅は、市街地の中心で、 1 日約22，000人

の来降客があり、市内交通の結節iAJ. として A'>>! な

役割lをよM: し ている。

今回芦屋市の駅周辺環境再開発村出 ｴ Ｔ｟ ｊ Ｇ［Ｎ［ 酎 ＱＧｾｬｩｪ の 一

環と して、国鉄も ' *答:サービス をl向上し、市民の

ニーズに答えるため、市の玄関にふさわしい近代

的施設 を処 設 して 、市の発展に協力する大前提で、

駅ビルを j十回した 。

駅ビルは 、芦屋駅柿内北11刊の国鉄m.l也約 3，000m'

を利用して、地上 7 階、地下 1 1階、延18，000m' て¥

6 階の一書11 と、地下 111皆から 31培、 4 階の一帯11、

約 5，000111
' に、依民需I i の何貨r.t i 、他に銀行一行と、

30から 401汚の専 門腐の入居を予定し、芦屋 rl i でも

有数のショ ッピングセンターにする 。

また貌駅とは、 3 階コンコース音11分で接続させ、

旅符等利用者の利便をはかり、隣接7 . 1・阿道路の北

側のj J } l J fJ 発ビル( 百十問中) と、将米ペデストリア

ンデ ッキでi主総できるように巧えている 。

また 南11111には、 200台収容の駐 '11場ピルも同時に

建設して、! l f ( ビルと人道総て"iili 絡できるようにし

ている 。 制11岡義γ( / 凶鉄大阪工事J，Jm 匹目12 ぷ

ぷ，， 1ー弘.f' ll ｉＮｭ ，大阪工 目 ｬ ｩｊ ，よ安 ｊ ド ｩｬｬｾ 訟け事務所

所 {L J也 tihl 市船戸町 1 30 

般 I也 1111 j自 32，600m'

ill 築 Itll 愉 2.906m'

延 al 而 l自 17. 892. 3m'

情 i，U 見倣 S R C 、 7 F  

工 JUI 11円相53年 12H-II{l 相55年 10JI (  r' >E )  

ill 築 ａｾＩＺ ， ｜ｩｬｬ 設、淡泊組、共 ｉ ， ［ｊ 企業体

ｾ＠ ，ｾｾ＠ 州r I 工業十1:

I民 主L 日本 ｾｬｩ 設工業

給相| 水lar' 主 州! 瓜術生工業所

会l 除 機 日 ii . 製作所

ぬj i， 1: 1本国 1I 鉄道、 {-fhl A テ- ;_/ ョン ビJ レ

ｩｬｬ 投 Ｇｩｾ 約 Ｇ ｉｏｦｬ ｬＧ円

16 
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大 阪 府 文 化芸術 年 鑑

( 1979年 版) 発 刊

大阪府下の文化団体でつく 大阪府文化芸術年鑑

られている「大阪文化団体 1979. .  

述合会J が、この 3 月に様

記年鑑を発干IJ した 。

大阪における文化とその動

向 として 、31ジャン J レカず紹

介されている 。すなわち、

散文/ 詩/ 短歌/ 俳句 / 川

柳/ 出版/ 拶oi l ] / 美術/ 写其/ 住道/ i f i : 画/ 賄業

デザイン / 服飾テ・サ.イン / 建築/ 音楽/ 三世1/ 三

絃/ 現代舞踊/ ノ〈レエ/ ヂ11妹/ 文楽/ 歌舞伎/ 必

諮/ 浸オ/ ，講談/ 浪曲/ 花道/ 茶道/ 閉碁/ 将棋

/ . 1 也成文化の分野別動向が語られ、文化日誌、文

化関係袈tl ・記録ものせられている 。約 l 千団体の

l符下の文化芸術団体名鑑や府下美術館、図当館な

どの文化施設の活動状況、府下国宝 ・重文一覧も

合わせて収録されており、 利便 である 。大阪の庶

民文化の網縦という、いままでにない年銭として

注目されている 。 ( 発行所 : 大阪市北区西天満 6

- 6  - ]3、当道? 干楽会館内、大阪文化団体iili 令会、

屯話 06- 363 - 0449。 頒 1iHi 3，500同) ( M)  

aa 

. . . 変化問伶迎合会副

駒 井 哲 郎 氏 の 「 樹 」 特集 の

君主刊誌刊行

1979年 5 月14 日朝1日新I l H夕刊よリ転松

版画家駒井哲郎氏が去 ってやがて 3 年になるが、

l晩年の駒井版画の霊裂な主題であった「附J を特

集 したユニークな季 刊誌 「樹j が，:1] 1干された ( 点

京都杉並区堀ノ内 1 - 6  - 13、:1ト房 「樹J ).  

元来「木J に| 刻するものなら絵画、在、詩、彫刻

など何でもとりあげていこうという文化誌だか、

駒井哲郎氏にとって重要な意味を持つ「樹J シリ

ーズを 創刊号ーのテー 7 にしたようγ J 。 このため駒

井氏の「樹J を扱 った作 ifJ ，はほとんど綱雑。駒井

犬人の美千さん、大阿倍、安* 次男、張rlt JliJhlE、

宗). ，: 近、 野比山l民治氏 ら生前親しか った人たちが

執錯。故人が生涯かけたテ ーマへのさわやかな鋲

魂 1111になっている 。 A 5  ｩｾＱ 変虫、 ＷＴ ページ、限定

2，000郎、 2，500向。

神 戸 ガ ウ デ ィ ー展

去る 5 月17 日より 22 日まで、神戸のきんちか広場

o也下 ) て¥撚記カ' ウディ展がImrmされた 。

17 日のオープニングlこは 、スペイ ン大使、' ，;，. ; 崎神

戸 市長があいさつされた 。

l長示されたガウディのオリディナルドローイング

55点のうちには、学生11寺代のりAli 員会:_;;t rl " ij 王、後怖、

大学品危などの図 l前があり興味深か った。有名な、

カサミラーの l虫l 、サグラダファミリア J 堅企の図も、

はの ii可て'みると娘い感概をうけざるを f!} ない。

家具 Ｖｬ ＮｩＮ、校 ｾ ＱＲ 点 も会場のふんい き をひき立た

せた 。 とくに、九州芸術工科大学の松合研究室制

作の「逆づり災験によるコロニア ・グエル教会の

校型」には、人々の|品l心 を集め た。 また 、ガウデ

ィの友人である彫刻家マタマーラのコレクション

として、ガウディのアメリカ令衆同のホテル突の

図 l師も l師11か ったし、ガウディをとりまく人々の

スケ ッチも興味を呼んだ。 ( M )
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1387 岐 阜 勤 労 総 合 福 祉 セ ン タ ー

設 計 岬 建 築 事 務 所

施 工 . 戸 国 建 設 ・ 岐 建 木 村 . . . J V  

a 岐 阜 市 長 良 111 先 692 - 2  

b  5. 54301'  

c  
897m'  

d  4 ，217m'  

e  S  R C 、 7 F 、 P 1  

昭 和 52 年 9 Jl - 昭 和 53 年 11 月

1390 協同組合大阪南港配送センター

設 計 八 木 建 築 事 務 所

施 工 太 平 工 業 大 阪 支 庖

a  大 阪 市 住 之 江 区 南 地点 3 丁 円 1 - 24 

b  .  7713.  93m'  

c .  3739 .  15m'  

d  .  5603.  92m'  

e.  R C ( 2 F ) 、 S ( 3  F )  

f  昭 和 52 年 12 月 ~ 昭 和 53 年 6 月

コ ボ 門 真

谷 )11 工 務 唐

谷 )11 エ 務 底

rl1 栄 町 306 -

2 ，401. 18m'  

c  1. 000. 07m'  

d  9 ，507. 40m'  

e  S R C 、 11 F 、 P 2  

H行和 52 年 10 Fj - /I?{布153 年 10 月
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E 開 園 田 園 田 園 圏

刈 谷 商 工
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議 所

設 計 東 海 設 計

施 工 . 竹 中 エ 務 庖

a  刈 谷 "1 ｾ折栄Ｏｕ ｔ 3 丁 tj 26 {昨 J也

b.  2，239 .396m'  

C  981.  400m'  

d  2，068 . 11m官

e  R C 、 3 F  

f . 昭 和 53 年 7 ) J  - /li' j 和 54 年 4 ) J  

天理教第73母屋( 芦津信者詰所)

設 計 . 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 東 海 興 業

a ポ. l ! ll di  )i J 波 市 町 300 僻 地

b  

c  

7，881 ，9251η2  

2.331. 55m'  

d  .  7 ，591. 63m'  

e.  R C + S 、 B 1 、 5 F 、 P 1  

f  昭 和 52 年 l l r J - 昭和 54 年 2 月

パ レ ロ ワ イ ヤ ル 六 甲 台

設 計 。長
谷 )11 工 務 庖

施 工 長 谷 )/1 エ 務 底

a  神 戸 市 灘 区 篠 ) J ; ( T 'I O/ J、家山 1014 - 50

b  2 ，042. 0201'  

c  674. 14111'  

d  3. 124 .41 m'  

e.  R C 、 6 F  

f . 昭 和 52 年 8 )J - H白1' 11 53 年 9 rJ 

1389 山 添 村 立 豊 原 中 学 校 体 育 館

設 計 巽 設 計 事 務 所

施 工 : 脇 車E

a 奈 良 県 山 jll ml 山 添 村 三 ヶ 谷

b  11 ，843. 6 7 m'  

c  821.50m'  

d .  818. 88m'  

e  S 、 1 F  

f  昭 和153 年 6 月 ~ 昭 和153 年 11 月

1392 大阪市住建毛馬住宅( 第 2 期)
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設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 大 . 成 建 設

a  大ｼ 仮 Ｂ Ｑ 者 Ｑ Ｑ 山区毛 ，ｲＺ Ａｾ II/"r 2 丁 目90 - 1  

b  12，308 .36m'  

C .  2 ，250. 8801'  

d.  16 ，679 .75m'  

e.  S  R  C 十 R _C 、11 F 、 P 2  

f .  / 1白羽] 52 年 II 月 ~ 昭 和 53 年 12 月

￬ｾ 担 門
，、、

イ フー ン

設 計 ・長 谷 )1 1  工 務

施 工 . 長 谷 )11 エ 務

a  凶 富 市 ilt 門 凶 11 11汀 28 ・ 30

b  1，019 .92m'  

c  429. 95111'  

d .  1，523. 26( 作 総 対 象 ) m'

e  R C 、 5 F  

f  .  H{!. 和 53 年 2 FJ  - 昭 和 53 年 9 月



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 9

紙野桂人( 大阪大学助教授)

長瀬信義( 大阪大学大学院卒)

渡辺豪秀( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大 阪 大 学 学 生 )

道 景 観 そ の 3

交又した道は辻を形成する 。辻の角にある建物も、見通しの良い街

路では視覚的な句読点として作用する 。辻に 11食ぃ逃いのある場合に

は句読点の効果が強められ、ひとつのポケ ッ ト ・スペースが演 出さ

れる 。

T 字路の突き当たりに見える壁や建物は、視線を受け止めて道に 閉

鎖的な 印象 を与えると同時に左右に延びて行くもうひとつの道の化

聞をも暗示する 。

C - l  

C - 3  

三つiJ: では 、二つの巡 っ

た世界が出会ヲ.

)，(1点 をなす ["J 榊 え

18  

道 と 辻 < + ・ ト )

Y 字型の道では、道の分I[伎の強い直接的な 印象が与えられると共に

角の建物や樹木は完全に独立した視覚的要素とな って道笑内役を来

す。

カーブした道や折れ道は、人の意識を道の進行方向に向けて集 中 さ

せ、空間全体にひとつの方向! 惑をもたらすのに対して、交叉する道

の印象は、違った道、もうひとつの世界の存在を意識させ空間の面

的な広がりを見るものに暗示する結果となる 。

C - 2  

辻付ウ



T C - 6  
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Y C - 2  

j扉と樹木によ って和 らげ

られた灼の印象

Y C - 4  

樹木の併が緑多い印象を

守える

T C - 7  

Y C ー 1 辻 <y)

角の民家の1i ，い独立した

印象

Y C - 3  
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門の向うの空間lへの連続
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金 谷 英

大阪工業大学教授

稲 村 数 矢

近離島地方建般局 営 織 部 長

上 田 宏 二

高橋上回 役計事務所専務取締役

谷 尚

元 日 の 日 出 時 間 は 皆 同 じ で す

連 繋 プ レイ

怨築工工. よがjドLIi坑見よ場場 のことででで=い、最近よ < 1  

こ れ は 大 阪 工 大 玉 置 盟 次 郎 名 誉 教 授 の ご 指 摘 に よ る 。

( K  E )  

材 に i貼!，1出」占i 干林宇 える工司平玉が 完 成 し た 。 さて ' j ¥務機株 を 使 う た め に コ ン セ ン ト を 探 すが見当らなし、 。 そ の は ず で 、 も と も

とあ った位置に 、一 律 に ボー ド を 貼 巡 ら せ て 平 気 な 顔 で 完 成 と し て い る 。 ま た 、 ス ラ ブ の コ ン ク リー トを打 った

の は 良 い が 、 フ ロア ボ ッ クスや配信: 努l が 、 と ん で も な い 所 に 位 位 し て い る 。 これらは 、元前から下前、 職 人 の末

端 に 行 く に つ れ て 、 「 専 業J の 々 え を 脱 却 せ ず 、 要 は 「 ボ ー ド を 貼 り 上 げ れ ば 良 い J 、コンセントは "T;: 気 屋 が 追 い つ

いてこれなければ、先にボードl ! li りを11: ヒげてしまう 。或いは鉄筋を並べればそれで自分の仕' j ¥. は終り 、あらかじ

め 配筋 の邪 魔に な ら ぬ よ う ボ ッ クスなり 配 竹 を施 工 し な い の が 必 い の だ 、 と い う 類 の 考 え で現 場が進 行 す る か ら

に ほ か な ら な い 。 制 かい訴から、 大 は 他物 が 完成し て 設備機株主JI が使 用 開 始 で き な い 。 そのt:fi ｾ長、工ＴＮ ｊ Ｚ［Ｇ がベタ遅

れとなるようなｾ ｪ｜ Ｎさえ生じかねなし、 。 ￭ 1:: 時 は一 つ の現 場 につき っ切り の 発 注 者1WJYP . i . ' 仔只がマンツーマンで指導し

ていた 現場技能者 の 練成 も、 ｊｉ 止近の令 β Ｑ Ｑ 化、ヂ＿ブ ｊ 化 された 小規棋 工 事 の 現場 では、 徹底 が閣 員 Ａｾ であるように 思 え

る。主j); 築 と 設備 の職 人 同 七の 反 日 と い う の は 従前 か らあ った よ う だ が 、 今 は そ れ に 加 えて点 業主 義 の観 念 が 先 走

りJI略ちとな っている 。 より良き質のイ1 : 'Ji に 必 要 な.i l 巨繋 を保つためにも、 何 か施 工 者 サ イドの研 修 、 論 調 等 、 啓 蒙

的 な 試 み を 行 な わ な け れ ば 、屯大・p;. に 至 り は し な い か と 懸 念 す る 。 ( 1  K )  

人 間工 学的 再評 価

叶 ［ｴ 識のウソ。という本がベストセラ ー にな っ たことがあるが、われわれは 円 ［ ｬｩｾ Ｇ 、 既成 の 概念 の Ｇ Ｑ Ｂ Ｇ で生前してい

るので、 B広原原;?Ri〔、l}λ点"

姿 f勢勢均砂Lは主楽4従5で 、 立 つたときのほうがしんとど，い と い つ 概 念 が あ る 。 し か し 、 い す の #門家である 小 限 二 郎 さんによる

と、人 I/¥J が 立 って 歩 く よ つ に な ってから 二 行 万 年 が 経 過 し 、 そ の 川 に -，'y什 は ア ー チ 形 か ら S ' j'; J彩に変化 し てしま

った そ う で 、 そ の た め に す わ って '1'J"燃が 回 転すると 、 それと 一 体 に な っている 背信・ は ア ー チ j移に、 つ ま り二 百 万

年仰の姿に戻り、従 っ て 上体 のみに つ いていえば、すわる姿勢は不向然、で、立 っ ているほうが ｉ ｾ ｉ 然で楽だという

結論にな ってくる 。 この 観 点 では上 体の 1!1，U;! !l_ を少しでも 悦 減する 配 憾 の さ れ て い る い す が 「良 い い す 」 と い う わ

I  h l け て ¥ そ の 第 1 のポイン卜は背もたれに背中j' を 立 姿 勢 の 1:1然 さ に 戻 す て 犬 が とγ 〉制度されているかである。この

: 版 で い す を チ エ γ クすると、 「 安 楽 い す 」 必 ず し も 安 楽 な ら ず と い ラ こ と に な ってくる 。 さ て 、 以上 の よ う な 既

i 成 概 念 に よ る 誤 った 断 定 は 建 築 の あ ら ゆ る 部 分 に あ り そ う だ。位築はそもそも人I 1IJが 使 う た め に つ く ら れ る の だ

と い う 原 点 に も ど って 、 す べ て を 再 評価 し な け れ ば な ら な い 。 ( T H )  



特集・ホテル建築と情報システム

総 論

ホテル情報システムの現状と将来の展望/ 渡辺信昭・知l正明

各 論

- ホテル建築と情報システムの導入一一ーオーナーから

都 ホ テ ル の 情 報 シ ス テ ム 導 入 / 辻 井 勝三郎

ホ リ デ ィ イ ン 南 海 大 阪 を 語 る / 植 田 康 一

・ホテルの情報 システムの開発と変遷一一一メーカーから

ホテルシステムの機械化と今後の取り組み/ 馬場輝郎・小山治郎

警 備 の 現 状 と ホ テ ル の 防 犯 / 佐 取 朗

ホ テ ル の 防 災 設 備 / 小 林 和 生

ホ テ ル に お け る 放 送 シ ス テ ム / 隅 田 樹 郎

デ ー タ ・ 最 近 の ホ テ ル 建 築 の 建 築 設 備

ホリディイン南海大阪の設備設計の特色/ 北島章因・弓崎幸治

本号特集編集幹 Ｇｊｾ :  I則 {申二 . i畢柳 健 ・河曲者不太郎 i可i I ! 隆之 ・五百回 弘 ー中級芳一 - 中 村 正三

強築 と 社 会/ 円791F 6 JJ サ 21 



ホ テ ル 情 報 シ ス テ ム の 現 状 と 将 来 の 展 望

渡 辺 信 昭

畑 正明

1  .  はじめに

わが国におけるホテルの新増設ラッシュともいうべき急成長は、

昭和39年の東京オリンピック、昭和45年の大阪万国博につづく昭和

46- 47年末の大型レジャーブームと、現在の第三次成長期を迎え、

ょうやく安定期にさしかかろうとしている。この成長を支えてきた

大きな柱として考えられることは、宿泊産業自体の急成長のほかに、

永い歴史に安住していた、料理割烹旅館業" の、業界のシェアを大

きく浸食しながらホテルの大型化、省力化による経営の合理化が進

んできたことである 。

ホテルという企業にとって、旅館業界のシェア低下の原因を考え

るまでもなく、顧客の欲求の発見開発と充足を通して需要を創造し

てゆく現代マーケテイングの手法の推進は、最も重要な課題である 。

また、サービスの質低下を極力防止しながら、合理化による笑質コ

スト( 旅館との比較) の引き下げを進めるためには、ホテル内で発

生する顧客に関する各種の情報を上手に処理分類して、就業者に正

確、かつ速やかに伝達しなければならない。

その方法としてまず第ーには 、従業員の職制の改革と就業モラル

の向上がはかられる 。 しかしながら人為的手法の限界は、たちまち

にきて、さらに情報処理の高度化が要求されるや、各種インジケー

夕、スイ ッチの組み合わせ機総によるハード的機器を導入し、情報

処理ツールとしての活用が計られた 。

しかしながら一段と情報量の多種多機化がすすみ、これに対応す

るためには、ワイヤードロジ ックでは解決し得ない問題が次々に発

生し、いく多の困難にぶつか った。 そこで第三の手段としてロジ ッ

クの多用性に対応し、ソフトプログラムが容易に使い得るコンビュ、

ータ導入と、情報処理プログラムの開発が急がれてきたのである 。

2  .  ホテル情報システムの開発

今ではやホテルトータルシステム。というと何となく概念的に理

解できるが、正確な定義づけは難しい。

わが国の三次産業で込のコンビュータ導入は、百貨庖業界が最も早

〈、昭和36年であ った。 ホテル業界でコンビュータ導入の機運が高

まったのは、百貨l苫業界に約10年遅れた昭和45年頃と言われている 。

第 1 表は、昭和51年に月刊「ホテル旅館」が実施した、ホテルの

コンピュータ導入に関する実態調査のアンケート結果を表にまとめ

たものである 。 回答のあ った企業は都市ホテル 120、ビジネスホテ

ル60、リゾートホテルおよび旅館 120、合計 300社で、その導入企

業は 26社で 9 %の導入率、近い将来導入予定の企業を含めると 18 %

以上の導入率とな っており、さらに無回答企業の中にもすでに導入

22 担 築 と 社 会 / 1979年 6 月号

した企業が含まれていると恩われるので、実質2 0 %近くの普及率と

考えることができる 。

導入企業の客室規模の傾向としては、必ずしも大規棋のホテルに

片寄った傾向はみられず、都市ホテル2050- 182室、リゾートホテ

ルでは ＲＹＸＭＵＵｾ までに分布し、しかも都市ホテル導入企業 Ｑ Ｒ のう

ち Ｕ 社は ＵＰＰｾ 以下であり、リゾートホテルの場合は Ｑ Ｔ 社のうち Ｕ

社は 100室以下となっている 。以上から推測すれば、昭和51年には

すでに本格的な普及期に入 ったと考えられる。

ホテル業界におけるコンピュータ導入初期の頃は、客室数 100室

程度の規模ではコンビュータ導入費を、直接貨のみでペイさせるこ

とは至難であると言われていたが、その後、飛躍的に L S  1  ( 大規

模集積回路) の 出現で、記憶装置や制御装置は軽量小形化が進み、

周辺機株も 小形軽量化 、しかも高性能化 され 、 コストパーフォーマ

ンスの向上には著しいものがある 。 さらにレストラン、パ一 、52庖

などで直接コンビュータに入力することが可能な P OS ターミナル

( ポイント ・オプ ・セール ・ターミナル) が、各種出そろ ってきた

ことも普及を早めた一因と推察される 。

また、ソフト的にもホテル、メーカ一、ソフト会社で開発が進み、

通常的なホテルのルーチンワークであれば、メーカー側でアプリケ

ーションパッケージとして提供できるようになってきた 。

つぎにホテル業務にコンビュータシステムが導入されて以来、現

在のホテルトータルシステムと言われるようになるまでの経過を年

代目IJ にみることにしよう 。

昭和46年 京王プラザホテルにコンビュータ導入

高輪プリンスホテルにコンビュータ導入

昭和47年 第一ホテルリザベーションセンターの稼動 ( 第一ホテ

ルチェーンの予約管理)

銀座第一ホテル電話マルチサービスシステムと結合

(1屯話料金自動登録)

昭和48年 大阪ロイヤルホテル' 屯話7 ) レチサービスシステム稼切J

( 当時圏内最大)

法華クラブ広島庖ホロタグによる入力システム稼動

( 予約、会計、問い合わせ、パ ッチ)

昭和49年 ホテルニューオータニ大規模トータルシステム稼動

( 予約、会計、問い合わせ、パ ッチ、屯話料金自動登

録、客室管理、モーニングコール)

プリンスホテルチェーンの予約システム稼動 ( ノ〈 ッチ

処理を含む)

昭和50年 ホテルオークラ大規模トータルシステム稼動

京王プラザホテル大規模トータルシステム稼動

新都ホテルトータルシステム稼動



第 1 :褒 都市ホテルと観光地旅館のコンビュ ータ導入実態アンケー ト ( 昭和5 1年実施)

コンビュータ処理項目 O印 現在実施中 A 印 。将来子定・希望

宿 宴 チ電
冷蔵イン

自願 0 7  

間別，綴t  三旦l  
代理庖里上仕人九E  

在I管理4理価管原
上統計売高ニA  メユl  

F  

護

泊会 エ路

空ニl 審報管

M ロ

ホテル旅館名 コンビュ 導入時的 導入機種の
子*'1干約

7y  度数

I売上自;1l7〆方l  理発送管報ン日ト

タ 投資金額 メーカー名
管管 ア自

理理 ウ動 ン理 .  B  

導入年月

型 式 名 ト登n  
動興計ンンヨ

グ
報日上開

間

分析析分C  

精算
コ

( 客室数) 日

干約

( 収容人只 )

導入方法 月1111佐賀 記 憶 容 量 業 サ J レ 報

務 日

ピ 報

ス

綿布ホテル

ホテJ レニューオータニ

4買( 9年部取り5ー月りス) l!i  B，300万円
A富C 士 通

2，050室 3，752名 F ACM230- 18  0. -: ;  
。。

0 10 0  
。。

0.-: ;  0. -: ;  ιι .-:;.-:; 。。
. -: ;0 

380万円 128 K  B  

ロイヤルホテノレ
47年取10月

す3セ1U02三04ンKド&歪チN8問 辺ニCL。9H リ町6-KZ  B  
1，600li! 2，印日名 買 。} 。。。 。

.-:; 1. -: ;0 0. -: ;  0 10.-: ;  0.-: ;  
。。ι

レンタ J レ 400万円

京，王05プ7室ラザホテル 46年取6 月 63，520万円

N  高1E6日0ヘ本言KC13電語B620K 拭0 E R  - 30 s  

I. 057lil. 2 ∞o名 J l  l& 1) 。。。 。
0 10 0  

。。。 。。 。。 。。。
レンタノレ 600方向

名古屋7室国際ホル，3を2テ含5名ノむレ
49年9 月

テF" A高4C78O、，士MKさ 2vB3ク0通1-nlES g  

I. ∞ l  。。 。 。。。 。。。
難ワシントンホテ

レンタ J レ 150万同

ホテルパ:..-7i ッ7名東京
4計6年算委7 託月

T 0 5東B A C- $芝臥JO .-:;.-:; .-:;.-:; 1， 954室I . 脚

( 親会社) 125万円 192附

ι  .-:;.-:; A  
。。 。。 。。 。。 。。 。。

1，ホテルオークラ 48年9 月 日本 I B M

925室 1，817名 450万円
IB{M 2台S) / 3- 10  

。。 。。 。。。
. -: ;0 

。。
ι ι  

。。。
レン 7 1レ 48KB  

ホテルプラザ 49年9 月 5，000万 円
日B本MI  I剃

575室 895名 I  BM- 5/ 3- 10 
。 。。。。 .-:;.-:; L¥I '-:; 凸 .-:;.-:; A  ι ι  

レンタ J レ 300万問 4 8 K B  

名古屋都ホテノレ 49年6 月 5，000万阿

400箆 569名
レンタ lレ 250万円

ユニパッ7 11 lO 。。 。
0 1 .-: ;0 0. -: ;  。ι ιι 0.-: ;  0. -: ;  '-:;L¥ 

ホテ J レニューハカタ 50年II 月
120万円

( 富士通) 。
A  

。
353室 471名

計算委託 18万円

( F A C OM ι  

センチュリーローヤル
48年5 月 沖O K f E 気 。。 。 。。 。

ホテル I TA C  - 43οo 

340室 622名 口取り 24 K  

ホテルナゴヤキャ ッスル
51年1 月 185万円 協 士 通

A  ι  。
0 1 0 0  

。。。
F ACOM2 3 0・15

254室 370名

リース 46万円 8 K B  

小官ステ ンヨンホテル
50年12月 120万円

日A本C 電 気 。。 。。。。
OL¥ '-:;L¥ 。.-:;.-:; 0.-: ;  

182室 217名
NE A C - M4 1  n  

リース 93万阿 32 K  

※ 1  本社( 札帆) へ町導入のため、現場町日常業務は処理していなも」

観光地旅館 家 2 給料は計算委託

速鉄ホテルグループ
47年7 月 2，000万円

O K仲l T8A屯KC W -43th0t 0  

i  。
298室 1. 384名 A  

。
0.-: ;  

。。
A  

。
A  

買取り 13万円 暗筑ドラム 131KW

仙古リゾ トホテル 50年4 月 8. 500万円
K沖I 電気 。。 。

A  
。。o。0.-: ;  L¥'-:; 

。
4  ι ι  

グリーングリーン OK1T AC- 4おO

208室 1. 040名 買取り 4 万四 3 2 K W 

滋 l

50年l 月 280万円 日 立
ホテル鹿町場

HI T AC- 8150 4  A  A  A  
。 。

197室 736名
レンタ J レ 44万円 2 4 K B 

| 草津ナウいトホテル

49年4 月 7，700万円

デF"kィL2中4品K旬t8  d - 15  

。。 。 。。 。。。
170室 7∞名 ' } ース

ィU42y00タ2 Yf11

布 ＮｉＮＡｾ グラ ンドホテノレ
51年3 月 937万円

日本 N C R

N  C  R  399 
。 。 。 。ι

155室 650名
n 取リ

24 K  B  

矢 田 座名

48年7 月 。 。 。 。
137室 650

計算委託 16方向

館山1寺15ロ室イヤJ レホテル
4計8算年4  月

関車ルームマスター
.-:;.-:; 。

A  '-:;L¥ .-:;.-:; 4  A  

0.-: ;  

委託 車

ω o名
リース 25万円 Iレームマスター

2  

水 上 館名

48年4 月 日 本 無 線

。。 。 。 。
A  0. -: ;  J AC- 120- lO '-:;1'-:;'-:; 

lO7室 600

リース 22万阿 3 K W  

¥li"!グランドホテル6誼0の0名描

48年3 月 間干aパロース

。
ι o  

。
A  

。。
A  

105室
リース 16万問 L - 4∞0. 768W 

西村昼時崎グラノドホテル 50年lO月 三 洋 電 機
0.-: ;  A  。。。 。

98室 500名

ス
12万円 7 ロンタ J レ

{ 呆側最グランドホテル
il'ii干L41-『バロース

ム
。

A  .-:;.-:; 。 L¥I'-:;'-:; ム 4  0.-: ;  
85室 480名 リース 16万円 4∞o  

ホ テ ル 天 坊名

51年4 月 ω 0 - 700 

日本 lli:気
万同 。

01. - : ; 0 
。

0.-: ;  ιι 
。.-:;.-:; 0.-: ;  

76室 424

口取り
N  E  A  C  100 

笹 昼 ホ テ ル
49年lO月 600万円

K沖I 電 気
。 。

OK I T AC'4300 

75室 350名
買取り 3 万円 12 K W 

l U 5船5室ホ テ ル

49年4 月 200万円 日 本 無 線

。
. - : ; 10 A  

。。
J A C- 120- lO 

。。
A  '-:;L¥ 

280名

' ) ース 8 K  

昭和 5 1年 大阪第一ホテ ル トータル シス テ

ム稼動 ( 宴会シス テム を含む)

博多全日空ホテ ル トータル シス

テム稼動

昭和52年 都 イ ン 東 京 ト ー タ ル ンス テム稼

動

昭和53年 成田日航ホテ ル、 新 橋 第 一 ホ テ

ル、ホテルサンルート東京 、 品

川プリ ンス ホテ ル 、博多ニ ュー

オータニなど各ホテルのトータ

ルシステム 稼 動

なお、上記データについては、筆者の手も

とにある 納入実績表の中か ら、一 定規 模 以 上

のものを 抽出したものであり、これ以外の 実

績があるかも知れないが、こ の 点 は ご容 赦 願

いたい 。

3. 現状システムの概要

昭和 5 1年 以 降 の ア ン ケ ー ト 調 査 資 料 が 入 手

できないので、最近のホテルにおけるコンビ

ュータシステムの普及 率 は わ か ら な い が 、 新

設ホテルについては、基本プランの段階から

ほとんどのものが、コンビュータシステム導

入を前提として計画がなされていると思われ

る。

導 入 初 期 の コ ン ビ ュ ー タ は 規 模 の 大小 に か

か わ ら ず 、 チ ニ ッ ク ア ウ ト 業 務 を 主 体 に し た

ビリ ングマシ ン的使用法であ ったが、その 後

L  S  1 の 普 及 で 記憶容量の飛躍的増大にとも

なって、マイクロコンピュータを内 J歳したフ

ロントマシンが 出現し、フロ ン ト会計 、 各 種

目報、統計資料などは単能機として製作され

るようになり、コンビュータの使用法として

はトータルシステムが主流を占めるように な

った。

現 在各 ホ テ ル で 導 入 さ れ ている ホテルトー

タルシステムの一般的な例として 第 1 図 を示

す。 第 l 図はホテルコ ンピュータを主t本とし

て 、 電 話 交 換 機 、 ル ー ム イ ン ジ ケ ー 夕 、 防 災

防 犯 設 備 な ど が 接 続 さ れ て い る が 、 大 き く 分

けてコンビュータ処理業務システムと、ホテ

ル電話シス テ ム と 、 安 全 システ ムと から 構 成

されている。

(1)コ ン ビュータ処理システム

フロント処理業務ではその利用方法から リ

アルタイムシステム( 即時処理) と、パッチ

システム( 一括 処 理) の二つに分けて考え る

ことができる 。

A  リアルタイムシステム リア ル タ イ ム シ

ステムは発生した入力情報の処理、予約業務、

フ ロ ン ト会計業務、会計事務サポートの 問 い

合 わ せ 、 ルームステータス管理など を 目的と

したシステムで、つぎのようなサブシステム
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容 室

コンビュ ータ

システム

' ‘ ，，:/ タ コ電ヲ "匙

( 予約四 )  

イョ，フ方メ γ ヨ / 1

(長官賠)

また、宿泊客が客室内で備え付けの冷蔵庫

( P  0  S ターミナルの一種) から、飲料食な

どを 取り出 し利用 したときも、自動的にルー

ムナンパ、品目などの情報がコンビュータに

入力されるンステムもある。

チェ y クアウトは宿泊客よりルームキーを

受け取った H寺点で、ルームナンパをキーボー

ドプリンタより入力すると、宿泊客口座の明

細、合計額がタイプアウトされ宿泊ビルが発

行される 。 また、支払いが売掛になる 場合は、

売掛コードを指定し、その項 を入力する。

B. パッチシステム パ ッチシステムはリア

ルタイムシステムで発生した情報をもとにし

て、各種目報、統計資料の作成など、パ ック

ホテル電結 γ ステム イン空 - 7 エース フ ロ ントコンビュー責処理業務 γ ステム

オフィス業務を対象にしたもので、ホテル経

営戦略上の資料となるものであるが、その内

コントローラ γ ステム

第 1 図ホテルトータルシステム概念図

カずある 。

(a )予来守サブシステム

顧客からの予約問い合わせに対して応答するもので、 ZE室管理と

予約内容管理、およびそれらに関する問い合わせなどの一連の業務

を処理する 。

エージェン トまたは 顧客自身からの予約問い合わせに対し て、予

約係は C R T デ ィスプ レイ装置に指定日 のさを室数を 映し出し、 直ち

に応答することができる。受付は予約カードに 顧客のチェックイン

予定日、氏名、宿泊日数、客室タイプなどを記入し、 C R T 附属の

キーボードからこれらの情報を登録する。また、予約答の登録ずみ

データは そのままチェックイン時にフ ロント会計 口座に移行され、

自動チ ェ ックイン 処理がおこなわれる 。 また 、予約、変更、解約に

対応し、統計資料の抽出をおこないながら、通常 1 年間程度の空室

管理をおこな っている 。

(b)フロントサブシステム

フロントで取り 扱 うチェックインからインフォメーションなどの

処理 を取り 扱い、 あらゆる顧客情報 をシステムにインプ ッ トする 。

チェ ックインに対しては、予約登録ずみの顧客の場合、レジスト

レーションカードに記入してもらい C R T 附属のキーボードに予

約ナンバー( または名前) を入力し確認する 。予約客が確認されれ

ばルームキーを渡し、コンビュータに追加データをキーインし、チ

ェ ックイン登録をおこないフロント会計口座を開設する 。同時にル

ームインジケータはチェ ックイン表示に変わる 。

ウオークインの客に対しては、 C R T ディスプレイ装置に当日の

空室状 況 を映し出 し、 EE室があればレジス トレ ーションカードに記

入してもらい同上処理をおこなう 。チェ ックイン登録と 同時にイン

フォメーションファイルも開設され、宿泊客に対して外部から問い

合わせがあったときに 、姓名 をキーインすれば C R T デ ィスプレイ

に、その顧客に関する入力データをすべて表示することができる 。

また、ルームごとの会計情報も確認することができる 。

(c)フロント会計サブシステム

フロントまたは、レストラン、ノ〈一、コーヒーショ ップなどで発

生する各種会計データを管理するものである 。

ホテル内のレストラン、パ一、コーヒーショ ップなどで宿泊客の

チ ッツが発生するごとに、 P O S ターミナルを通して口座コード、

金額 、支払方法、人数などを コンビュータに入力する 。 P O S ター

ミナルではディスプレイに宿泊客のルームナンパ、名前などが表示

され、宿泊客であることが確認できる 。
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容についてはホテルの経営方式により異なるので、ごく一部につい

てのみ紹介する 。

(a)部 門別集計表 ( ナイトオウディターズレポート )

当日 、ホテ ル内の各部門で発生した売上を部門別 に集計するもの

で、苦11門別 の総括的な収益を確認するためのものである 。

(b)宿泊者名兼未収金一覧表 ( バランスチェ ックリスト)

各室ことのチェックインから、当日までの差引残高料金を出力す

るもので、現在までの請求額の把握ができ、個 人、団体のビルファ

イルの情報をもとに作成される 。

(c )宿泊者一覧表 ( レジデンスレポート )

顧客別のレジストレーション情報をタイプア勺卜するもので、宏

別の顧客様認ができる 。

(d)室タイプ日1] 予約残室数 ( リザベーションレポート )

当日からの予約残室数を管理するもので、 日付、 室タイプ別に指

定した日数分の残室数、予約率などをタイプアウトするものである 。

(e )部門別売上表

各部門における飲食料、サービス料、税金などの項目別に売上を

示し、現金や掛売別の売上が確認できる資料である 。

(f )料理飲食等消費税一 覧表

当 日の課税対象部門における税金の発生金額を把握するためのも

のである 。

(g) 売掛管理表

一般掛売に関する各売掛コード 別の管理をおこなうためのもので、

当 日の発生鎖、入金額、残高をコード 別にタイプアウトする 。

(h)売掛請求書

設定された 日付単位で、それまでに掛売りされた金額を請求書に、

売掛コード別にタイプアウトする 。

(2)  ホテル電話システム

ホテルにおける電話の役割は、宿泊客に対して単に通信機関とし

ての屯話を提供するだけでなく、さまざまな機能をもたせ、またホ

テル側も従業員の省力化を目的とし、スピーディなサービスをでき

る限り、低下をきたさないよう省力化されたところに特徴がある 。

従前のホテルでは電話交換システムは独立したものであ ったが

今ではホテルトータルシステムとしてフロントのホストコンビュー

タと結合し、ルームインジケー夕、放送設備などと有機的に結合さ

れ、取り扱いも容易なシステムとして設置されるようにな ってきた 。

クロスパー交換機とフロントのホストコンビュータとの結合は、

現状システムでは 1 F  C  ( インターフェイスコント ローラ) を介し



ている 。 1 F  C はミニコンビュータまたはマイクロコンビュータで

構成され、電話7 ルチサービス用コンビュータとも言われる 。電子

交換機であれはこの I F C を介さず直接ド ッキングが可能であるが、

現状のホテルにはまだこの例はないようである 。 ( 建設中のホテル

に一例 )

ホテル電話の付1) [ 1 機能はホテルの規模、性格、運営方式によ って

選定する必要カ、あるが、これまでホテルにおいて採用されている付 .

加機能としては、下記のものをあげることができる 。

・ホテルナンバーグループ

- 答サービス回線呼び出しおよび不在時転送

. 客室番号表示

- ノ、ウスホン

トーキーサービス

・ホテルページング

- ポケ y トベルページンク

. 客室への着信接続制限

Ｎ ｋ 方式度数 ｪ 支ｾＢ￬Ｚ装置

・モーニングコール装置

. ルームステータス

・客室電話発信クラス切替

. メッセージ表示

各付加機能について説明すると紙面の都合もあるので、ここでは

ホテルトータルシステムとして連動する機能についてのみ述べるこ

とにする 。

A. 通話料金自動登算管理 ホテルトータルシステムでは在来の内

線度数計方式の欠点はすべて解決され、国際電話についても日本電

信電話公社の電子交換局 ( 0 E X ) に接続していれば K OOを経由

して、自動即時通話も電話料金の自動登算も 可能で・ある 。客室内線

から自動発信された通話情報はすべて処理され、フロントのホスト

コンビュータに通話料金f青報として入力される 。チェ ックアウト時

には宿泊客の他の↑ 育報とともに、電話料金はシステム内で自動的に

計算され、宿泊ビルにタイプアウトされる 。

特徴としては通話明細( 日時、通話時間、相手先番号、料金) が

タイプアウトでき、長時間通話や、通話終了後の受話器かけ忘れな

どの状態を交換室へ笹報、タイプアウトすることができる 。 また、

昼夜間料金、正月料金の切り替え、国際通話の休日料金、曜日、 H寺

間帯 などの切り替えもおこなうことができる 。

B. ルームステータス管理 ルームステータス管理にフロントのホ

ストコンビュータを結合させると、入手による処理が少なくなり省

力化される 。ルームインジケータは C R T ディスプレイ表示も可能

であるが、一般にはルームインジケータを設置することが多い。

コンビュータ 1ft1J でチェ ックイン処理をおこなえは I F C でチェ

y クイン情報を受け、ルームインジケータをチェ ックイン表示に変

える 。 キャ ッシャーがコンビュータ端末機の操作でチェ ックアウト

処理をすれば、チェ ックアウト表示( 清掃指示) に変える 。 フロア

ステーションまたは管理事務室で、宿泊客のチェックアウトをルー

ムインジケータに表示し、メイドに清掃を指示する 。 メイドが清掃

完了の時点で、客室の電話機で特定番号をダイヤルすれば、 1 F  C  

で清掃完了情報として受け、ルームインジケータに販売可能で-ある

旨表示する 。

本システムの特徴としては、すべてのルームステータス情報をタ

イプアウトできることと、チェ ックイン、チエ ンクアウトの情報は

すべてコンビュータより受けるので、人為的なミスは起こり難いこ

とである 。

c. 客室電話発信クラス自動切替 この機能は前述のルームステー

タス管理に連動するもので、フロントでのチェックイン処理によっ

て客室電話機の発信クラスを、自動的に特甲クラ ス( 市内外へのダ

イヤル発信可) に切り替える 。 また、チェ ックアウト処理がキャッ

シャーでおこなわれると自動的に( たとえば) 乙 クラス( 館内のみ

発信可能) に切り替えるものである 。

D. モーニングコール 全自動式のモーニングコールの場合は 、宿

泊客自身で電話機のダイヤル操作をおこないセットすることができ

るが、ホテルトータルシステムの場合はさらに融通性に富み、客室

内線、業務内線、中継台のいずれからでもセ ットできる 。 また、団

体客の場合でも団体のコード番号と、親番号をセ ットすることによ

り、すべての子部屋にセットが完了する 。

モーニングコールの指定時刻に、客室電話機のベルが鳴っても宿

泊客が受話機を取り上げないときや、宿泊客が通話中の場合は、交

換室のタイプライタにタイプアウトするとともに、笹報表示される。

また、モーニングコールの一覧表、モーニングコールの笑行、 不笑

行、不応答の状態についてはすべてタイプアウトできるので確実な

管理ができる 。

会

以上ホテルの内部情報の処理機能と、ホテル電話の特殊機能を組

み合わせた、いわゆるホテルトータルシステムについて具体的に述

べてきたが、最近の傾向として防災、防犯に関する機能をも組み入

れようとする傾向がある 。 しかしながら、防災設備に関しては消防

法的に要求される設備のほかに、自主設備を設けた上でンステムに

組み入れる必要があり、ソフト的にも開発の余地が多〈、今後に残

された問題である 。

ホテル客室l坊4巴については、プライパシーの{ 呆持と微妙な関係に

あって、防犯設備そのものの考え方がまとめ難し、 。事務室関係、展

示室関係 、非常扉関係の防犯センサーは電気接点式のほか、電子式、

光電式、静電式など、各種の方式が開発されており、技術的には比

較的容易にトータルシステムに組み込み得るようになってきた 。

4.  ホテル情報システムの将来の展望

ホテルの情報処理システムは以上述べてきたごとく、フロントの

宿泊客に対する請求事務の合理化と、スピーディに処理する一手段

として導入され始め、会計事務、経営情報としての統計的会計諸表

の作成に進んだ。さらに答室のステータス管理、予約業務、電話の

諸機能が包含されるようになって、ホテルトータルシステムと呼ば

れるようになった。

一方 、コ ンビュータ業界の進歩発展は目さましく、 1951年に回路

素子に真空管を、記憶素子に磁気 ドラム を用いた商用コ ンビュータ

が発売され、一般にこの時代をコンビュータの第一世代と 呼んでい

る。 1958年には真空管はトランジスタに、磁気ドラムは磁気 コア に

置き換えられ、第二世代を開いた 。 さらに 1965年には、トランジス

タに代わ り 1 C  ( 集積 回路 ) が採用され、 i寅j草速度が飛躍的に速く

なり第三世代に入ったが、現代では L S  1  ( :大規模集積回路) が回

路素子および記憶素子にごく普通に用いられ、記憶、容量も飛躍的に

増大した 。

これに伴って周辺機総の進歩も、電子産業界の革命的とも言うべ

き技術革新に支えられて、目を見張るばかりの飛躍を遂げている。

来たるべき 1980年代のシステムは F S  ( フューチャーシステム)

とも、第四世代とも言われて大きな期待が寄せられている 。

入出力装置の工夫と、コンビュータランゲージのバッケージ化、
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ファンクションキーと図形言語の開発 、パターン認識( 膨大な記憶

容量を要する) の技術開発によって、在来システムの取り扱い者に

要求された専門知識は不要となり、不特定取り扱い者( 非専門家)

が気軽く、自由に 、便利 な業務アシスタントとしてシステムを 利用

できるようになるだろう。

また、電話交換機は当初の A 型、 H 型と呼ばれるステ ップパイス

テ y フ・の電磁的メカニカル機織のものから、クロスパー交換機に移

行し、メカニカル機構を大幅に減 らし信頼性と多用性 を増大させた。

しかしいずれもコンビュータと直接の結合は難しく、 I F  C  ( イン

ターフェースコントローラ) と呼ばれるマイクロコンビュータを組

み込んだ、一穫のカ ップリング( 結合) 機器を介して一体のシステ

ムとして扱っている 。やがては電子交換機の導入によって直接の結

合が可能になると思われる 。

電子交換機は、わが国においては 1000回線以下のものでは割高感

がぬぐえないが、アメリカ、ヨーロ ッパにおいては比較的小容量の

P B X についても相当普及しており、屯子交換機の全盛期と 言われ

ている 。 クロスパー交換機に比べて据え付け面積は泌程度ですみ、

量産によるコストダウンが大いに期待される 。

ちなみに昭和53年度の日本の電子機器生産額は 5 兆 5 千億円に達

し、このうち民生用電子機器 2 兆 2 千億円、産業用電子機器 1 兆 6

千億円、半導体、 I  C を含む電子部品は 1 兆 6 千 5 百億円にのぼり、

産業用電子機器のうち半分以上の 8 千 8 百億円がコンビュータおよ

び関連装置で占めている 。

このように考えてみると、現在のトータルシステムと呼は、れてい

るコンビュータ管理システムは、緒についたばかりのほんの初歩的

システムのように思える 。

近い将来において実現するであろう諸機能を思いつくまま列挙し

てみょっ 。

(1)  電話の交換機能の組み入れ

(2) 現状の交換機付加機能の I F  C を介さない組み入れ

(3) 空調、衛生 、電気設備の制御

(4) 防災、避難誘導( 火災、地震、綴乱)

(5) 各種案内、アナウンスマシンの11，11御

(6) 売底、レストランの原価官: 翠II

(7) 駐車場の呼び出し、料金請求官- 理

(8) 貸会議場、展示場、結婚式場などの運用管理

(9) 宿泊者外の来客 ( 人数、目的、宿泊者への訪問 ) 統計

(10) 防犯警備体制との結合

もちろんこのほかにも種々のアプリケーションが用意されること

と思うが、ホテル規模の大小にかかわらず、マイクロコンビュー夕、

ミニコンビュー夕、大型コンビュータあるいは、それらを組み合わ

せたシステムが不可欠なものになるであろうことは容易に想像で

るσ〉で? ある 。

5. むすび

前にも述べたごとく、 1960年代か ら- 1' . t して成長を続けてきたホ

テル業界にも、最近のホテル建設ブームによ って ようやく需給バラ

ンスに微妙な変化が現れ、空室率の増加のきざしが見え始めてきた。

最近のアンケートから各社の推定した積み上げによると、 1980年

までの答室地設の規模は全国ベースで16，840室、成図空港開設に伴

う実質問業数 を含めれば 21 ，200室に達する見込みで、その数は 75年

現在のホテル客室総数の39%にあたる 。

また、日本長期信用銀行の* 展望。によると、登録ホテルを除〈
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ビジネスホテルの昭和46年 - 51年の増加客室数は 9，050室であり、

昭和51年 - 55年までの年間平均 3，000室の増と考えると昭和55年に

は38%増となり、登録ホテルを含めた増加 を 5，000隻とみた場合は

46%の増となる。需要予測をもとに需給バランスを見ると、登録ホ

テルで 300室、ビジネスホテルを含めて 6，000室以上の供給過剰に

なるそうである。

月干IJ [ " ホテル旅館」によると、すでに 地方都市のいくつかで、ホ

テルl隣国時代。の様相が出始め、盛岡市、高松市、長崎市、新潟市、

金沢市などの顧客争奪戦の激化が報じられている 。競争激化 に伴っ

て各ホテルとも、施設の改装と改善並びに、企業体質の合理化 によ

るコストダウンを計り、マーケテイングの展開によって顧客ニーズ

への対応と、掘り起こしに懸命になり、営業的系列化、業務提携か

ら一歩進めてフランチャイズ命11の導入が積極化している。たとえば

第一ホテルでは在来の直営方式、管理方式によるチェン庖( 現在12

庖) 展開をおこな ってきたが、新たにフランチャイズ方式で 中級都

市ホテル、イン。の全国締l作りに釆り出し、第一ホテルシステムを

自11設している。その他サ ンルー トホテル、 J A  L 、 A N A 、ワシン

トンホテル ( 藤田観光) シス テムなどがフランチャイズ方式による

系列化を推進している 。

このような情勢下にあって企業戦略上、情報処理システムとして

の、コンビュータの諸機能をフルに活用した真の意味での、ホテル

トータルシステム。の笑現は急務なのである 。

およそ現代7 ーケテイング ( 経営管理論) は、情報収集活動、す

なわちマーケティングリサーチに始まり 、プロタクトプラ ンニング

を立て、セールスプ ロモー ションを起こすことである。顧客ニーズ

の発見と、開発の充足を通して需要を創造してゆくために 最も重要

なことは、情報量の多さ、正確さと、迅速な統計処理、である 。

しかるに従来のホホテルトータルシステム H は主として、自ホテ

ル内で発生する諸情報( エージエント情報も含む) のみを集めて整

理、分類、処理する役目が与えられている 。もちろん一企業で考え

たときは上記の機能で十分重要な役割l を果たしていると思う。

しかしながら今後の課題は、フランチャイズ方式、管: 理委託方式

などによる全国ネ ッ ト ( チェン! 苫) の展開に伴 って、チェン企業問

あるいはいくつかのフランチャイジーのタ イム シェアリング使用( 共

同使用 ) を 目的とした、大規模コンビュータの導入を考えてゆくこ

とである。大型コンビュータの機能を上手に使うことができ、入出

力装置の簡便化と操作性の向上が計れたとすれば、本当の 、ホテル

トータルシステム。の笑現もｾＨではなくなるであろう 。

多数のホテル内発生の諮問報を系統的に分類し、各種の社会情報

( 内外の観光情報、国際競技、芸能、学会、国際会議など) 、経済情

報と組み合わせて、統計的ロジ ックを組み立て短期、長期の需要予

定! とその予測に基づく 適確な販売活動資料、経営マネージメント( 就

業体制、セールスツールの創造など) 指針の提供なども容易におこ

なしイ与るはずである。

以上、ホテル情報処理の諸問題について種々提起したつもりであ

るが、浅学非オと日常業務に追われっ放しの身、読みづらい点が多

々あると思うがお許しを乞う。
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- ホテル建築 と情報 シス テムの導入 1 . 一 一オーナーから

都 ホ テ ル の 情 報 シ ス テ ム 導 入

辻井 勝三郎

- 情 報 シ ス テ ム導 入 までの経 緯

80有余年の伝統ある都ホテルは、京都市東山の山麓に位置し、毎

年、世界各国の元首をはじめ、多数の国公賓をお迎えするわが国有

数の格調あるホテルで、構内 4 万 8 千平方米の敷地に答室 480室、

大小宴会場15室、レストラン等欽食施設 9 ヵ所、水泳プール 4 面、

日本庭園等の施設を有している 。 また、直営ホテルとして奈良ホテ

ルおよび問別館を経営し、姉妹ホテルとして京都駅八条口の新都ホ

テルの経営に当た っている 。都ホテルはまた圏内に 13、海外に 2 、

計 15のホテルで様成する近鉄 ・都ホテルチェーンの中核をなすホテ

ルである 。

都ホテルの業務の機械化に 一画期をなしたのは、昭和36年の新館

増築の際に導入されたフロント会計機であるが、爾来そのまま推移

し、機器の老朽化のため更新の時期にきていた 。 このために、まず

既存の機器の更新のみにとどめるか、あるいはこの機会に、より高

度な機械化= コンビュータ化を推進すべきかについて検討すべ〈、

昭和53年春、社内に「コンピュータ導入検討委員会」を 設置した 。

問委員会では、新都ホテルで50年 3 月の開業H寺から稼働している

後述の " UNI VAC 1110" をセンターマシン ( 近畿日本鉄道設置 ) と

する宿泊営業、食堂会計、電話自動登算の各オンラインシステムの

実績を参考にして、約 6 ヵ月間にわたり業務の効率化、省力化、サ

ービスの質的向上、販売促進のための正硲迅速な情報の収集、チェ

ーンホテル、エージェント、キャリア等旅行関連業者との連携によ

る旅客誘致の機動化をはじめ、長期的には低成長経済下におけるホ

テル企業の戦略の変化、一層激化するであろう向業他社との競争等

の諸状況をも考慮、に入れて、コンビュータ導入のメリ ッ トとデメリ

ットを多角的に検討した。

その結果、得られた結論は、つぎのとおりである 。

1 . コ ンピュータ化は、投資効率においてもホテル企業の将来の展

望においても、ぜひ必要である 。

2 ， コンビュータ 化の規模は、 「新者11ホテルシステム J を基準とし

て考える 。( 一般的に部分的な機械化ほど 、効率が惑いと考えら

れる 。)

3 ， コンビュータ化は、省力化を主 IIRとせず、サービスの質的向上

に結びつけるよう努力する 。

この結論にそ って、つぎの決定がなされた 。

第一に、大型コンビュータ共同利用によるオンラインシステムの

是非については、新都ホテルでの 4 年聞の実績からホテルは端末装

置のみを保有し、通信回線で結ぼれた近鉄本社のコンビュータ ( U

- 1110) を利用 することにより、

1 ，大型コンビュータの優れだ性能を将来にわたり最大限に 利用で

きる 。

2 ，同業種企業または 同種業務 で、できるだけ共通プログラムを 使

用することにより開発コストの{ g ; 減がはかれる 。

3 ， コンビュータ 内 ( U - lll O) での異システム間結合が容易であ

る。

4 ，ホテル側に特別仕様のコンビュータ 室 を設ける必要がないため

導入経費が節減で、きる 。

などの利点を評価して、近鉄本社電t1室設笹の U - 1110共同利用の

オンライ ンシステム導入を決定した。

第二に、ホテルは人的サービスが最も重要視される業種であり、

とくに都ホテルでは長年培われたきめ細かなサーヒスにより今日の

名声を得ているのであるから、コンピ ュー タの導入によ ってサービ

スが均一化されたり、質的に低下することのないよう、接客につい

ての細やかな情報も、できるだけソフト函で盛り込むこととする 。

この前提にたち、サービ ス要員を極力事務的後方業務か ら解放し 、

本来の接客サービスに専念させることに主眼をおいた 。 また、ホテ

ルの宿泊営業業務のなかでは、深夜業務 ( 売上集計等各帳表の作成、

宿泊客に対する翌朝精算業務の準備、翌日のルームコントロール)

の比重が非常に高〈、肉体的にも精神的にも大きな負担とな ってい

るため、これら の業務の機械化によ って 深夜事務労働Jの大幅な削減

'をはかることとした 。

以上の経緯により都ホテルではコンビュータの導入を決定し 、昭

和53年 12月 1 日より稼働した 。

圃 シ ス テ ム の構 成

回線および端末機の構成図は 図 1 のとおりである。端末機20台を

2 回線に分けている のは 、回線上の通信 速 度 ( 1，200 B P S  ) によ

る制約を緩和するためと、回線、センター ・'コンビュー夕、ホテル

・ターミナルコントローラーのトラブルによる支障を最少限にする

ためである 。

. システムの導 入範 囲

者11ホテルが導入したコンビュータによる業務の範囲は、つぎのと

おりである 。

(  1  )宿泊営業システム ( 予約からチェ ック アウトまでの一口処理シ

ステム)

(イ) 予約 ・残室照会、( ロ) 問い合わせ ・検索、十す室割当て、同チェ ック

イン、同室料関係料金計上、付チェ y クアウト、清算登録、( ト) リス

ト

( II ) P O S システム

(  III ) 電話関連システム

( イ) 電話料自動登算、わ) 清掃完了登録、付モーニ ングコールサー ビス

組襲 と祉企 / 1979勾 6 月号 27 



システム構成図

近幾 日本鉄道株式会社

電子計算機室
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子計算機組織

株式会社都ホテル

1 ) 名前による問い合わせ

( 既設) ( 予約室) (フ ロントカウンタ ー)( フロント事務室)

名前のみインプッ トす る

と当 日の、名前と日付をイ

ンプ ッ トすると該当日の、

名前と任意の期間( 最大31

日間 ) を インプ ッ トす ると

その期間の、該当予約の予

約番号と内容および現在の

状態( 予約 中、滞在中 、出

立済、本日到着予定で未到

着 、本 日出立予定で未出立、

全解約等) を表示する。姓

名または姓のみインプ ッ ト

された場合は同姓名または

同姓の該当者全部を表示し、

また類似姓名( 例 ・ヨシダ

とヨシイ) についても 問い

合わせが可能としている 。

事除テ)L凋ファイ) L-

T C  

0- 1080 

2) 室番による 問い合わせ

(フ ロン ト) (キヤ ツソヤー)
現在の状況だけにとどま

らず 、当日チェ ックアウト

消み客の予約番号、出立時

哀IJ を表示する 。 もちろん、

同室の 当日未チェ ック イン

予約者の予約番号をも表示

ターミナルコントローラ ー D- S

. シ ス テ ム の 概 要

(  1  ) 宿泊営業システム

(の 予約・残室照会 ホテルが客室予約を受ける場合、当日から向

こう 2 年間ほどの予約状況を正硲に把握して予約の諾否を則座に返

答する 必要がある。この予約業務の管理こそコンビュータが最も威

力を発揮する分野の一つである 。 キイを押すだけでカラー ・ディス

プレイに希望室タイプの残数を表示、もし希望室のない場合は代案

提供できる室タイプ別残室数を表示する 。受けつけた予約には必ず

「予約番号」が付されて、以後、チェ ックアウトまて¥この番号が

重要なキイとなる。予約の付常項目として支払方法、請求先、到着

予定時間、顧客コー ド、国籍( 囲内は都道府県別 ) コード、 V 1  P  

デー夕、食事デー夕、室割当て条件等20項目を登録する 。

予約に際して顧客 の希望は多種多様なので、当ホテルでは和、洋

室、階別、 方角別等で45のタイプに分けてコンビュータに登録され

ている。また、予約期間は京都の リゾート的な性格に鑑み、 2 ヵ年

間とされた 。一予約単位での処理可能最大限は、室タイプ 4 タイプ

まで、室数 100室まで、泊数31泊まで、宿泊者名 250名までとした 。

予約の変更、解約はいつでも 可能であるが、重要な付帯項目 ( た

とえば室数、泊数、支払方法等) の変更および全解約については、

トラブル防止のため前データを保存して、いつ、どの係貝が、どの

端末から操作したか? を追跡可能にしている 。

残室照会は当 日か ら2 年以内の任意の日から最大 日数31日間の室

タイプ別残室数を表示するファンクションである 。この! 照会にも指

定室タイプ別 、料金別、曜日指定による室タイプ lll J残室数等、いろ

いろな角度からの 照会を 可能にしている 。

(同 問い合わせ・検索 問い合わせはホテル業務のなかで非常に重

要なサービスの一つであ り、 当ホテルでもセンタ - U11 l Oの機能を

最大限に駆使した部分である 。

問い合わせ、 検索には大別して、 つぎのものがある。

28 

Po S  TE R  M 1  N  A  L  550 

813 A カラーデ ィスプ レイ

オキタイ パ ＭＸＰＰＰｾ ー ミナル

する 。

3 ) 予約番号による問い合わせ

内容の表示は名前による表示と同様で宿泊者名、現在状態、到着

年月日、泊数、 室タイプ( 室番 ) 、申込者名等を表示する 。

4 ) 年月日による問い合わせ

宿泊の日付と申込先のみ半lJ っており、宿泊者名が不明の場合に用

いる問い合わせでいある 。

5 ) 予約の状態による検索

該当指定 日における、 @ 団体予約 、@ V I P予約、。食事イ寸 きの

予約 、@ z 泊以上の予約 、@ 2 室以上の予約 、θ 室番指定予約、 ①

一部室書IJ i斉予約 、⑤自動室*IJ 禁止予約等、合計32項目について検索

し、該当予約醤号を表示する 。

6 ) 室の状態による検索

ホテルの各省: 室についてはいつの時点でも現在の状態を常に把握

する必要があり、空室、在室中、チェ ック アウト室、チェ y クイン

予定室、故障室等の室数および室番の表示がある。

なお 、問 い合わせ - 検索の業務で、たとえば上記 1 )  - 4  ) の表

示をする場合、現症状態のうち解約、チェックアウト消みは赤色、

滞在中は賞色、本日到着予定、予約中は銚色等、係長に文字だけで

なくカラーディスプレイの特色を生かして色別によ っても判定でき

るようにな っている 。

料 室割当て ホテルでは原則とし て予約H寺点で室番は決めず、通

常は到着予定日の当日朝かあるいはその前日に室寄IJ 当てがなされる 。

これをコ ンピュータでは各種ノ マラメーターを設定の上、つぎの要領

で ｾ ￭Ａｩ ｬｊ 当てを行う 。

1 ) 一斉自動室割当て

一室一泊の予約を l除き 1 回のイ ンプ y トで該当 日の全予約を一斉

に室害IJ てするものである 。

プログラム ロジックを例示すれば、q ) 2 室以上の予約はできるだ



け同じ階て¥かつ近接した室、@ 室タイプが不足すれば自動的に上

位タイプを割当てる( 室料は予約時の室料を適用する) 、のできる

だけ清掃完了室を割当てる、( 3 2 人部屋を 3 - 4 人で使用する予約

については、できるだけ現在同じ使用状態の室を割当てる、@ でき

るだけ各室の使用回数を均等にする、 ε} 修理中などてオ変用不能客室

は、自動的に割当てできない、等である 。 また、団体予約などで事

前に特定の階数または建物のブロ ックを指定して、予約単位の自動

室割当てをすることもできる 。

2 ) 手動室割当て

入手で室割当てした結果を登録する方法て" ， V  1  P 等に対する特

定室の苦手l当てなどに使用される 。割当てした室番が、泊数分使用可

能か? 予約と異なる室タイプの室番を劉当てした場合、その室タイ

プが使用可能か? 等をコンビュータでチェ ックし、不都合なときは、

答告メッセージが出 る。

3 ) 到着即時室割当て

一室一泊の予約等、未室割予約については、チェ ックインのファ

ンクションのなかで、チェ ックイン可能の室を探し、i 1 l IJ 当てる 。室

割結果において、予約と異なるタイプの釜を割当てたときは、予約

台張の内容は、泊数分だけ自動的に修正される 。

国 チェックイン すでに予約時にゆl制が登録されているので、名

前、予約番号、室番 ( 室害IJ 当1斉の場合 ) の いずれかをキーにして簡

単にチェ ックインできる 。団体客の場合は、予約番号一つで全室チ

エ y クインが可能で‘ ある 。予約のない客が直嬢フロン卜にきて宿泊

の申し出がある場合、ウオークインというフ ァンクションで予約、

室割当て、チェ ックインの三つの機能を同時処理する 。当ホテルに

滞在中に、途中で客室を変更される場合は、ルームチェンジのファ

ンクションにより旧室番の勘定明和11すべてを、新室番に自動的に移

し替える 。

附 室 料 関 係 料 金 計 上 従来、フロント音11門の夜勤業務において最

大の負担とな っていた料金計上および同集計を 1 回のインプ y トで

現在滞在中の全客室に対して 室料、サービス料、税金を自動計算し

て一斉に各室に計上される 。料金の計上に| 努し、本人支払いは本人

の勘定書に、団体の場合は一括勘定舎に、勘定書の分害IJ を必要とす

る場合は別勘定書にと、それぞれ支払コードに基づき自動的に分離

計上される 。

(ベ チェックアウト 清算登録 チェ ックアウト 11寺の勘定書は、部屋

番号をインプ ッ トすることによ って数秒で発行される 。料金計上で

分割計上された別勘定書等も支払区分に応じて同時に発行される 。

また、団体の同行室の勘定舎を 一斉に発行することも可能である 。

発行したどルはその日のうちに清算登録を必要とする 。清算の種別

には、現金、売掛、振替の 3 種類がある 。現金精t ' ) : は現金有高と勘

定残高が照合され、売掛キ15i 算分は諮求のため後方事務に回付される 。

振替とは、 - s . 発行した勘定舎を滞在中の他室番の勘定に付け替え

る場合である 。

(ト) リスト リストは大別して 3 極郊に分類される 。

l ) 営業報告用のリスト

フロン卜日報、同月報、営業日計表、売上比較表、売上仕訳日計

表、割引値引明細リスト、予約日報、エージェント別送答笑紡表、

等

2 ) 作業用のチェ ックリスト

予約状況リスト、空室情報リスト、 室割当リスト、 室害IJ対象予約

リスト、残室照会リスト、団体予約リスト、滞在答リスト、清掃リ

スト、清算明細リスト、等

3  ) 夜間コンビュータ停止H寺間荷 ( 24 :  00 - 5  :  00) の問い合わせ

チェ ックインおよびチェ ックアウト用のリスト

未チェックイン予約 リスト 、宿泊者リスト、 出立予定者リスト、

宿泊客勘定残高リスト、等

( I I ) POS システム

P O S端 末機をホテル内のレストラン、パ一、 コー ヒーショップ

な ど、孟にフ ロント以外の売上発生部門に設置し 、チ ッ ト ( 伝票)

の発行 、清算登録 ( 現金売持卜の仕訳 ) 、金銭の管理、各磁売上の記録

お よび宿泊客の仰認などレストラン会計を主体としたシステムを 形

成している 。主なる機能として、

1  ) チ ッ トを印刷l発行する 。品名について日本人はカナ文字で、

外人 は英字でプ リントする 。

2  ) 品名コードと数量、人員のみのインプ y 卜で各品 目の金額と

税、サービス料の自動計算を行う 。

3  ) 宿泊客のサインによる客室への売掛は、 P OS か ら直接可 能

である 。 この場合、客室番号をインプ ッ トすれば、 その名前がパ ネ

ルティスプレイに表示され、サインと照合でき る。また 、この金額

はチェ ックアウトの際、ビルに自動計上 され る。

4  ) 豊富な売上管理デー タが自動作成さ れる 。 たとえば品 目別売

上表 、 P O S 時間帯別調査表等 。

(  1lI ) 電話関連システム

電話中継台室に設置した百 K 1  - 4300を使 って、 ホ電話料自動登

算: ペホ客室清掃完了登録。およびホモーニングコー J L/' ( 受け付け

と呼 び出し ) の 3 業務を行 っており、このうち、モーニングコー J l /'

は、センター U - 1110 とは無関係の業務である 。

(引 電話料自動登算 客室内から市内または市外電話を行うと、通

話帯域、通話度数を計算の上 、センターへ転送される 。 センターで

は該当室が在室 であれば通話料金を計上し、不在の場合は客室から

電話をかけた旨のメ ッセージをホテル1MIJ の指定端末へ送信する 。 ま

た、業務用電話の通話度数については、センターへ送信せず、 0 -

4300内にデータを蓄積し、任意に帳票に打ち出す。

(同 客室清掃完了登録 客室泊料係貝がii 刊11完了のチェ ック終了後、

その客室の電話機から、 一定の指定番号をダイヤルすることによ り、

情報はセンターへ送られ、当該客室 を治帰I斉みとして登録する 。 ま

た、客室事務室およびフロ ン トの端末から、各客室の清掃完了を登

録することも可能である 。

付 モーニング・コール 客室から 一定の指定番号と希望呼び出し

時刻 ( 4 桁 ) をダイヤルすると、ミニコン側から受け取 った旨の確

認音を発信電話機へ返し、コンソールプリンターへ室番と時刻l をプ

リン卜する 。翌朝コンビ ュータは、その時主IJ に受付室の電話ベルを

鳴らし、起床 l侍哀IJ であることをエンドレステープ (30秒間 ) で知ら

せる 。ベルが鳴 っても客が受話器主を取らなか った場合は、 中継台に

チャイムを H鳥らし、その旨をプリンターに表示するので、交換手が

手動でい11乎び出しを行うことになる 。

. おわりに

者11ホテルのシステム導入以来約 6 ヵ月を経た現在、新者11ホテルで

の主主験があ ったとはいえ、システムのハード面、ソフト面ともに順

調に推移している 。

導入を検討した際、大きな目的の一つに挙げたホテル本来のサー

ビス向上に寄与するよう、今後とも、運用商での検討 、改善を行う

と同時に、将来、各地の案内所や他システムとのオンライン化で一

層効率化をはかりたい。

( つ じい かっ さぶ ろう I(X f，ISホテ ノレ経理部課長 前也知: 機導入部課長 )
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. ホ テ ル 建 築 と 情 報 シ ス テ ム の 導 入 2 . 一一一オーナーから

ホ リ デ ィ イ ン 南 海 大 阪 を 語 る

植 田 康 一

大阪のミナミに都市ホテルを

大阪の道頓場川近く、御堂筋に面してホテル「ホリデ

ィイン南海大阪」が誕生し、オープンしてから 2 ヵ月余

りが過ぎた 。今、 5 階のフロントでは、チェ ックインす

る人、チェ ックア ウトする人が忙しく行き交う 。

南海難波駅の輸送力増強のため駅改良工事に着手した

南海電鉄は ， ターミナル周辺の一連の整備計画をも進め

ることとなり、 ミナミの復権を目ざしホテル事業に乗り

出した 。

* シティタイプのホテルを大阪のミナミに" 建設する

ため、昭和52年から土地採しが始ま った。たまたま土地

の持ち主である泉屋商庖と、土地の有効利用 をしようと

する伊藤忠商事建設部とから引き合いがあり、計画は具

体化してい った。

フランチャイズシステムに入る

当初、このホテルはアメリカのホテルシステムに加入

する予定はなかったが、ホリディインの窓口である同じ

く伊藤忠の東京のレジャー事業室から、ホリディインの

フランチャイズへの加入要請があり、ホテル事業にはじ

めて乗り出した南海電鉄の意向とも一致し、 1，700軒余

のホ リディイ ンのチェーンのーっとなったものである。

ホリディインとの業務提携により、ホリディインの本

社から運営 ・ホテルの建て方のノウハウの提供があり、

見返りに客室売上の 3 %を提供するという、このホリデ

ィインのフランチャイズシステムは，日本では 4 番めの

ものであり、世界ではオーストラリアと共産圏諸国を除

いては多〈見かけられるようにな った。

フランチャイズシステムのメリ ッ トは、世界どのチェ

ーンへ行って もサービス面が同じであること、客室は同

じ大きさの同一形式のものであることから、使いなれれ

ば非常に利用がしやすいことであろう 。開業 2 ヵ月余り

のホリディイン南海大阪にも海外ツアーからの引き合い

が多〈見られる 。

ホリディイン南海大阪の情報システム導 入

ホリディイン南海大阪では情報システムは、全世界の

ホリディイ ンをオンラインイじしたホリテペy クスという予

約システムとフロントのコ ンビュータシステ ムだけであ

り、営業サイドにしか使 っていない。基本的には、キャ

ッシャーとフロントとをそれぞれコンビュータで連動し、

情報システムがフロントに速やかに集中するよう考えて

いる。たとえばホテル客が、ホテルのその他の施設を利

用したと きにもその情報がフ ロン トに集中するようにな

っている。これはどこのホテルの情報システムとも変わ

30 

るものではない。

3 年前、ホテルシステム導入のため、沖電気、東芝電

気、日本電気、三洋電機などのシステムを見学したが、

ホテルシステム単独のものは見られず、医療システムな

ど別のシステムの転用が見受けられた中で、三洋電機だ

けが、ホテルシステムの単独開発に取り組んでいた 。ホ

テルとホテルシステムを手さぐりし模索するもの同士、

お互いの要求が一致し、目的を一つにしてしまえば、そ

の導入は少々高くついてもスムーズにい ったといえよう 。

ホテル単独システムであるため、操作は分かりやすか

った。これも導入の大きな動機となった 。 3 人ほどの経

験あるオペレーターと素人からなるフロ ン トでは、短期

間の講習で使いこなせるようにな って いる 。

さらに 利用範闘を拡げ、コ ンビュータシステムとフ ロ

ントシステムとを組み合わせていった。目立の電話自動

度数登算装置に 三洋の コンビュータホテルシステムを連

動させたものであり、メーカーの jJ1 うものを一つにまと

めあげたまれなケースであって、往々にしてうまくいか

ないものと 言われているが、スムーズに動いている。

また、システムとは言えないが、省エネルギーの観点

か ら客室単独空調を行い、フロ ン トで、客がチェ ックイ

ンすれば空調を O Nに、チェ ックアウトすれば O F F に

操作できるようにしている 。

オープン後 2 ヵ月たって …

建築工事は 23ヵ月と予定通りの工期で進捗し、オープ

ン4 目前には完成し、その後、設備面でも営業面でもす

べて順調に稼動し、収益面ても予期以上のものがあった。

大阪のキタのロイヤルやプラザのようなシティタイプ

ホテルには、答室てすま 230室と追いつかないが、ビュー

ティフルでもワンダフルでもない、すべてが 、W E L L

なホテ )l ./' を経営のモ ットー にしている 。

ホテルオーナーとして望むこと

ホリティイン南海大阪は、土地が南北に長いため建物

も横長にな っており、その制約があ ってサービス動線が

必ずしも思い通りにはいかなか ったが、ホテル建築とし

ては今後は十分に考慮に入れたいことである 。サービス

部門を中心にもってきて、表まわりを周囲にもっていく

というふうに、オーナーとしてはサービス動線を計画し

ていきたいと考えている 。

また情報システムをパ ックショップにまで拡大してい

きたいと考える。

(う えだ こういち 臥ホリディイ ン南海管理部長 )

(本稿1; 1 : インタウ〉ーしてまとめたもので、文i ' i は編集部にあります。)

一一一ホリテ・ィ イン

南海大阪の情報シ .

ステムを含む設備

設計の特色につい

ては44頁参開ー一一



一一メ ー カーから

ホ テ ル シ ス テ ム の 機 械 化 と 今 後 の 取 り 組 み

- ホテルの情報システムの開発と変遷 1.

輝 郎

治 郎

馬 場

I  J、山

の単純化が取り入れられており、コンビュータコントロールを含め

たトータルシステムとしての機械化対象業務は少ない分野であるが、

ホテルのチェーン化や規模ヵ、大きくなるにつれ、予約や会計処理等

のサブシステムごとの導入が大いに期待される 。

・ 自動車旅行者利用簡易ホテル業界

マイカブームと国鉄等交通運賃の上昇に伴って、近距離旅行が活

発化し、この種ホテルの新築が目立って盛んであるが、機械化対象

は少なく、時間管理を要するなど他業界とは異質なシステムとなる。

. 結婚式場経営業界

ホテル経営の多角化に伴い、ホテル内結婚式場、宴会場の誘客は

盛んであるが、結婚式場を売り物とする専門業種も現れ、式場 ・写

は じ め に

ホテル ・旅館経営の中枢はフロントにある 。宿泊 ・飲食料金など

各部の売上はもちろん、経営の指標となるデータがすべてフロント

またはパ ックオフィスに集中しており、そのフロント業務の合理化

と計数化 を中心にシステムの開発が進められている 。

以下、ホテル情報システムの開発と変遷について記述していきたい。

ホテル業界を 5 分野に大} j IJ し、その動向を以下に概説する。

・ シティホテル業界

東京オリンピ ック、万博につづく、第三次

のホテル建設ブーム時代カ、到来し、しばらく

継続する気配であり、構造不況業、国鉄等異

業種からの新規参加も目立 っている 。 しかし

一面、ホテル建設ベースが需要の伸びを上回

っており、客室稼動率に低下の兆しが現れつ

つある 。

したがって、大者日市にイ立置するシティホテ

ル等では、その対策として、宴会場の催会場

化、趣味の会教室、レストラン ・売庖 ・テナ

ントの誘致と多角経営に移りつつあり、ます

ます処理業務の多様化 ・複雑化によ って、コ

ンビュータコントロールのトータルシステム

の導入が常識化されつつある 。

リゾートホテル ・旅館業界

オイルショ ック以来、消費者の節約ムード

は依然として続いている 。 さらに交通運賃の

上昇に伴い、圏内旅行ブームは影を潜め、近

距離小旅行と海外旅行に二分される傾向にあ

る。それを打開するため、増改築や設備更新

を行うとともに経営方針を変更するなど誘客

対策に力を入れている 。経営全般を管理でき、

しかも業務の計数化 ・省力化の推進を行い、

ホテルのイメージア ップを可能にするホテル

トータルシステムをすでに導入しているホテ

ルや旅館もあり、今後ますます機械化が推進

される業界である 。

・ ビジネスホテル業界

都市旅館から脱皮してビジネスホテルにな

るケース、新規参加するケースおよびホテル

チェーン庖の展開で増設されるなど、ますま

す、その建設が盛んである 。 ビジネスホテル

は元来、低価格がモ ッ トーであるため、徹底

的な業務の合理化、規格の統一化、サービス

ホ テ ル シ ス テ ム機 械化 を 対 象 と し た 業 界動 向
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表 - 2 現行機種と機械化対象業務

内 書

畑 中 大 型 ミ ニ コ ン ス モ ー ル フ ロ ン 卜 喜 一1¥集 務

捕 足 鋭 明

計 算 機 オ フ コ ン ビ ジ コ ン 会 計 機 ム 専 用 機

t主 <T 時 慣 能 結 大 時

予 約 予 約 畳 付 ( 6 ヵ月 ) 予約畳付 ( 6 " 月 - I  Ｑｊｾ 手Ｉ 桟宜菅理

1 - 2 週間町ルーム タイプ別蹟

予

宜

集者予約枠菅理

約

全員宿泊者と予約ルームNQの対 C it y  Hotel 要求

(応プ付レけレジス トレーション} 予約
C lt y  HOI CI 要求

ソ

客町内容入力

ス

エイジヱント予約 ON- L i ne シ 宜通公社etc ｾヱイ γｺ ント社どの

ステムと回連 結 O N - Li ne i t  

テ

自社テェーノ眉間の予約 O N - Li ne化

1. 

予約楠索 訂正 予 約横索訂正

予 約量錫内容の取り 消 L C ity lI ote l 要求

予約管 理者による 賎室岡 艶 Ci t y lI ole l 要求

予 約 通 宜 ( 集者予約枠返宣)

予約 樟索訂正による自 動返宣

顧 客量録 子情量録

( 予備量鋒 )  

チェンクイノ量銀事務町骨敵化

予偏 量緑町極集訂正 予噛萱録的措梁訂正

予備 量 録 リストの発行 予備量録リス トの尭行 到居予定者リスト由尭行

チ ' x ';J クイン量鎌{ 予 約書) チェ ックイン量録 { 予約書) c  { ，作集問問棄化のた的予定者リ

顧

"  ( WA L K - in 客} "  ( I VAL K 客) スト ｎ｡ ｾ利用した ｃ Ｏ ，量 U: ClC

団 体 チ %''/ クイン畳錆 ( 予約客客))  団体チ X ' ;J クイン萱錯{ 予約客)

"  ( WA L K - in If ( WA L K 客 }

客

顧客量録的構梁訂正 顧 客量録的横索訂正

ルームチェンジ ルームチェンジ

団体客の自 動ルーム軍司η 当t

) ルーム割 η 当て白檀械 化

金

全員客の予約ルーム地 割り当て

伝 票量録 伝票量錫 事務宜 フ ロ y ト 伝票萱録 恵務 室 フ ロ ノ ト

肘

ｾ 唐 レス トラン 売庖 レスト ラン

各階サービスステーション 岳措サービスステーション

伝 票横 索訂正しと ｉ ｾ 各 部門Ｉ 伝 票植禦訂正{ 上記各部門)

y  

S T A Y  命的途中精 算' " 一 部入金

伝 慕γ ャーナルデータ白保管 ハ y クアップ岨能追加

ス ビル構軍 現在宿泊中客四倍状態チェ ック

テ 自動量算
電話使用料金 電話使用料金

冷蔵 庫使用料金 冷蔵庫使用料金

売庫 レストラン. ，c 掛売 ( ECR) 売庖ーレストラン. ，c 掛売 ( E CR) E  C  R の採用

ム ビル尭行 チヱ ツク ア ウ ト ピ ル 個 人 ピ ル チ ェ ッ ク ア ウ ト ピ ル 個 人 ビ ル

団体現ピル 団体続ビル

団悼の明細ビル 団体的明細ビル 団体客向 R∞m No. 別に個人別直加

仮ビル 恒ピル

付込ビル R∞f iーから R∞mへの付け込み

オ - / { - フロービル 日山 ファイル目指定した領埴金オ

ーバーしにとき尭行

再尭行ピル 再尭行ビル

連泊ビル 連泊者について昨掴令毎日尭行して

担える

ウイークリービル 畳湖滞在者に討して尭行

" ランスビル 掛金が一定 額以上に信ったとき発行

一 郎 Pai d ピル 途中桐算時に尭行

部門別企肘

部門別売上量録 i部 門 別 回 全 附H 追加するため

システム 認(門上別記売に上つ横い禁て訂宮正自動宣算 )

顧客情報 顧客情 帽横 車 顧客情報横軍 レジス トレーション楠聾

名前によるルーム楠梁 名前によるルーム横索

館 宿泊客滞在情報回顧客姓名 に よる 当日 C ，予定者、宿泊中. 当日 C / O

内 情禁 済事情報

情 団体リスト横梁 団体リスト植索

-世
宜事時間違輔 宜事時間連絡

ン'
. 1 ''1 セージサービスシステム

ス

テ 客 宜情報 客室利用状況植索 客宜"J 用状況横索 ルームマ ップUi s要pl 求' Y 賓示

1. ルームインジケータによる各主主夫 Ci ty  lI otel etc 

況把捜

自火 幅一斉 通報

ファイル処理 ファイルコピーと累計ファイル計算 ファイルコピーと累計 7 7 イル計算

作費処理 ファイルセ y トと干情量録転送 ファイルセ y トと予備量削 送

{ レポート以下僻嗣に示す) ( レポート以下詳細に示す)

販売日報 販売日報

悦日計費 悦目針褒

宴主唱売よげ日曜 宴書唱売上げ日報

品構 軍1) 売上げ袈 品橿 別売上げ褒

イ 予約畳付状況リスト 予約畳付状，見リスト

-" 
月別干約実績褒 月 ｾｉＩ 予約実 績 表

ラ 集 者 ｾ ｉｊ 予約実 績 褒 業者別予約実繍褒

イ 予約桟宜状，兄リスト 予約寝室状況リスト

-" 
官 軍 所 ｾｉＩ 予約翼 掴 費 宮機所別予約実績表

間 軍内先耳目入込袈 車内先別入込褒

連 寮者買1) 入 込褒 集者別入込費

，、
県別入込褒 県 ｾ ｉＩ 入込 褒

， 料金別入込褒 料金別入込喪

テ
クーボ J 明絹日 輯

l 菅理項目的追加

ソ 禾担金明細日報( 宮繰越禾担金明

ス 細日報)

T  
入場税明錨

ム 宜別売上日報 宜別売上回 線

) パ y クア y プ用

ルームチェ ック リス ト ルームチェックリ スト

C  / ; 予定者リス ト

宿泊者リスト

No  - Show  Li sl 

国箱別利用人員表

D E P O切 高 額 ピ ル リ ス ト

部門 ｾ ｉＩ 亮 よげ日報 部門主計広大

金額 ジャーナルダンプリスト パック ア ップ強化

パックア ップ その他ユーテ ィリティ

経 理事務担理システム {一般書肘) ホテルトータルシステム中で仕訳量

録集務を進める

v  
人事給料計算 y ステム

そ 在庫菅理 γ ステム( 宮フードコントロールンステム )

σ3 

他 館内売喝の P O S " ステム( レストラふヘテナント令宮崎る )

鉱

大 顧客管理 γ ステム( 全員制菅理も宮む)

ソ

ス ON- L i ne 予約システム

テ

ム 館内自主融送システム { ビデオ披送‘ 音声加送、宝通関係 )

結 婚 式 場 管 理 シ ス テ ム ( 借金唱 も宮じ)

ゴルフ唱システム

駐車喝管理 y ステム
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33 



真 ・披露宴 ・引物 ・貸衣装を含めたサービスの合理化を機械化する

要求が高まりつつある。

ホテル・旅館業界の悩みと活路

ホテル ・旅館システムの開発需要を左右する業界の悩みをまとめ

てみると、

(1)  ホテル ・旅館の販売商品は建物設備によるサービス提供であり、

固定資産比率が高い。

(2) 土地、建物に多額の資金が必要で、借入金による投資が多〈、

金利負担で財務比率が悪い。

(3) 賃金が上昇し、人件費ウエイトが大きく、さらに入手不足、人

材確保が難しい。 また福利厚生、労働条件の改善が従業員より求め

られている 。

(4) 宿泊産業の多様化、他産業からの進出が盛んで、過当競争の様

相を一部で呈し始めている。

(1) - ( 4) η 悩みを乗り切るため、経営体質の強化、積極的な設備投資

と営業活動が必要で、これらの問題解決の一助となるホテルシステ

ムのコンビュータ化カf 必須とな ってきた 。

なお、 表一 1 、図一 1 に開発初期時のホテルシステムのソフトウ

エア体系と機能関連図を示しておいたので参照されたい。

ホテルトータルシステム構成図と機械化対象業務の変遷

リゾートホテル・旅館のフロント会計を中心としたシステムから

大型シティホテルシステムに機能を拡張したとき、どのような業務

が、サービスが、機械化の対象とな って追加されていくかを表ー 2

に、またリゾートホテルシステムより各種ホテルシステムへの展開

を図ー 2 に示す。

つぎに各業務について、概説しよう 。

予約システムについて

予約期間として 6 ヵ月間の残室状況を把握しながら、当日受け付

けた予約内容と各日ごとの予想、売上高、利用人員等を集計するため、

予約受付、予約検索訂正からなるサブシステムがあるが、さらに、

主要業者との予約

枠、シティホテル

におけるプレレジ

ストレション、エ

イジェント予約 O

N 一 L i ne との連

結、予約台帳の廃

止等に対処する機

能が必要である 。

しかしいずれに

しても、オーバフ'

ッキングの問題に

ついては、十分シ

ステムに配慮、しな

ければならない。

( 図ー 3 )  

顧客会計システム

について
図 - 3 予約システム処理フ ロー

(1) 顧客登録・前日に予定宿泊者の予備登録を行い、チェックイン

時の登録事務の合理化 を狙ったものであるが、予約受付時に予約内

容を登録するシステムにすれば、予備登録は不用となる 。一般的に

顧客の予約取り消しが多〈、どちらが得策か一概に言えない。
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シティホテル、リゾートホテル ・旅館では、宿泊予定者の関連部

門への事前通知として、到着予定リストの発行は重要で、ある 。 また

シティホテル等客室の多いシステムでは、前記予定者リスト No. によ

る検索を行い、チェ ックイン作業のスピード化を計っている 。

会員客の予約ルームNoへの割付、団体客の自動割付等、シティホ

テルでは、部屋割付の合理化も大きな課題である 。( 図- 4 、図- 5)  

(2) 伝票登録: 従来のエアーシュータに よるなど、パ ックオフィス

に原始伝票を集めて伝票登録を進める方法に変え、データ発生部門

で電子端末機器によるデマンド処理を進めるなどのシステムが多〈

チェ y クイン・前日

チェ y クイン当日

図 - 4 予備登録処理フ ロー

チェック イン

図- 5 願主登録処理フ ロー



見られる。

さらに宿泊者掛金額に対するチェックを加える方法、システムダ

ウン時の回復スピードを高めるためのジャーナルデータの保管等、

システム機能を汎用コンビュータ会計システムレベルまで要求する

ヰーザも増加し てきている。( 図 - 6  )  

(3) 自動登算 : 電話使用料金および客室設置冷蔵庫飲料料金回収は、

チェックアウト時度数計およびパントリ係よりの伝票内容をディス

プレイ端末より入力する方式でも運用できるが、 回収精度および顧

長;

グ

ロ

ノ

サ

ニ

ヒ

堂

イ

一

宜

ダ

コ

和

何

回

客へのサービス時間を考えると、自動登算にすべきである 。

また売底、レストラン等掛売りも伝票処理で可能であるが、現金

売りと掛売りの品種別集計可能な、自動登ｾ式の ｅｃｒ が採用され

るケースが多くなってきた 。

この E C Rについては、公給領収書印の印字機能、サービス料加

算および飲料税判定機能を持つ端末であること、またシティホテル

では掛売り者に対して伝票上にサインを求め、その伝票をインサー

タに挿入し、諸項目を入力し得る機能が必要である 。 ( 図 - 6 )  

(4) ビル発行. ビル様式は、支払いを伴うピル、仮発行ビル、チェ

ックのためのピルと大別される 。

シティホテルでは、さらに、団体客の個人に対する請求を考慮、し

たルームナンパ個人別明細ビル、長期滞在者に対するウイクリービ

ル、掛売金額が一定額以上にな ったとき発行するバランスビル等サ

ービスとチェ ック機能を持ったビル発行が要求される 。 ( 図 - 7)

部門別会計システムについて.

ホテル・旅館経営をフロント会計中心として捉えたシステムから、

チ ェーノク アウ ト

図 - 7 ピル発行処理フロー

宴会場催し ・売庖 ・レストラン ・サロン・洋酒パー ・テナント等多

角経営が要請され、その結果として、部門における現金売り・掛売

り集計と管理が必要となり、データ発生部門に E C R等の端末を設

置して直接入力したり、パ ックオフィスでディスプレイより入力し

て、部門別会計まで機能を拡大するシステムが多くな ってきている。

館内情報システムについて

(1)  顧客情報: 外部よりの問い合わせに対する応答スピードア ップ

および館内サービスの向上を計るため、顧客情報検索、名前による

ルーム検索、団体リスト検索を具備したシステムが最低必要である。

さらにリゾートホテル・旅館においては、パントリと調理室との

食事時刻連絡のための機能も必要である 。

シティホテルでは、顧客の C / u時間等、顧客滞在情報サービス

まで可予っている所もある 。 ( 図 - 8 )  

(2) 客室情報 : 客室の利用状況をルームマ ップ ・ディスプレイ表示

によって把握するシステムが標準的であるが、シティホテルでは、

し 一 一 一 一 一 」

図 - 8 館内情報処理フロー

:;1 '1 セ- y S W

キーラ y ク丘〆 y セ - y組み込み

ＨｾＺｾダワ刈のハ，クァ，プ ｴ
テ ν キ入力 J  

注) 図 - 8 のディスプレイ画而によるルームマ y プで可能であるが インジケータボード

の利用を 示す.

図 - 9 客室情報周 インジケータ
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停電時またはシステムダウン時のサポートおよび 利用状況一覧を希

望して、ルームインジケータ表示方式を採用している。

さらに予備登録~チェックアウド操作により、自動的に客室利用

状況を処理する機能も追加されてきている 。( 図 - 8 、図 - 9 )  

インライン関連パ ッチシステムについて

上記各サブシステムのソースデータを作表処理することによ って、

営業関係の日報、予約関係の日報、パックアップ用主別売上日報等

が得られ、ホテル ・旅館運営の問滑化を進めることができる 。

さらに顧客へのサービスのスピードアップを計る顧客情報リスト、

利用客の支払いを管理する D E P O切れ高額ビルリスト、予約管理!

のためのNO- Show リストとシステムダウン対策として、金額を

伴うジャーナルデータ保管とジ ャーナルダンプ リスト作成等の機能

も必要である。また管理業務を進めるための諸統計資料も追加され

てきた。

このように作表処理が増加するに従 って、プ リンタ一端末のスピ

ード化が要求され、それにつれて設備投資は地'大する。したがって

資料の活用効果と投資のバラ ンスが保たれるように十分な検討がな

され、レポート量が決定される。

その他、拡張システムについて

ホテル情報システムの開発対象は、利用客の経営規模、形態によ

って異なってくる ことはすでに述べた通りであるが、会計業務の正

確 ・迅速化と従業員の省力 化による宿泊客へのホテルサービス の向

上、そして各種経営管理情報を積極的な経営活動に展開するために、

ぜひとも予約業務 ・顧客会計業務 ・館内イ ンフ ォメーショ ン業務 ・

各種資料作成業務をホテルトータルシス テムに含むべきであろう 。

さらにその他、拡張システムとして、

・経理事務( 一般会計) 処理システム

. 人事給料計算システム

- 在庫管理システム( 含フードコントロール)

・館内売場の P O S システム ( 含レストラン)

・顧客管理システム ( 含会員制 )

.  0  N  - L ine予約システム

- 館内自主放送システム ( ビデオ放送、音声波送等 )

・結婚式場管理システム ( 含催会場)

- ゴルフ場システム

- 駐車場管理システム

等がある。システム開発ツールとしては、汎用コンビュー夕、ミニ

コンビュー夕、マイクロコ ンビュータがあり、ーシステ ムに包含し

得るサブシステムはその機種やグレードによっておのおの異なって

くる。

7 イクロコ ンビュー夕 、ミニコ ンビュータを 利用したシステムで

は、旅館を対象とした50室システム、ホテル旅館を対象とした 100

室、 200- 300室、 300- ＵＰＰ ｾ システム、シティホ テル ＵＰＰ 室シ

ステムと、対象を限定した開発が進められている。

またプライスパーフォマンスの高い大型コンビュータを対象とし

たシステムでは、チェーン庖で経営するシティホテル1000室以上の

多岐な業務処理も 可能なシステム の開発も進められている 。

ホ テ ル シ ス テ ム の 今 後 の 展 開

ホテル業界は広範で、そ の経営規模、営業内容が多種多様であり、

さらに機械化対象ニーズもユーザによって呉なっている。一方、メ

ーカが開発した現行使用機種は、

(1) フロント会計機レベル( 機械式)

(2) フロント会計機レベル( 電子式)
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(3) ビリングマシンレベル

(4) スモールビジネスコンビュータレベル

(5) オフィスコンビュータレベル

(6) ミニコンレベル

(7) 汎用中型 ・大型コンビュータレベル

と分類できる。( 表 2  )  

処理能力としては、機械化対象業務範囲、そのサービス内容 、処

理最大客室数、ビル発行速度と応答時間測定等によって評価が可能

である。今後のホテルシステムとして全体を見ると、ソフトウエア、

ハー ドウエアの両面から考えて 大きく二つの方向に展開されるこ

とが予想される。

その一つは、単独経営ホテル ・旅館、小 ・中規模ホテルチェーン

向きシステムに対する取り組みである 。 これらのホテル ・旅館は、

おのおの独自の経営ノウハウがあり、また業務内谷も異なっており、

システムとしては固有のシステムとならざるを得ないし、今後もそ

の傾向は変わらないであろっ。ただその場合、コストパーフォーマ

ンスが問題とな ってくる。とくに近年 L S  1 の採用によって、ハー

ドウエアについては能力、およびコストパーフォ - 7 ンスともに進

歩しているが、問題はソフトウエアである。こういったシステムに

対しては、各ホテルごとに共通する業務のソフトウエアのパッケー

ジ化を計り、また、メーカーサイドよりの積極的な参画による業務

の共通化、改善化の推進を計ることによってホテル ・旅館業界をリ

ードしてゆく姿勢が、システムを展開してゆく上での課題であろう。

他方では、全国規模レベルの大型ホテルチェーンに対する取り組

みである。業界の特質から、同一チェーン 内でもホテルごとに単独

システムが設備され、システムのメーカーも異なっており、ソフト

ウエアも各メーカーごとに異なる 。 こういったホテルについては、

ユーザー思考からすれば、やはり業務処理の推進、およびコストパ

ーフォーマンスを考えると全国ネットワーク化の検討がなされるべ

きであろう。また、今後の方向としても、そのような方向に展開さ

れていくと恩われる。このようなチェーンホテルにおいては 、同一

チェー ン内のシステムのソフト、ハードともに パッケージ化は比較

的容易であり、ユーザー主導型のシス テムとなり、メーカーとして

は、他社システムと容易に結合できるインタフェイスの開発、すな

わちソフトおよび

ハードの国際化が

課題となろう。

以上、ホテル対

象業務を中心に、

その機械化の過程

を紹介するととも

に、今後の取り組

みについて若干の

考察を行ってみた。

今後、さらにユーザーのご意見を反映して、さらに機能を追加向

上させていく必要があるものと考える 。皆さま方の一層のご指導、

ご鞭縫を、お願い申し上げます。

おわりに

(A)ホテ J レ・ 旅館 (8 )ホテル ・旅館

異

質

な

業

務

寸

」

∞o

o

c

 

( ば ば て る お 絵 下 電 器 産 業 K K ' " ステム附室可

こやま じろう 同 C P U 技術担当日1I 参事



- ホテルの情報システムの 開発 と変選 2 ，一一メーカ ーか ら

警 備 の 現 状 と ホ テ ル の 防 犯

佐 取 朗

は じ め に この常駐箸備も当初は人のみでやられていたが、設近は機械化可

日本における 筈備は苦から自分の城は自分で諮る 、いや自分の城

は自分で議らざるを得なかったのかも知れないが、古くから、日本

の社会では、会社の安全、生命や財産は自ら諮ってきた 。国土自身

が四方を海に固まれ外敵から諮られる形となっており、なおかつ

笹察力による治安状態が比較的安定していた 。 しかし近年になって

海外との交流、経済の高度化等により主主備の必要性が非常に増して

きたのが現状といえよう 。

1  ， 自 社 警 備 と 委 託 警 備

現代における答備には、大別すれば自 らのビルなどを自社の守 衛、

社員の宿日直によ って 行う自社答備と笹1iill 専門会社 ( 笹備保障会社 )

に委託して行う委託笹備の 2 種類がある 。

従来は自社箸備で警備が行われてきた 。 しかし、現代の技術革新

は企業経営の革新をせま ってきた。管制ti も例外でなく、とくに浸性

的な入手不足状況がこれに拍車をかけ、さらに人件費の高騰により

企業にとって見すごすことのできない問題となってきた 。 こうした

なかで、社員の宿日直による箸制IJ では人間の注意力も限界があり、

臨備ミスによるロスは企業が近代化すればするほど目だつよ うにな

ってきた。 このような背景に委託答1ml への社会 的ニーズがめばえ、

臨備会干上が成長し現在に至 って いる 。

経営の合理化、その他危険負担の軽減等の観点から委託告書備を採

用する企業が士首えはじめ、現在では答申imといえば委託笹備が常識化

してきている 。

警備は本来の生産性とは直接結びっくものではないが、ないがし

ろにできず、結びつけるためには生産部門と分離し、専門会社に委

託することにより付帯業務から解放され、生産業務に専念できると

いった合理性が委託笹備の本質であろう 。主寄付5を委託する{ 目J j にとっ

ては 、経費的コストもさることながら、完全なる保障体制による安

全コストがより重要な要求である。

また、笹備会社自身も、人質的入手不足、人件費の高騰、より確

かな笹俄提供を行うため、急速に機械化の方向に進んできている。

人聞の注Xt 力には限界があるが、人間の判断力の多様性、変化に対

応できる能力と機械の確 j支の高い 能力を組み合わせたマン ・7 シン

・システムが、これからの警備にな ってきて いる 。

2  ， 警 備 の 種 類

2  ， 1  常駐警備 常駐箸備は瞥1iiff 保障会社より契約先 ( 箸備物件 )

にガード 7 ンを派iti するもので、各企業等の保安係、または守衛員

による自社笹備にと って かわるものである 。線本 的に異なることは

「責任笹備j である点である 。 自社主年備員による場合は事故や 、行1

失があった場合、その笹備貝の社会的処分はともかく損害の負担は

会社が負わなければならないが、委託笹備の場合は、著書備ミスによ

る事故は望書備保障会社が完全に責任を取る 。

常駐警備の業務としては出入管破 、保安望書備、防犯、防火がおも

なものとなり、デパート、ホテル、大工場、ビル、地下街などが対

象となっている 。

能な音11分に機械の導入が行われ、最少の人民でより効率よく、石在実

に望書備する法がとりいれられてきている。

2  ， 2  巡回警備 巡回警備は常駐告書備が契約先に常駐して警戒す

るのに対し、 - 1政に 2 - 5 回対象物件を不定期に巡回チェ ック して

いく方式で、答申ini効果上 100% とはいえないが統計的にそれに近い

結果がでている 。 この方式は機械が導入されるまでの主 i疏告書備方法

であったが、最近ではこの巡回答備が機械による機械笹備システム

に移行している 。 また機械箸備に移行したものでも 一部この巡固有

備を併用されて実施されているものがある 。学校、銀行等がこれに

よるもので、契約先が帰 った後で巡回者が巡回し、戸締まり、タバ

コのしまつなどを点検し、事故要因を少なくし機械による箸備を実

施する方法がとられている 。契約先の最終退場者がこれらの点検を

完全に行えば必要のないことでもある。

2  ， 3  特殊警備 博覧会、国際見本市、展示会、即売会など臨時

の催し物の会場笹備、人員監理、また国宝ほか重要な財宝の主主備、

現金護送、さらにはコンビナートの消防箸備、原子力発電所の笹備

などがある 。

例として東京オリンピ y クの笹備、万国博箸備、札幌オリンピ ッ

ク警備、成田空港箸備などがある 。

2  ， 4  機械警備 常駐笹似iではガードマンを契約先に派 ii2するの

に対し、機械警備では警備機器を契約先に設置するもので、さまざ

まなコンタクト( 笹報感知器) を契約先のビル、事務所の侵入行為

の行われやすい所

に設置する 。 この

コンタクトの感知

した情報は笹報発

信機を経由、電電

公社の専用線を通

じコントロールセ

ンターに送られる。

コントロー/ レセン 中央コントロールセンター

ターには契約先の望書備データがあり、その情報とデータを巡 回車に

無線で連絡し、現場に急行し対処するマン ・マシン ・システムである。

先にあげた常駐笹備、巡回答備は侵入行為等が起こらないよう現場

を巡回し予防行為を行うと同時に抑止効果をねらっているが、機械箸

備の場合は発生した情報によって速やかに対処する効果的なシステ

ムである 。しかし 、コンタクトの設置位置が悪か った り、機器が不

作動であ ったり、対処する者がいなか ったり、対処方法が悪かった

中央コントロールセンタ ー

第 1 図 機械警備 ( S p アラーム) 方式のシステム
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りすれば完全に機能しなくなってしまう 。答申出会社としては委託さ

れた物件の安全を確実に護ってこそ代償としての料金がもらえるの

であるから、設置機器の計画、設置機ift のメンテナンス、対処者の

確保、対処時間の確保、対処方法の教育が完全に行われている状態

でなければ資任が取れないことになる 。従来、機器販売会社が設置

した機総の場合、機器のメンテナンス体制がなかったり、対処を行

うものが硲定していないといったことから、完全な箸備状態維持が

できなか った。事年備会社が機械笹備を行うことは、それらの不備を

完全になくしたものとなっている 。 ただし、答備会社も全国で 1700

余社もあり、すべての警備会社が完全にそれらの条件を満たしてい

るとはいえないので、注意を要するといえる 。

3  . ホ テ ル の 警 備 の 現 状

ホテルの望書備を考えた場合、まず犯罪者、不審者を館内に入れな

いことが先決であるが、ホテルの機能として不特定多数の人物の出

入りが必然的であり 、サービス業としては っきりした出入規制によ

る笹備はできないのが現状である 。現在までの警備は自社警備、委

託警備とも、それぞれいろいろな手法が用いられ笑施されてきてい

る。 しかしながらこれがホテルの完全なる箸備システムであるとい

ったものはないのが現状である 。大手のホテルではドアボーイ、ポ

ータ一等を置くことによって客を案内させ、不幸存者に抑圧を与え、

かつ箸備員、またはガードマンをロビー内に巡視させ、犯罪者、不

毛存者への威嚇による抑止効果を与え対応している。 中小のホテルで

も人数は少ないが同様の方法がとられている 。 ビジネスホテルとな

った場合、大小の差はあるがとくに管制I i 只をロビー内に配置せず、

ロビーの構造がフロントカウンターから見渡せる範囲にな っており、

フロントの人聞が監視をしているかたちとな っている。いずれにし

てもロビーでの不審者のチェ ックはよほどでないかぎりできないの

が現状といえよう 。 外見的不審者をチェ y クしてみてもホテルの利

用者である場合があり、利用者に不快感を与えてしまうことになる 。

また、従業只の出入口、材料資材搬入口等が出入可能の場所とな

るが、これらについては完全な出入ｾｊＮｬＮ ｦｬ ｊ｜ Ｑ が行える場所であり、管制 ｩ￬

只によって行われているのが通常のようである 。その他、外部より

の出入可能な場所として非 ｾＱ［ 口があるが、通常錠のみである場合が

多〈、内部からは簡単に解錠可能なものである 。一部のホテルでは

非常口の開放感知を警備室で監視している。 いずれにしても館内に

入ってしまえば、すべてが錠による閉鎖区画の構成となっており、

故意の犯罪者には無防備に近いといえよう 。 このため警備員が不定

期に巡回し施錠個所のチェ ック、不審者の発見、不審物の発見、消

火設備等の点検を行い、犯罪の抑止を計 っている。

ホテル内で客室が防犯上重要な部分となるが、現在までの客室の

防犯対策はやはりキーを使う錠による規制が行われており、大手の

ホテルにおいては外国人容:の信頼性の問題等から、外国の有名メー

カのホテル錠が使用されていたが、最近の建物では国産のホテル錠

も使用されてきている 。 ビジネスホテルにおいてはホテル錠を使用

しないで通常建物で使用しているものと同じものを使用していると

ころもある 。錠による規制であるがために、複製キーによったり、

ピンによったりで入室され盗難事故に結びついているようである 。

ホテルではキーが紛失した場合その客室のシリングーを交換し対策

を行い、かつ定期的にシリンダー交換を行い、複製キーによる事故

を防止する対策を取 っているようである 。圏内ではそれらの事故は

欧米に比べて少ないといえる 。

ホテルに fjf '設されたショピング街に ついても開庖中はとくに問題

ないが、| 羽応中通路を答備員が不定期iに巡回し、不審者の発見、地
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錠確認を行っている所が大半のようである 。一部では機械笹備を実

施しており、異常が発生したら緊急対処される体制lをと っている 。

現状をながながと述べさせてもら ったが、現時点では、人的笹備

( 常駐警備) によるものが大半といえる 。

4  . ホ テ ル の 防 犯 の 将 来

先にも述べたが不審者等をホテル内に入れないことが先決となる

が、これの実現性は近い将来ではないのではなかろうか。入口の部

分で笹備員の威嚇による抑止効果を期待し 、入ってしま った者は内

音11でチェ ックされるよう考えねばならない。 フロントカウンターで

の 1. T .  V . による録画記録をすることによって犯罪が発生した場

合に利用でき、カメラが設遣されていることによる犯罪抑止効果を

上げる 。 とくにフロント音11では現金の取り扱いも多いわけで、銀行

のカウンターと同様の機能を持 っていることを考えれば、現在発生

している銀行での強資事件と同様のことが発生すると考えられる 。

しかし、それに対する対策は現状はないに等しいことから、フロン

ト部への 1 . T .  V の導入、非常通報装置の導入がなされていくだろ

フ。

ロビーまで入 ってきた不審者が客室部分まで入ることを阻止する

必要があり、客室部分とロビーとの仕切りができ、フロントで登録

されたホテル利用者のみ がも: 室 部分に入れる機能が設置されれば相

当効果が期待で‘ きる 。 また、従業員出入口等も有資格者のみが入室

できるよう機械による規制を行い入館規制を行うとともに客室部分

への出入りも機械的にチェ ックされれば客室の| 坊犯のグレードア ッ

プが計れる 。客室の扉の錠の問題を先に述べたが、客室の lti 雌事故

が多い欧米で1ま最近、錠を屯気錠にして、利用者がチェ ックインし

たときにカードを発行しキーコードを決め、そめカードのみにより

出入りできるシステムが開発されている 。 そのカードはチェックア

ウトで機能を停止してしまい、つぎの利用者に発行されるときはキ

ーコードも変わ ってしまうとい った使い捨てのキーといえよう 。 こ

れにより客室の錠の問題は解. 決するものと恩われる 。 このカードを

使 ったキーシステムは他への利用も可能で、ホテル内で食堂の利用

等にキャシングカードの役目もさせることが可能であり、ホテルの

事務合理化も可能となるのではなかろうか。

ホテルの客室に客が在室 しているかどうかを知るシステム を持つ

ことによ って、災害発生 11寺の答の i!lH住誘導の円滑化も可能になる 。

また、在室中の事故を| 功 ぐため現在は入室 したらドアチェー ンを必

ずかけるよう文章で指示 されているが、これは利用者が徹底してや

っているかどうかは疑問である 。これも客が室内に入 っているかど

うかを識別する方法が決まれば、 ドアチェーンをかけるよう警報を

出す方法が生まれてくるだろう 。それにより在室中の 11li 筑' 1"; ; . 放など

も| 坊げることになる 。

その他、シヨ ンピングアーケー ド、サービスルーム等ホテルにある

付帝設備としての部屋はすべてが24時間使用されているわけではな

く、犯罪の行われやすい条件を作りだしている 。 これらの昔日昼は使

用きれない時間帯は主主備室にて 監視できるようにし ておき、 Z4'jit が

発生したら対処を行 うことによ って 笹備の確実度が地す。 また、前

述した客室部分と従業只 室部分の仕切りについても機械式出入信= 迎

システムを答申前室に て民税する必要がある 。

いずれにしても犯罪の可能性を最少| 肢にするためには、機械によ

り可能な部分は機械化し笹似H釜 で雌笑に監視し、何か発生したら対

処する方式にし、ロビ一部分の ような場所は機械と笹fnHf J . の併用に

よる方法が最適な| 坊犯対策と思われる 。

( さと リ あきら 日本容備保障 K K システ ム設計部次 LtJ



- ホテルの情報システム の開発 と変遊 3 .一一メーカーから

ホ テ ル の 防 災 設 備

小 林 和 生

防災設備は、人聞の造り出す居住空間の快適性、便利性を維持す

るための設備に対応して、非常:U寺に使用する設備として計画される

のが一般的である 。

ところが、火災は建物の弱点をよく知 っていて、その弱い所から

人に襲いかかるが、建物を造る人やそれを利用する人のすべてがそ

の弱点をよく知 っているわけではない。宿泊施設としてのホテルが

会議場、宴会場、レストラン、ショ ッピングアーケードを併設した

コミュニティセンターの機能をもっシティホテル、合理化を追求す

るビジネスホテル、レジャー施設を併設したリゾートホテルなどに

多様化していく中て¥建設当時の知識と技術水準のままでは十分と

いえなくな っているものも多い。

悲惨な火災事例と法的規制強化から学んできた火災の党知、通報、

| 坊排煙、避難、消火の各段階での考え方は、防災設備として何を設

ければよいかという点から、それが平常時および非常時において有

効に運用できるか 、また予想外の事態のときはどうするかという点

で設備技術論的 ( システム的) 検討と、! 坊火管理体制とのかかわり

が重視されるようになってきた 。

.  法 的 規 制 の 変 遷 と 課 題

建物の安全性の確保を耐火建築物と内装flj lJ 限によ って行 っていた

時代から、相次ぐ旅館 ・ホテル火災て、の大詰死によ り、耐火; 建築物

の考え方の大転換が昭和44年の建築基準法、 ii1J防法の改正となり、

耐火建築物での緩和規定の削除と同時に i壁紙施設の設置強化が行わ

れ、火災時の発煙 ｴｦ ｪｊ制のための内装制限、排煙設備、 Ｒ 方向 ｩｬｬ￯ｾＡￊ 、

非常用照明、煙感知器、非常放送、誘導灯、非常屯源など現在の防

災設備のほとんどが出現し、煙対策と人命第一主義のu寺代となる 。

その後の法規制強化の方向は、適用対象物の拡大と技術基準の強制I i

- 強化、それに引き続いて昭和49年からの消防用設備等の既存防火

対象物への遡及適用 、遅れていた建設省の昭和 59年 3 月を lUJI 肢とす

る既存建築物の防災対策要綱による改善が行われることになる 。

規制強化が行われる 中で、消防用設11m等の用途区分こe と適用が主主

物全体としての総合的規制! となり、さらに例別設備の水準向上に加

えて、そのそれぞれが有機的1 M繋をも ったシステム化への努力が強

〈要望されるようになった 。 システム化防災設備は、高層 ・大規脱

建築物で・は積極的に採用されるようになり、防災センターと総合保

作盤は安全対策のシンボルとな った。そして自動化防災システムと

しての進歩は複雑化 ( Sophi st i cat e ) の傾向をたどりつつある 。

一方、最近の 中小雑居ビルでの焼死者の続出は、避難施設の充実

と同時に防火管理体制、とくに従業員の教育訓練や設備の維持管理

の問題をクローズア y プさせた 。

防災設備と防火管理体制とのかかわり合いは、基本的には人と設

備の役割をどうするかということであるが、設備計画面では、| 坊火

色: 理 ( 運用 ) がしやすいようにするための行き届いた心〈ばりを意

味し、管理面では、防災設備の導入が余計な業務を抱え込むとみえ

るのではなく、防災設備が| 坊火色= 型を D1J けるものであるという認識

で改普の努力をする ことであると々えられる 。

- 自動火災報 知 設 備 の 信 頼 性

火災による被害が大きくなる原因は初期消火の失敗にあることが

多い 。 また、ホテルの客室にある繊維製品の燃焼により、意外に多

い一酸化炭素が震とともに発生し 、出火室から流れ出た煙( 有害ガ

スＩが廊下 ・ 階段などの ｩｬｬ￯ｾ Ａ ￉ 径路に充満したときの危険は、煙感 知

器によらなければ避難のための時間を見出すことはできない 。

自動火災報知設備による早期党知のポイントが、初期消火から人

命安全まで広がり、さらに煙感知器が多くの防災関連設備を自動的

に動作させるための起動信号として利用されるようになったため、

その発報信号の高信頼度化に大きな関心と期待が持たれるようにな

った。

煙感知器の非火災報は 、 喫煙、調理、空調、ほこり、ｽＡｩｩｾ 、 ｲｅ 気お

よび電磁誘導などにより発生することがある 。一般的に高感度にす

ると非火災報が起 こ りやすいといわれるのは、これらの原因のうち

煙に似た微粒子により起きるものであるが、* 近この問題をほぼ解

決した光電式( 散乱光式) 感知器を商品化 した ( 図 1 )。 これは信号処

理回路により、少量発生した一過性の煙と、継続して T;t: 大していく

火災時の煙を識別しようとするもので、サンプリングノりレス光によ

る煙検知出力が 3 回述絞して規定値以上にな ったとき発報させるよ

うにすると同時に、光学系をほこりなどの t肘fl Ｎ 汚染に Ｇ ［ｾｬ い構造と

したものである 。

また 、 イオン 化 式Ａ必然 ｉ ｾ 慌の超高インピーダンスイオン隻も低イン

ピーダンス 化すべきである( 図 2 )。

図 1 3 パルス方式の光電式

煙感知器

E 面
図 2 1丘インピーダンスイ オン

室のイオン化式煙感知務

感知器は機械としての識別能力の低さも改善しなければならない

が、性能が湿度などの気象条件に左右されやすいものであ ったり、

複雑化した電子回路の信頼性の問題であ ったりしてはならないのは

いうまでもない。

温泉地のホテルで、は腐食性ガスのきつい環境もある 。 このような

場所での耐食性の検討は 、感知器についての関心は高〈、実用実験

により確認されたものの 巾から機種選定すればよいが、忘れてなら

ないのは受信機のリレーのハーメティ ックシール化およびガラス管

フューズの耐食性向上がある 。 これらの対策をした上で感知総回 路

の導通およびフューズ断線の常時民視機能を付加しておくのがよい。

自動火災報知設備の運用がうまくいかないままでは、也大な費用

をかけた防災設備の効果も半減してしまうとい っても過言ではない 。

問題を放置せず管理された状態で使いこなすという姿勢が設備設計

にも管理にも必要であろう 。

- 出 火 室 表 示 シ ス テ ム

自 動 火災報知 ｬ 設 備 の五 ｾ 用に当た っ て 、 多数の客室のあるホテルで

は、政令基準による望書戒区域ごとの監視だけでは 出火場所の雌認に

手間 どり 、大切な初期段階の対応に返れをとるおそれがある 。

そこで、全客室の入口に火災表示灯を設け、火災感知器の発報し

他 築 と社 会 / 1979年 6 11 サ 39 



た客室だけが点灯するようにし、ベルが

日烏るとただちに受信機の表示窓 〈ゾーン

表示〉 で発報区域を確認し、その区域に

行って点灯している火災表示灯 ( J レーム

表示〉 を捜せば、いちいち客室の砕を聞

けながら確認して回る必要はなく、さら

に確認灯付感知器 〈スポ ッ ト表示〉によ 図 3 出火室表示灯

り発報した感知器が分かり、迅速な処置と管理ができるようになる

( 図 3 )。

出火 室表示システムには、感知器の確認灯回路を 2 線式のまま室

外に延長させる方式と、感知器回路に信号分岐回路を婦人して 3 線

式として火災表示灯のリレーをはたらかせ、ランプを点灯させる方

式がある 。前者は火災表示灯を室外で点灯させるだけの場合に適し

ているが表示灯の明るさの点でい屯流供給に制限がある 。後者の 3 線

式出火室表示システムは、感知器の信号バイパス回路と受信機電源

の聞に接続されるので( 図 4 )、 明るく見やすい表示にすることがで

き、自己保持機能をもっている 。 3 線式火災表示灯はリレー出力信

号を追加すればルームステータス表示設備やホテル管理システムと

の連繋もはかることができる 。
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- 避 難 誘 導 シ ス テ ム

ホテルの機能が多様化し、不特定多数のさまざまな人が 利用する

中で、避難誘導を行う従業員体制が問題とされている 。また、建物

の特徴として、小さく区画された客室の遮音性の高いこと、平常勤

線と非常時の避難動線が異なること、防犯上の配慮から防災面が犠

牲にされやすいことおよび催し' 劫などの臨時的な措置が危険に結び

つきやすいことなどが指摘されている 。

すでに法的情誼がとられている消防用設備等やi ! l i 維施設の改善を

前提とすれば、まず、煙感知器をベースに客室には非常用スピーカ

や避難径路図を設け、常時閉鎖されている出口扉は非常時に閥錠さ

れるようにしなければならないだろう 。

新しくホテルを計画する際には、技術者はより安全な、より防火、

管理が円滑に行えるような設備に

しようとする 。 たとえば、誘導灯

は ｩｬｬ￯ｾｬｾ 口の位澄または方向を示す

ためのものてあるが、非常時にお

いて、それが必ずしも安全な避難

方向を教えてくれるものではない

図 5 キセノンフラ ッシュ灯を併殺

した誘導灯 し、煙中では見通しが悪くなる 。

したが って、強い尖光を発するキセノンフラ ッシュ 灯とか音響装置

を利用し、何らかの積極的な避難誘導手段の導入が必要で・あるとい

う要望および技術的提案が多くなされている ( 図 5 )。

避難誘導システムへの技術面からのアプローチとして、火災時に

群衆を危険な場所から安全な場所へ誘導しようとするならば、これ

を自動的に機械でやらせるためには〈危険〉または〈安全〉を検知

するセンサーが必要となる 。 自動火災報知設備の燈感、知器の発報信

号は、煙= 呉常= 危険という間接的な〈状態の危険〉を意味するも

40 

ので、煙濃度を〈場所の危険〉と混同して信号処理を行う誤ちをお

かしてはならない。とくに、制御手段の技術的新規性に気をとられ

て〈危険〉を感知するセンサーの性能を未確認のまま妥協した不完

全な避難誘導システムを完全と恩わせることはど危険なことはない。

避難誘導システムの考え方は、自動火災報知設備による 〈状態の

危険〉 信号によりスタートしなければならない 。 そして避難口誘導

灯に併設したキセノンフラ ッシュ灯の点滅誘導効果と音響装誼を利

用して、非常放送設備による 〈誘導放送〉 ができるようにする 。す

なわち、妨火管理体制lの中に設備を折り込むという形のアプローチ

がシステムを完結させるのではないかと考えている 。

このようなアプローチの中でのチェックポイントを列記して、ま

とめに代えたいと思う。

(1) 避難余裕時間の計算をしてあるか

ノ、インリ ッヒの安全法則を持ち出すまでもなく、重大災害に結び

っく要因をなくすることを基本として、煙発生の抑制手段や避難手

段などのフェイルセイフ設備の運用が、避難誘導体制! の中で計画ど

おりにできることを定量的にf確認しておくことが第ーであ る。

(2)  積極誘導がかえって危険にならないか

入力信号は正しいか 。煙波度は危険度を表すとは限らない 。故障

i時の安全策は考えられているか 。 また一人一人をより安全な方向に

誘導させることが、全体の避難時間を最少にするとは| 浪らない 。

(3)  建物全体として検討してあるカ、

火災| 渚の上階と下| 渚の避難のさせ方、煙感知器やス プ リンクラ設

備の有無との関係、避難H寺の階段室への煙の流入および消火活動と

の交錯に対する階段の使い分けなどの避難開始11寺問、余裕 l時間l を巧ー

慮に入れた立体的な計画をたてる 。

(4)  誘導指示の意味が分かりやすいか

光や音の発する

(  m)  

方向に避難すれば 70r  ｾ Ｎ＠

よいのか、反対の 叶｜、［ｾ

方向に行けばよい. 3nl ｾＧ て ＮＮＮＮＮ j キセノンフラシ ユ叶

のか 。非常放送に 見 I  ｾ Ｇｾマ
i持 20ト ¥ 、 久 、

よる誘導アナウン て |  冶 ¥ 

le 15卜 r一一一一一一-， /' -><-λ ぶ ¥

スは誰がやるか。 脅10 ｬ 出竺ｾｾぐ ｜室附明なし

放送がなくても意 可| 室内平均照度 800 "、¥¥j i

一 …
味が分かるか。煙 |  、b ふ，. 1. ¥ 

が充満してくると 1  ・

誘導指示器の色や 滅光係数 C. ( I / m)  

シンボルの形は識 図 6 建中での発光形標識の見え方

別はできなくなるが点滅誘導効果をうまく利用しているか 。主主物ご

とで誘導指示方法が途うための混乱はないか ( [ig 6  )。

(5)  関連設備との調整ができているカ、

誘導音の到達距離と内装仕上材の影響。非常放送と誘導音の音圧

バランス。ベルやサイレン音によるマスキング現象と自動火災報知

設備の受信機や非常放送設備の操作装置における音響停止スイッチ

の運用方法などの検討ができているか。

.  お わ り に

防災設備は防火管理体制の中で生かされて運用されるべきもので

あることを述べてきた 。 そのためには、防災設備の考え方も、非常

時に使用する設備であるというだけでなく、それを使用し て訓練を

行うことができる道具としてとらえ、防火管理というアプローチの

中で、管理する人と利用する人の双方を結びつける役割を果たすよ

うなものとして防災システムを位置づけたい 。

にばやし かずお 松 下1{ L 工脚本社電村営業推進センター主幹)



- ホテルの情報システムの開発と変遷 3 . 一一メーカーから

ホ テ ル に お け る 放 送 シ ス テ ム

隅田 樹郎

は じめ に

たスペースから成り立っているので、そのおのおのの目的に応じら

れる波送システムにしておかなければならなし、。 また、昭和44年に

改正された消防法に適合する非常放送というものを考" [ @ する必要が

あるため、 トータルシステムとしては、かなり干夏雑なものとなって

ホテル内の波送システムを考える場合、多くのホテルは客室、宴

会場、事務所、広告! 日、駐車場といったように全〈異なる目的をもっ

一一 A

て二一二- 2コ11 F  
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各フロアスピーカ

( 非常放送襲務放送兼用)
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非 常 放 送 架 制 御 架 しー一一電力増幅器 一 一 」 ラ ジ オ テ ー プ ナ イ ト テ ー プ ル

非 常 電 源 架 レコード架 用電力増幅器架
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防災監視卓

( 防災 センタ )  
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0
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:
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放 送 室

音 戸 悶 笠 卓

( 業務放送 客室紋送用)

フロント用速隔

操作器

駐車湯用遠隔

操作器

小中宴会場用

達 隔 操 作 器

図 1 ホテル放送システム概念図
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く る 客 室 内 … ま … 一 伽 ー ジ オ 共 聴

子機からの放送、事務所には呼び出しあるいは指示放送、庖舗には

B G M放送とい った異なる内容のものを多元的に送らなければなら

ない 。中小宴会場には 単独に機援を持ち込んて凡使用する場合が多い

し、大宴会場になると多目的の劇場なみ のシステムにしたり 、国際

会議が開催できるよう同時通訳の設備が導入されたりする大規桜な

ものもある 。 また、これらとは別個に、非常放送システムとしてと

らえた場合、ホテル全体を一つの防火対象物とし 、各階単位で非，，} 日

放送ができるようにする必要がある 。

これ らの異なる使用目的をタテ、ヨコに組み合わせていかに確実

に、効率よく、簡単な操作て放送できるようにするかを、われわれ

設計に たず さわって いる者は常日頃考えており、ここにその一端を、

現在どのような方法がとられているかを略述べることにする。 ( 図 1 )  

1. 客 室 放 送

オフィスビルと大きく違 うのは、答隻サービス周の放送があると

いうことであろう 。ベ ッ ドサイドのナイトテープルにセレクターパ

ネル、スピーカを設けて N H K 、民放、 F E N、 F M、 B G Mとい

ったプログラムが自由に選択で白き 、ニュースを聴いたり音楽を楽し

んだりできるようになっている 。 そして、このノ ぞネルは 、目覚まし

時計、エアコン、ルームライト、フ ッ トライトのようなスイ ッチ類

が組み込まれ、客室内の総合的な操作擦とな っている 。 このパネル

のことを、ラジオ共聡子機とかナイトテ ーブ/ レ子機というふうに呼

んでいる 。

この子機に信号を送る方法として、屯カ T;'/ I幅株主I e 中方式( 放送室内

にすべての子機に送り出すための屯カ噌 l陥株を 一括して置く方式) 、

低レベル伝送方式 ( 子機内に小容量の屯力均幅器を設け、放送室か

らは低レベルて。信号た‘ けを送る方式) 、中継屯力増幅器方式( 上記

2 方式の混合形で、各階にその階の子機に送りはiす分の電力増幅器

を置 き、 中継電力増幅器ま では放送室から低レベルて。信号を送る方

式) の 3 方式があり、これらには 一長一短があるが、参考のため、

表 1 にまとめておく 。

表 1 ナイトテー ブル子機の方式比較表

ｾｉＡＺ力 地中 Ｇｨｾ ｻｦ ｩ器
fI kレベル )j 式

'"1' 副主' ，I!:ブJ JtI中市総

ｾＧ ｉ Ｇ 万式 )i 式

政送ーをからの送信 出力 大

放送宅内の機総占有蘭絞 大

クロストーク 大

音 質 やや劣る 良 住F 良 好

ライン呉常に対する保J並 不 良 不 良 民

{ 足 守 やや錐 世世 易

子機1出始 7J: f凶 向 i而 安! 凶

工事'I'l
安 1凶 ，¥百 1田l rl'f:J U主

設備トータル価格
安 fiHi ｲｾ［ｪ＠ fi 町 t ド位皮

2  . 宴 会 場 放 送

宴会場での催し物は多岐にわたり、したがって政送システムも多

目的なものにしておかなければならない 。 中小宴会場は比較的小規

模なものが多〈、移動形のラ y クにテープレコーダ、 レコードプレ

ヤ一、ワイヤレスチューナ、アンプといったものを組み込んで、必

要に応じて会場に持ち込み使用する場合と 、機能をすべて放送室に

集中しておいて遠隔操作総のみを説会場に持ち込んで、放送室 内の

機器をコントロールして放送する場合とがある 。前者の方がfi 1' i 使で、

最近ではこの方式がよく用いられている 。 スピーカコンセント、マ

イク コンセント 、 ワイヤレスアンテナというものはあらかじめ室内

の必要個所に設けておき、それらの配線を集中コネクター悠に接続
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し、使用するとき持ち込んできたラ y クとジョイントできるように

しておくとおさま りもよく便利である 。

大宴会場になると、ちょっと縫子が変わってきて、多目的ホール、

大会議室のような機能を兼ね備えていることが多い 。 したがって 、

これらの機能を集約した放送設備を大宴会場放送室に設置する 。

また、大宴会場を 2 - 3 会場に仕切って 、そ のおのおのを H¥立し

た宴会場として使用することもあるので、それに対応て守るようス

ピーカの配置にも工夫をしておく必要がある。 ( 図 2 )  

大宴会場を一会場として使用する場合には、メインスピーカだけ

を使って放送し 、仕切 って 使用する場合にはメインスピーカを使用

しないで、あらかじめ天井に思め込まれているスピーカを使用する

ようにする 。 これらの埋込スピーカは、仕切られた会場ごとに系統

が別個になっていて、別々に放送できるようになっている 。 メイン

スピーカと天井に埋め込んだスピーカを同時に使用すると、音の l時

す べ て 別

系統で

配線する

天井埋込 スピーカ

図 2 大宴会場のスピーカ配置例

差によって音響効果上好ましくない現象が生ずるのでilli けなくては

ならない 。 また、 仕切 って 使用する場合は、隣接の会場に背がもれ

るのであまり大きな音は出せない 。 なるべく多くのスピーカを天井

に埋め込み、一例一個のスピーカの音量を小さくし、全体で均ーな

音場が得られるように配置を考える 。

最近、使用上の便利さからワイヤレスマイクが非常によく使われ

ているが、 これをうまく使いこなすことが宴会場の音作りの一つの

ポイントとなっている 。 しかし、ワイヤレスマイクは無線の送信機

であるから、同一周波数のマイクを同一室内もしくは隣接した会場ー

で使用するとビートという現象を起こして使用不能となる 。 ワイヤ

レスマイクを多数使用するときには、それぞれ周波数の呉なるもの

を選んで使用しないと失敗する 。大宴会場を仕切って使用する場合

にも、ワイヤレスマイク用アンテナをそれぞれの会場に別例に設け、

周波数の異なるワイヤレスマイクを使用するようにする の

大宴会場のもう一つの機能として国際会議が開催できるよう同時

過訳の設備がなされたものが多くなりつつある 。同H寺:i!fi fR装置は発

雪内容を 4 - 5 ヵ国語に同時に通訳して会場に流すのであるが、そ

の方式にはループアンテナ式と有線式とがある 。宴会場の特質上、

設備の移動がひんぱんに行われるのでループアンテナ式の方が使 利

であり、実際にも良〈使用されている 。 ループアンテナ万式という

のは、会場内にループアンテナを布設しておき 、これに 4 - 5 ヵ国

語に通訳された 内容を搬送波にのせて同時に送り 出し、会談者は受

信機のセレクターによって自分の国語を任意に選択できるようにし

たものである 。 この設備にはイ寸常設備として、同 H寺通訳される |誼語

の数だけの通訳ブース ( 独立した部屋) が必要となり、おのおの ブ

ースには同 H寺通訳者が二人ずつ入るので二人分の送受信機を設ける 。

会場からの発言者の送りはマイクロホンで有料l で送られる。無線

方式もあるが、全会談者の送信機の周波数を変えなくてはならない

ことと、外来電波の妨害を受けた り、会議室外で盗聴される恐れが

あるので、あまり使用されていない 。 ( 図 3 )  



ワイヤレスアンテナ

ＮＭＭ 話 ご ｾ ｘＳ

/ ワイ ヤ レスマイク

/  周波数の異なるものを選ぶ J

宴会場周

マイク

テープレコーダ架 ワイヤレスマイク架両両通訳逗官架

会 i置者用送受信機

マイク

ヘ ンド ホ /

ループア ンテナ

t  iスピーカ

」一寸

通 訳 者 用 ブ ー ス ( 4  - 5 室)

図 3 大宴会場音響および同時通訳用機器概念図

3  . 非 常 放 送

ホテルは使用目的からして必ずしも階別に機能分化され ていない

が、非常波送は消防法に目IJ り、各階単位でj皮送できるようにしてお

かなけれは‘ ならないし、さらに、エレベータ内、避難階段は! iJIJ 系統

にしておいて、との1; 皆てサ1"1，¥' }jj 送がなされても必ずその内容が政送

されるようにしておく必要がある 。 また、非常放送11寺には通常政送

( 業務放送 ) を断にして強制的に宮IJ り込み、非常放送が最優先でき

るようにしておかなければならない。 したが って、宴会場、 j苫舗の

ように別個に放送できる機総を持 っている場合でも、その機昔誌の信

号を断 ( 屯源を強制的に断にしたり、入出カ信号を非常側に強制的

に切り換えたりする ) にして非常用スピーカから非常放送を行うよ

うにする 。スピー カの設置についても細かい規制があり、スピーカ

の音声入力は 3 W以上 ( 居室 内は 1 W以上) のものを、各階ごとに 、

その階の各部分から ー のスピーカまでの水平距離が25メートル以下

になるように設置しなければならない。客室 内はラジオ共聴チ機の

スピーカを兼用することもあるが、いろいろ制約がでmてくるので非

常放送# 用のスピーカを別に設けた方がよい 。

操作器は常時人の腐る場所に設けることにな っており、多 くの ホ

テルは防災センターの監視盤に j卓隔操作器を組み込み抜送室内の機

株を制御して非常欣送ができるようにしてある 。

この設備を非常放送専用として設ける のは不経済であり、 1屯力m

中市総などは通常放送の設備用と j 伝用にしてもよいことにな っている

から、辿首｜Ｉ皮送の機能と ｾ ｉ Ｂ Ｇｩ ，｜Ｇ }j)l: 送の機能を{ 外せてよく検討し、最も

経I向的なシステムにすることが設計のポイントとなる 。

ｾ Ｑ Ｂ Ｇｩ ￏＧ ， 放送は ｻ 手Ｇ近にな っ ても Ｑ Ｐ 分間政送が継続できるだけの非常屯

iJf，( ( 帯電池等) が必要となる 。 したが って、自家発もしくは別世あ

るいは政送機器に内蔵した部屯池を設ける 。

なお、非常放送設備は非常放送設備委民会で認定された機株でな

ければ設置できないことにな っており、メーカの認定品 ( 棋準品 )

以外の特注品を使用する場合でも、その者11度受検し、認定後合格証

を貼付して設遣しなくてはならない。

お わ り に

ホテルの政送システムが現在どのようになっているかを述べてき

たが、システムは生きものであり、その時代のニーズに' 7 "/ チした

ものが常に要求される 。 ホテルの放送ンステムも、非常放送設備の

設置が義務づけられて大き く線変わりしてきたが、今後もこの分野

で、防災システム関連において、ますます発展してくるであろう 。

省力化、確実性という観点から民祝用 1 T  V と辿動させた完全自動

による非常放送設備が導入されつつある 。

客室内サービスとしては音質の良い音の供給をどのようにして行

うかということが、ますますi . (1;)之されるであろうが、音声による政

送のみではなく、ホテル内にスタジオを作 1) 、ショ y ピンクガイド、

観光ガイドといった内容の自 主プログラムを作制し、 C A T V によ

る T V サービスが普及してくるであろう 。

( すみ だ たつお 点芝' 011材llK自己'，11制御機器事業部第一 校1M! ! 当)
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ホリデイイン南海大阪・設備設計

の 特 色

北 島 章 因

弓 崎 幸 治

今回、東畑建築事務所において、設計をし 構成されている 。

たホリディイン南海大阪の設備特色について 1. ハード函での構成

は、多様なものがあるが、本号の特集主題の 本システムのハードウエアは、ミニコンを

「ホテルの情報システムJ に焦点をしぼり、 中心に各種の周辺端末機で構成され、その特

ホテルシステムと客室空調について、その概 色はつぎのようなものである 。

要 、特色を述べることにする。 a ) 種々のホテル専用の端末機が設置されて

1  . ホテ ルシ ステム

まえがき

最近のホテル業界は、入手不足と諸経費

( とくに人件費) の高騰により、質の良いサ

ービスと適正な宿泊料を維持するために業務

の合理化、省力化を瓦世IJ に考える必要がある。

こうした要求に合わせシティホテルとして

オープンしたホリディイン南海大阪に納入し

たホテルシステムの概要を、ハード、ソフト

両面から説明しよう 。

シ ス テ ム の 概 要 と 機 能

ホリディイン南海大阪のシステムは、フロ

ント業務を処理するシステムと客室サービス

業務を処理するシステムの二つのシステムで

- 電 信交換 室 圃コンピュ- ? A:

脅
システムタイプライター

いる 。

b) フロント業務用ミニコンと客室サービス

業務ミニコンを 2 台に区分している 。その織

成および機能図は 図 1 ー 1 の通りである 。

2  . 端末機 について

本システムの端末機はホテル専用の端末機

で、その内容は下記の通りである 。

2 - a ) ホロタグ これはレーザ一光線の干

渉紡を利用し、数字をパターン化し、キイタ

グに封入したものであり、フロント端末機で

のチェ ックイン、チェ ックアウトや、後に述

べる P OS 端末機での宿泊客料金登算に際し、

j レームナンバーの入力をこのホロタグにより

行い、キイボードの数字キーによる入力と較

べ、番号を打ち込む手間が不要で、部屋のダ

フ' ルセールや料金の別部屋への誤登t ) : がなく、

処理の迅速さと正確さが保隊されるのが特長

レス トラン 和中華.

宴会事務室， ラウンジ

図 1 ー 1 機能構成図



図 1 - 2 ホロタタ

でレある 。

ホロタグは特性上磁界、

屯界の影響を受けず 、

キズや汚れにも強〈、

苛酷な使用にも十分対

処可能であり、今後、

部屋数の多いシティホ

テルにあっては、その需要が多いものと予想

される 。 ( 図 1 - 2 )  

2 - b ) フロント端末機 フロント端末機は

入力内容とオペレータ yゲイダンスを表示する

ブラウン管ディスプレイとキイボード、ホロ

タグリーダーで構成され、複雑な機能を来た

すべ〈、マイクロプロセ y サを内蔵している 。

2 - c)  P O S 端末機 ホテル内での食事、

喫茶等をキャッシュレスで行うための入力端

末機で、キイボード、ジャーナルプリン夕、

数字表示管およびホロタグリーダで構成され、

その制御はマイクロプロセ ッサで行う 。 また、

システムに接続してリアルタイム入力ができ

るが、オフラインでの通常のキャシュレジス

タと同様の使用も可能である 。

ソ フ ト 面 で の 構 成

ソフトウエアは、 大別して、チェ ック イン、

インフォメーション 、チェ ック アウト等のフ

ロント業務と、各種統計資料 ( 帳表) の作成

を行う帳表作成業務を処理するソフトと屯話

料金自動登算、モーニングコール、ルームイ

ンジケーションを処理するソトの 2 種類に区

分して構成されている 。

省 力 化

1 . 省力効果

省力効果についてはホテルの規院やその立

地条件、対象とする客層により、またシステ

ムのカバーする業務範囲やオペレータの職務

分掌等により、効果は異なるが、フロント業

務に限定して考えるならは¥これらのシステ

ム導入により、人員数は従来に較べ30- 60%

の削減が可能と考えられる 。

今回のシステムでは、従来のフ ロントオフ

ィスの縦割り組織を意識せずに構成し、ある

パターンの定まった計算や転記作業、ファイ

リング検家ーという単純で量の多い仕事をすべ

てシステムに委せ、人聞がオールラウンドの

業務をこなせるようにとくに留意し、それが

サービスの向上、省力化につながるようにな

っている 。 しかし本システムの導入を計り、

効果を上げるためには、いくは、くかの意識の

変革、発想il の転換というものが必婆であろう

と考える。

アンコイル併用方式、ファンコイル方式のい

ずれかの採用が多〈見られるが、メンテの容

易性、利用宿泊者への快適空調の提供のため、

小型空冷ヒートポンプエアコン方式が係用さ

れた 。( 洋側については 11符窒空調万式て' 記述)

この空調器の O N、 O F F コントロールを、

フロント内の j レームインジケータ内でできる

ようにした 。 したがって、ここでの操作で、

省力化の一環であるランニングコストの節減

を計れるようにな って いる 。 ランニングコス

トは上記の通りフロ ン トで操作することによ

り、消費屯力訟を約 1 - 1. siliI Jほとー節減でuき

るものと考e えている 。

また、快適空調については、温度、湿度の

条件もさることながら、ホリディイン南海大

阪の立地条件より、建物内客室が東西面に位

置し、とくに夏WJ での西陽による影響を考え、

宿泊者の到着前 (ミ ニコン本体て廿宿泊者の

到着予定時間があらかじめ記憶されている )

にフロントにて操作し、快適な状態で入室し

ていただけるように考えている 。

ル ー ム イ ン ジ ケ ー タ と P O S 端 末機

笑際に納入をした、インジケータと端末機

の写真を参考として下に示しておく 。

写真 1 インジケータ

写真 2 端末機

II. 客室空調方式

まえカずき

近年、公答問題とともにエネルギー危機に

よる省エネルギ一対策も設備業界の重要な謀

2  . 客室空調コントロール 題とな ってきて いる 。 こうした時流の中で、

従来の客室杢調は、ダクト方式、ダクトフ ホリディイ ン南海大阪は日本で従来のホテル

空調システムとは違った方式( 小型空冷ヒー

トポ ンプエアコンとロスナイとの組み合わせ)

を採用し、無公害、省エ ネルギーを心がけた。

なおホリディイン南海大阪の母体である、ホ

リデ ィイン社では 、各室ごとの小型空冷ヒー

トポ ンプエアコン方式がいわばスタンダード

の一つになっており、今回はこれに換気シス

テムとしてロスナイが組み込まれた点が特色

である 。

シ ス テ ム 概 要

本空調システムは、前述のごとく小型空冷

ヒートポンプエアコンとロスナイとを組み合

わせたシステムで、外壁サ ッシの ガラリと一

体化し、ペリカバーを附してその内に納めて

いる 。 ( 図 2 - 1 、図 2 - 2参照)

この小型空冷ヒートポンプエアコンは従来

のファンコイルユニットと一次処理空気併用

方式にくらべ、施工の簡易化、設備費および

ランニングコストの低減化を計った、個別変

調方式であり、宿泊客の好みに部屋の温度を

調節することができる。

前述の通り、本方式はホリティインの基準

的な方式であるが、今回の場合、建物の高さ

吹き出し

室 内

( 排気)

図 2 ー 1

空 調 機

ガラリ

屋 外

ロスナイ( 熱回収と遮音を

兼 用 さ せ て い る )給気) ;nr. m c  1:...... ...， 

ｾｉ＠

図 2 - 2  
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を4 5 m以内 にお さめ 、かつできる限 り多くの

客室を取るため 、 しかも下層の庖舗の 1¥皆高は

少しでも高くする ため、客室階の階高は最少

!浪に お さえている 。 したがって横 引きダクト

は通 らないし、 防 災面 よ り万ーの場合、煙の

通路 となる盟主ダ ク トもやめることにして、思

いきって個別の給排気方式とした 。

しかし、西面は交通量の多い御堂筋に面し、

騒音が高〈十分な遮音性能を要求されたので、

遮音とエネルギーの節約を兼用できる 小型の

ロスナイを個別に組み込んだわけである 。

この結果、客室音11のダクトはー婦され、煙

感 連 動 の S . F . D なども不要となり、防災

上非常に好ましい形の方式が出来上が った。

計画当初、 排気を浴室を通して取る点で、い

ろいろと 心配し検討したが、大きな支障なく

運転している 。

その他、従来のシステムに必要であ った、

一次処理用笠気調和機、 J令温水配管、給排気

夕、クト等が不要となり 、防災面上や建築計画

面においても大変有利な方式とな っている 。

ロ ス ナ イ の 構 造 と 原 理

1. 糟造

ロスナイは、 図 2 - 3 のように直流型プレ

ートフィン式会熱交換器の構造をしており、

特殊加工紙の仕切板と間隔板で構成されてい

る。 したが って給気と 排 気がI昆じることなく

常に新鮮な空気を導入することができる 。最

近は、事務所ビルやホテル用のみでなく、 一

般家庭用のものも市販されるように 聞 き及ん

でいる 。

2  . 原理

ロスナイは特殊加 工紙 のもつ熱通過および

透湿性の各性質を巧みに 利用したもので、排

気される汚染した 室内空気と、供給される新

鮮空気とが ロスナイを通過する際に両者のも

つ温度 ( 顕熱) と湿度 ( 潜 熱) 、つまり全熱

がここで交換され回収されるわけである 。

室内 l 戸 外

図 2 - 3  
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あとがき

ホリティイ ン南海大阪で の ホテルシステム

は、主として按容i J i i を 主体と考えたものであ

り、その内容もその方 向に霊点が置かれてい

る。 システムに采りにくいも の も純々あり 、

ｾＱ 変残された課題も少なくないと考えている 。

最後に、ホテルシステムの開発、ホテル客

室空調の |井! 発と本制執筆に当たり、 三洋屯機

附、 三 菱重工業側、 三 菱ｾｬＡＺ機側、関係担当者

各位のご尽力に感謝申し上げます。

( きた L ま あきよし 点州 却 却 雌 附 主1任 叩E胤州枝刷和H

ゆみざき こうし 1-川a“叶;J t:扶t 削附Iリj  
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フロント業務のスピードをアップノ

l ワンタッチでビYレを発行ムやさしい操作で後方業務の合理化も推進します二 1

やさし L、操作でフ ロン卜会計業務を正確

に処理する〈マイブレー ン・ホテル〉。 コン

ピュータによるホ テノレ ・トータル ・システム

の納入実綴を持つ ナショナノレカへ その12

富な経験を駆使 して、特に、 ¥:1'小規模

ホテル ・旅館向き に開発したフ ロン卜会 計

マシ ン で 丸 フ ロン卜業務のスピード ・ア

ッフ。はもちろん、後方業務の大幅な言1-数

化 ・省力 化を実現。ホテル ・旅館経営の

効率化 t サーヒ♂スの向上が推進てきます。

・請求領収書 を自動作成 フロン卜係は

コード番号や俗l数などを打ち込むだけ。

公給領収告がスピーテV に作成されま丸

・込々料金や税金などを自動的に計算

奉仕 料計算や税金計算なども自動的に遂

行占免税点判断も キー をt1jl すた' Itて OK。

- 科目別・グループ男IJ の売上を自動集計

日計 ・月計な E をプリント ・アウト可能。

・税の申告業務もスピーディに処理 I11

告業務に必要なデータがワンタッチで入手。

・フロッピー・ディスクを 2台装備 100 

宅程度以下の ホテノレ ・旅館に必要なデー

タが記憶できる容量を備えています。

・見やすいC R T付 入カデータを l1lIJ mi

て、チェックしながら操作て‘ きミスが |坊げます二

・デスクトップ・タイプのコンパク卜設計。

目立層面|師事罰b

- 詳 しし、 資料を お送 りします。

下 記までご 請 求くださし、。

干223 i黄浜市港北区綱島東四丁目 3番 l 号

松下通信工業株式会社・データ制御事業部

S .B .C 営業課 HR 係 T E L( 045) 531 ・1231 ( 内線 ) 2627

圏一一一



確カなやすちぎ

| 閤 |

吟味する松下車工

- 煙感知器光電式2種へ y ド

BV  45428 ￥21. 700 

・確認灯付感知器ベス

BV 4900 ￥4 0 0  

特許出願中 18件 ・

実用新案出願中5件

目

器

慰

安

|  4つの鎖静紗新しい光電式煙感織を生みました。 I

3. 黒煙に対する感度約2倍 (当社従来品比)

クロスIRiL方 式

ｊ￪光ぷ「と受光非 ｵ の光 ｾｭ を ｬ 直 角に配白 。

これにより、 J糊 に あげる感度は当社従米品に比べ

約2似ーに刈まり、白煙 ' !M煙に対する感度遅が少なく

なりました。

2. 感知領域を浮かし、余裕のあるホコリ対策

室中感知方式

感知l領域;I :tすべての内市11Wから、 2. 5mm以上雌れた宅

|引に浮かぶ構造です。ホコリのH1:f による W.反射を余怖

をもって防ぎますL

4. 湯気・霧をす早く結露

T 字型迷路構造

感知l出lλ.j flll の 外j司{こT 字型をした蛍を設けました。

湯気や後などはこの壁面に結認させ、非火災報を防

止します。

l 連続3回確認して初めて発報

パルスカワント方式

発光室の発光ダイオードは3秒にlI ill 発光していま1九

火災時には、この信号を連続3岡修Jむしてから発報する

方式を保則。単発的な外部 1，ti 囚こよる )1ミ火災報をなく

しました。

器

一

知

動

一

感

作

一
、@

1

憎
ま
り

@

I

惜

号

あ

り

@

1

信

号

あ

リ

ビ

-

f
惜

号

な

し

@

1

信

号

あ

り

0

1

信

号

包

の

り

出

-・・E 空空空璽W Nヲ
- お問い合わせは、〔〒571) 大阪府門真市門真1048松下電工・防災機器事業部P R係 含ω6) 908- 11 31へ。
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T O S H I B A  

ーあかるい明 日 を授術でひらく一

モジューノレ天井Z ライン方式で

天井施工のソフトな仕上り. グ

ー -.:- ... ＺＭ Ｍ ｾ Ｎ＠ -

-;".; _ 一ーー ー ー

照明務具・反射板

天井全体がスッキ1) ・ソフトな仕上りです。

J! ( 芝モジューノレポ ) t <Zライン }j 式) ( j : 、設備ラインに

持 株 なZ ノ fーを係J l Iしました。このZパ: ーを! 照i I}l r.if.共

削 減 付 反・ぷWi フ。レートて被い天井l人l に 刷 、 < Zパ

ー〉が11: IJ ( !I (こ .111. るこ とがなく、天井全体のit 1'. りが

ソフトて i[i : l l e!惑を 'j λ ない、スッキリした大 j 村上 1'.を

ｊｬｊ￭ ￬ ｾ にしました 。

省力化と工期短縮で総合コストの

低減が図れます。

大 JI 卜地の利lみ江てや ，:r. 設備および大 J HI: I'. 材の

JI( り!-t (t カ: ' j ，f; して ，'1' ，*ま一九

工樫が分けられる高い融通性。

大 J HI : I.H 舎のせる部分1 : ! ' ((II)m!! 、 その {也の

，ijt 備を J!( り!-t (t る日j ; 分 ( ，J):fI品1ライン ) をZ ノ f ーて

完全( : 1メ Illil しました。 11: 1. 1: ' 1¥1: 設備が独 ，'r. した

rrEて結l めます。

Z ライン練準断面図

Z.. ..... ，I f - ｃ ｴｾ ＮＮＮ Ｎ ， ・ Ｓ ・ ＱＱ Ｎ ＱＱ

一 一

ｦ ｾ Ｍｩ ｊ す す 芯長

設備の増減や移設が容易ですユ

設備ライン卜.であれば胞工 中は むろんのこ t竣 工 後

で ふ 照明器具、設備プレ ー トの地 i成や移設が

等易にできます。

索差モジュール天井

Z ライン

主主
- ぉ問合せ、カタログのご鏑求は 東芝電材株式会社施訟照明緯具事業部〒 105 ｊｉ｛ ＺｪＧＺ ｲＮｬ Ｑ 港区芝 ￬ ｬｦｩ トＱＭＴ Ｓ Ｈ ｊｉ｛ｾ 浜 怯町ピルＩ T E L  (03) 454- 881i (  Al t )  



「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パ y ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。l 揖入 ご希 望 の 方 は 日 本建 築 協 会 ま で ( 電，li
T
o0 6- 2 3 1 - 9 6 4 8) お 申 し込 み F さし、 。

な お 、 郵 送 料 は 実 質 い た ど き ま す 。 年 fli !P.持続( 12冊￥ 7 ，8 0 0 ・ 送 料 当 方 f' I N) の お 申 し込 み も l必 じ ま す。

ホ印 は 欠 号

X  
昭和4 6年 ( 5 24長) 昭和4 7年 ( 5 3j集) 昭和4 8年 ( 5 4集) 昭和4 9年 ( 5 5築 ) H!'j 和5 0年 ( 5 6集) 昭和51 年 ( 57 築) 昭和52年 ( 5 8集) ｕｴｻｾ 河 Ｑ ＵＳ 年 Ｈ ＵＹ ＭＡｴ Ｉ

住 宅 - 60 年年代代 の 冬 季 オ リ ン ピ y

*  

判ド

デザインの 動 向 一

1  
総展柄 と 7 0 望の

?  と 札 申 見

建 築 1J. T守 ぼ 史 的 環 境 保 全 1:;(1 
r・!." 館

証 言 7 6 建動 築
デ ザ イ ンの 動 向 一

新! 日のコントラスト
デ ザ イ ン の 向 部 分 と 全 体

都 市 エ 耳、Jレギと
ｊ 弘 ｾｴ ［｟ ュＭ ＵＧ ウノ

iリ! 日 の 建 築 は 建 築 基 礎 榊 造 兵1車保ー そ の j風土

2  6 0 0 号 記 念 号 の コ ミ ュ ニ テ ィ純 東 海 の 新 建 築 水

無 公 害 : 化 ピ Jレ
:ll: 

ど う な る か の 問 題 点 と建 築 建 築 界

イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

*  *  
日本建 築 協 会6 0周

医 療 胞 設 - j ，i. W Hl

3  建 築 基 準 法 保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 胞 tll: 年記念号・ニュー

デ ザ イ ン ピ ル テ ' イ ン グ
タ ウ ン の 管 痩

築 と情 報 ンステム

都 市 生 活 と 既 成 市 街 地 の 住 p  c 板 を 使 用 コンクリー卜の導品

4  都 市 交 通 IUI 1凶 レ ジ ャ ー と 胞 設

宅 地繋( 坊 の 方 策 し た 工 業 化 住 宅

床 工 法 と 材 料 質 管 埋 と行政 指 外 壁 塗 装 材 料

み ど り
の 方 向

刻院

大 阪 国 際 北 摂 ニ ュ ー

5  企 画 と 設 計 本 ヰ11 用 社 会 ・ 建 築 法 建 築 防 災 と 法 日 影 t見詰11 と 法 電 波 F章 容 と 燈 築

の プ ロ セ ス
ピ Jレ テ ' イ ン グ タ ウ ン 計 画

解 体 工 マ: li t i ! 主住 宅 の 設 備

老 人 建 築 生 産 と 流 通 都 市 の 景 観 と

市 街 地 盤 倫 身障者 ￱ｾ 設
組 合 方 式 に よ る

6  

機 怖 の 変 容 1ii臣Z 抗d又 集 合 住 宅 J 十個lコ ミ ュ ニ テ ィ

住 宅 ー 建 築 家

*  
建 築 と プ レ ス ト

7  都 市と ｩｾ 湾 ピ Jレ σ〉 宇i レ ス ト コ ン ク リ 工 場 建 築 と 設 備 !照 明 設 i脂 住 宅 設 繊

拘置
亨日7  σ〉 す ま

L 、

エ ネ ル ギ 化 ート

転 換 期 の ( 娃 中 て(:)
ホ

品 層 プ レ ハ ブ 生 活 排 水 処f里胞設 鉄 骨 附 造 の
Ｒ 理主地しおける ｉｾ 造問 ｬ 凶

8  新 用 途 地 域 串11 と ＭｊＮＺＮ 阪出港 と 戸 ｾ前副 ｍ 新 ｌｾ 、 面 、Ａ 渓 ｊ ｉｬＺ ，lt 

ニ ュ ー タ ウ ノ
環 I克

住 宅 の 例 造 設 計 。〉 あ り 方 ジ ョ イ ン ト
7 ロ J ム 7 ト

*  *  *  *  *  
日本住宅公団と主主 C  A  D  

9  軟 弱 地 盤 と 渓 災 者1I 市プ住 環 境 へ の ｴｉ可造 と ￱ ｾ 工 人間環 境 と し て の 一築 住 f本 σ〉

L'  
Si i f十とコンピュータ

ア ロ ー チ
み ど り

タ ー ミ ナ ル ノ、ードとソフト
築 作 日日

変 貌 す る

*  *  
騒 音 対 策 と 結 露 防 止 対 ミニ 開 発 か ら 計 画

10 都 市 防 ｾ＠ 仕 上 と 材 料 h失l i t艮 防 水 工 事 の 自主
可ロ

建 築 生 産 i汝{ 列とその対策
防 音 材 料 策 と 断 熱 材 料 的 ミ ニ 開 発 へ

第 8  恒l 第 9  凶 f，f; 2  
。

回 第 2 1  回
"々命2  

2  2  回 第 2 3 白I 建 築 に お け る

第25 J!!1背 年 技 術 者11 

青 年 技 術 者脊 年 J 主 体I 者 青 年 J主 術 者 青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 T ' f 年 技 術 者 省 エ ネ ル ギ ー 化

訓" ヨ ー ロ y ノマの ピ ル 防 災 に
設 備 か ら み たホ

12  自 然 と 北 陸 の 新 建 築 集 合 住 宅 の 設 備 第 24 1日l 青年技術者 ピ Jレ 環 I克

レ ジ ャ ー 空 間
ま ち づ く り l提l す る 12 :! ;t 建 築 の 問 題 点

- 昭和54年 l 月号「転換期の再開発」特集、 2 Jl-l} ｲ 大阪市港ポートタウン ｪ 特集、 Ｓ 月号「商業ｾＱｬｉＱｊ特集、 Ｔ 月号「コンクリートのひびわれ ｊ 特集、 Ｕ 月号「日影規制」もそろっていますＮ

11川11川11川11川11川11川l川11山11川11川11川l川川11川11川l日川11川l川川11川11附11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11111川11川111川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1“l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川i“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11 }  

( 社) 日本建築協会

建築 クラブ演題と講師

52/  1  JI J j 集 の .L、

211 芝 J11;- ウラ" 司

3 f t  パラの，:ii (ス ライド f i HOl

4 月 お ん な の Hl!

5  J  1  r行さを保つ )j 法

犬主主 平 l¥; 大阪大' 下名瞥教 t1

fJ! 雌 F!; 材i L¥; ( 附コマ スタジアム I W

伊 藤 克 三 氏 大阪大・学教11

，人 I!¥ r  氏 側読売テレビ参与

講 演 記 録 の 残 音11が ご ざ い ま す の で ご 希 望 の 方 は

事務局 ( 2 31- 9 64 8 ) へ お 申 込 み 下 さ い 。

一 部10 0問 、 送 料 笑 'Ei

5 3/ 1  fJ 

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

10月

I I 月

12 月

5 4 / 1  JI 

2  JI 

3  JI 

4  J I  

- 60i P映l，biiii Uf l l l l Hi を1M返って- J 三 毛 d 一 氏 三和 ｦ ､ 用金 ＯＰＱ Ｑ 攻 Ｇ ｉ ｈｾ

6  Jl 銅鐸について ! 日中 日E 氏 中千! 粗大' 学 教授

7  Jl 関西新空港の技術問題 佐 野 正 一 氏 Ｈ伶安 井建築設 ｊ 十・ ｉ ｾ 務所社長

7  n  i"f /)..1 ｾｴ ｃ ｾ＠ ，' ，与め ぐ リ ( 第 1 回) 大宅勝 ' Il 寺 ・在XIJ ，¥寺 ・日n寺 弘川

8 月 政浪する党鈍について 儲 爪 金 占 氏 会社更生管財人

9 月 日本人と i' .J也 I.，. ! 谷弘 一 氏 日本住宅公団関西支社長

10 1' 1  寸' ? とアジアを旅して見たこと

l l J l  m林寺の明白l

12J I 夕 食 会

思った こ と | 制 限 戊 氏 居酒屋 「山小屋j 主 人

| 時的 o)l ifi 氏 大阪市立美術館長

くりしの 中の大阪i . i

n世Ilvq Ji 山J丹

J ，附納物に ついて

中IAを旅して

写呉あれこれ

大阪総『斉の今昔

氏

氏

氏

氏

氏

氏

浩

一

夫

勝

郎

五

回

雌

敏

一

省

村

仲

町

村

本

田

山

下

水

状

今

杉

八

四天£寺女子大学よ器削

錦城薬品( 附社民

日本新薬( 附生産管理宅次長

中央'tl l . 気工業{ 附会長

十手本'1'J 氏土品宿主

(州東京 I陶工 'J サーチ

関西支社次長

7 月 ζ れからの経済景気の見通し 熊取谷 武 氏 日本証券経済研究所

大阪研究所長

ｾ＠ 品 氏 自i I i 大阪府副知事

戎 良 男 氏 仰戎工務前社 u

中 尾 良 g} 氏 中峰 山応用i 主

ｴｾＧＱ 里俊 一 氏 神戸商科大学 教11

8 月 私の見た中国

9 月 ミニ開発に将来はあるか

室町 ・江戸期の性絡の歴 史

三 人寄れ/ ; l '

夕 食
L>.  

，. 

大阪の j生刊J 主$:J.. Ul ! 禅師 鈴 木 屯H I < 氏 鉄 Hl ! 与住職

除 /1/ 1， 郎 氏 府藤( 附常務取締役

柴 i t 政 彦 氏 側忘ｾｦＧ陶石社 ｬｫ

角 谷 良 一 氏 キリンレモンサービス (11. J 社長

うるしと t長官是

ｩｬｬｾ 島 ｭ タイルの略世Ｚ
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- 中国を訪ねてく 4>一 一王柏群

美 術 の 春

北 京 へ 若 い た 翌 朝 、 ホ テ ル の 食 堂 で 旧 知 の

石 嘉 福 さ ん に ば ったり出会いました 。神 戸 出

身 の 石 さ ん は 現 在 東 京 で 写 兵 家 と し て 活 線 中

で、すでに初公開の写兵集“ 敦士皇" を出版し、

今回はシ ル クロード全域 を 取 材 し て、ちょう

ど 北 京 へ 戻 ったところでした 。

食 堂 で 別 れ て か ら し ば ら く た って 、彼から

館 内 電 話 が か か ってきました 。 “ 珍しい方が

待 っ て お ら れ ま す よ " と 言 う の で す 。 設かと

思 っ て 彼 の 部 屋 へ 入 る と 、 版 画 家 の 李 平 凡 先

生 が お ら れ る で は あ り ま せ ん か 。 私 は 先 生 が

8 年 間 ほ ど 日 本 に お ら れ た 頃 、 美 術 を 教 わ っ

た 生 徒 の一 人ですが、思いがけなく 30数 年 振

りにお会いでき、感慨無益です 。

李 平 凡 先 生 は 、 帰 国 後 も 北 京 の 中央 美 術学

院 や 各 地 の 芸 術学 院 で 日 本 版 画 史 な ど を 講 義

される 一 方 、 全 国 各 地 で 浮 世 絵 や 日 本 の 近 代

版 画 を 紹 介 さ れ る な ど 、 日 中 美 術 交 流 に 貢 献

してこられました 。 また、 1959年のライ プチ

γ ヒ世界 美 術 展 で は 銀 貨 を 獲 得 さ れ た 、 現 代

中国の 美 術 界 を 代 表 す る 版 画 家の 一 人 な の で

す。 私 の 祖 国 訪 問 を こ と の ほ か 喜 ば れ 、 日 程

が 許 せ ば ぜ ひ 北 京 の 画 人 に も 会 ってごらんな

さいと有難いご配慮: をいただきました 。 もち

ろ ん 願 つ で も な い こ と で す の で 、 日 程 の 方 は

必 ず 調 整 し 、 ご 迎 給 す る 旨 お 伝 え し 、 当 日 は

お 別 れ し ま し た 。

偶 然 が 重 な り 、 そ の 日 の 昼 食 時 に 義 理 の 甥

に当たる 隙立人君( 東京平凡社勤務、作家隙舜

臣氏長男Ｉにも ｉｾｉ 会い、奇ｾを喜び合いました 。

j嵐長写真の取材のため単身北京飯! 吉に投宿中

で す が 、 李 先 生 の お 話 を 伝 え 折 角 の 機 会 だ か

らと誘うと、ーもこもなく 同 行 を 希 望 、 後 日

1皮 の 日 程 に も 合 わ せ 訪 問 日 を き め ま し た 。

8 月 14 日 の 午 前 中 、 李 先 生 に 伴 わ れ て 、 私

と 隙 君 は ま ず 最 初 に 故 宮 の 近 く 来 安 門 南 街 に

ほ光! ! 官画伯を訪ねました 。 有 名 な 斉 白 石 画f自

の 高 弟 で 当 年54歳 、 午 前 中 は 欠 か さ ず 画 筆 を

と ら れ 、 午 後 は 休 息 、 散 歩 と 悠 々 自 適 の 日 々

を過ごしておられます 。 中 国 で は 男 子60歳、

女 子 55歳 の 停 年 を 過 ぎ て も 、 引 き 続 き 7 害Ij の

給 与 が 国 家 か ら 支 給 さ れ 、 老 後 の 基 本 的 生 活

は保証されているのです。

圃{ 自は長女の b.¥XU分H分さん( 英語教師) ととも

に 快 く 迎 え て 下 さ り 、 ひ と と き 歓 談 の 後 、 私

と 隙 君 の た め に 記 念 に と 畿 を と ら れ ま し た 。

眼 前 で 色 鮮 や か な 索 時 ら し い 花 鳥 画 が 見 る 見

る う ち に 仕 上 が って い く の を 、 隙 君 は 夢 中 で

カ メ ラ に 納 め 、 私 も ラ イ ト マ ン に 早 替 わ り 0

Ｕ と直 ｬ をそれぞれ Ｒ 枚ずつｻＡｾき終えられた頃

折 よ く 夫 人 も 帰 宅 さ れ 、 私 ど も は 連 れ 立 って

近 く の 北 京 飯 庖 へ 昼 食 に 出 か け ま し た 。

“ 歴代画家故事" の編者でもある画伯からお

話 を 伺 った り 、 夫 人 やH分H分さんとおl諜りした

り、長年の知己のように打ちとけ、時間のた

つ の が と て も 早 く 感 じ ま し た 。 残 念 ながらつ

花鳥画を箔 かれる慮光照画伯

宮の訪問もあり、 2 fI寺過宮にお月IJ れ しました。

都心よ .り 西 へ タ ク シ ー を 走 ら せ 、 西 四E巨大

街 の 刈 継 白 画 伯 宅 へ 到 着 し た の は 2 時 半 頃。

比 較 的 新 し い 四 合 院 住 宅 の 門 を く ぐ って 中

庭 へ 入 る と 、 若 い お二 人 の 姉 妹 が に こ や か に

出 迎 え 、 正 面 の 応 接室 へ 案内されま した。し

ば ら く し て 刈 画 伯 に お 目 に か か り ま し た が

成 画 伯 よ り 少 し お 若 く 、 や は り 停 年 を 過 ぎ て

なお精力的に制作をおしけておられます 。夫 人

二女一男とも画人という 、まこと に羨ましい

美術家一家です。

画室で作品を拝見していると、 i! ! l i 伯はふと

隣室へ入られ、 一 仰 の 画 を 手 に し てこられま

した 。 なかなかの大作で、令 i必 も 手 伝 い 私 達

の前で拡げて下さいましたが、題して“ 美術 の

春 " 。未 発 表 の 作 品 だ そ う で す 。笠 31t 占ほども

ある画面一 面 に 、 さ ま ざ ま な 姿 態 の 女 性 群 像

が 生 き 生 き と し た 明 る い 表'mで描かれてあり

ました 。

四 人 組 に よ る 想 像 を 絶 す る 美術 界 へ の 干 渉

抑圧を思う とき、この作 品 は まさに創造の自

由 を 回 復 し た 美 術 界 の 喜 び を 端 的 に 表 現 し た

労 作 と 言 え ま す 。 /111¥1墜に郭 j末若前科学 院 院 長

による“ 科学の春" という感銘深い講演論文が

脳 裏 に 浮 か び ま し た 。 “ 美術の春" もそれに劣

ら ず 大 衆 の 心 に 深 い 感 動 を 呼 び 起 こ す こ と で

しょう 。

画伯が記念の画を描いておられる問、ぁ、二

人 の 姉 妹 は お 祖 父 機 の I ml集 や お 父 様 の 紫 描 集

を持ち 出 されては懇切丁寧に説明して下さり

中 国 茶 を 何 度 も 入 れ て 下 さ る な ど 、 そ の 甲 斐

甲 斐 し い 接 待 振 り に は 全 く 感 激 し ま し た 。

長女の醤さんは全国から 10名 と い う 難 関 を

突破し、現在は中央美術学院に在学中、弟の才

能 の 方 が 上 で す と 謙 遜 さ れ ま す 。 認 し 振 り に

まだあどけさの残る次交の 葵 さんは、小犬が大

好 きだと少女と犬の画を 揃い てくれました。

彼女達の明るく 美 し い 姿 は 、 先 刻 の “ 美 術

の 春 " に 描 か れ た 女 性 群 像 の 豊 か な 表 情 に も

製作中の到j継白薗伯と次女婆 さん

倍 し て 、 現 在 の 美 術 界 を 標 傍 し て い る よ う に

思 え ま し た 。

刈 ii ! i i 伯は“ 東北虎" の保諮問題や桂林の山水

等につ い て 興 味 深 〈 話 さ れ 、 と く に 国 際 交 流

が 美 術 の 発 展 に は 不 可 欠 だ と 強 調 さ れ た の が

印象的でした 。 日本の竹内楢鳳、ス ペ インの

ベ ラ ス ケ ス の 画 }! l をとくに高く評価され、モ

ネ や ド ガ な ど 印 象 派 の 作 品 に も 関 心 が 深 い よ

うでした 。 l亙!伯 の お 話 か ら 、 私 は 日 本 の 交 流

史を思い起こし、 ifrl 現船で念願の中国へ波っ

た中世日本の画人雪 舟 も こ の 北 京 の 地 を 俳 個

し た で あ ろ う と 想 像 を 巡 ら し 、 感 慨 を 党 え た

次 第 で す 。 ちなみに、現国立東京博 物 館 蔵 の

四 季 山水画は、 雪 舟北京滞在中の作と 言 われ

ています。

親 子三 人 で 私 と 隙 君 の た め に 計 6 枚 も 描 い

て 下 さ っ た の で 夕刻までかかり、ち ょうど美

術協会へお勤めの夫人も帰宅されたので、 刈

Ji ! j j 伯ご一 家 と も 北 京 飯 庖 で 夕 食 を 共 に し つ つ

歓談し、尽きぬ話題にl J lJ れを惜しみつつ 8 時

頃記念撮影をして、ご一 家 と お 別 れ し ま し た 。

日 も と っ ぷ り 暮 れ た 頃 、 車 が 郊 外 に 近 い 団

地 の 一線 に 近 く と 、 法 曽 画 伯 失 安 が 私 達 の 到

着 の 遅 れ を 心 配 し て 、 入 口 に 立 っ て お ら れ ま

す。 恐 縮 し た 私 達 を 3 階の自宅へ案内される

と、早速 ζ 夫 妥 の 作 品 を 見 せ て 下 さ い ま し た 。

失 人 の 函 は 工 銭 画 ( 中 国 函 は 工 筆 画 と 写 窓 画

に大別Ｉで、全く半 ｾｪ 綴に捕かれています 。

40裁 の 沼 曽 画 伯 は 歴 史 上 の 人 物 画 を 得 意 と

し、卓越したち家でもあります 。私は先年、

長 崎 唐 人 館 に 展 示 さ れ て い る 中 国 政 府 寄 贈 の

S 画 を 参 観 し 、 著 名 な 大 家 の 作 品 中 と く に 画

伯の独特な ｾｦ 体に魅せられた 一 人なのですが 、

Il Nの 前 で 仰 毛 し て い た だ け る と は 夢 に も 思 い

ませんでした 。 一見無幸iE作 に 筆 を と ら れ た 画

伯 は 、 力 強 く か っ 流 れ る ご と き 筆 捌 き で一 気

阿 成 に 往 き 上 げ ら れ 、 隙 君 は 慌 て て 撮 影 、 私

は 写 兵 を 織 る の も 忘 れ 画 伯 の 運 筆 の 妙 に 見 と

れました 。ｻ ｾｽのほか、陳君に李白像、私には

拘留探{ 象を豪快に描いて下さいました 。 タク

シーを待たせていた 関 係 で ゆ っく りお話しす

る暇も会くお別れの時間とな った の は 全 く 残

念 で し た 。

今 年 の 2 丹、 7 カ 月 振 り に 李 平 凡 先 生 の 元

気 な お 芦 で 電 話 が あ りました 。 日本の友人の

招 き で 今 神 戸 へ 芯 か れ た と の こ と 。 早 速 お 伺

いして再会を喜び、北京滞在中のお、ネしを述べ

ました 。 北 京美 術 工 芸 学 院教 授 に な ら れ た 氾

曽 画 伯 作 の 鑑 其 利 上 像 を 奈 良 の 唐 招 提 寺 に 、

南の大家、 fi'[. 州 美術 学 院教 授 洪 世 ifI 画 伯 作 の

パンダの指盛( 指で描 く 墨 画 )を 上 野 動 物 図 へ

そ れ ぞ れ 寄 贈 さ れ る な ど 、 相 変 わ ら ず 友 好 交

流 の 輸 を f広げておられ、神戸では思い出深い

北 野 阿Tの 旧 居“ ウロコの家" ( 夫人の実家) で中

国 現 代 岡 家 作 品 展 を 聞 か れ ま し た 。

大 阪 、 東 京 な ど で も 展 覧 会 を 予 定 し た 多 忙

な滞在日程の中で、 5 月上旬、先生ご夫妻と

共 に 福 岡 、 熊 本 、 長 崎 と j L J +I へ旅し得たこと

は 北 京 滞 在 と 併 せ 私 の 生 涯 の 佳 き 思 い 出 です。

ご夫妻の伺l 多幸を念じつつ主任を捌きます 。
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許容欠 陥寸法の算定手順

図 3

許容欠陥寸法と

設計要求{ 申び性

能の関係

表 1 許容欠 陥寸法2a. . の算定例

B e a m H- 800X 300X 14X 26 

w eldi ng :  Manual and C O  2  wel d (o， =  O.  7mm)  

2α. ， ( mm)  

1， = 10 

91. 9  

91. 9  

54. 8 

表 1は一例として表中の寸法の H 断面梁につい

て、 j奈さ 1，の非1't通欠陥があるときの許容欠陥長

さの算定例である 。

このような結果から、つぎのようなことがわか

る。

①要求性能は、 t荷造や昔日材に応じて呉なるので、

許容限界も当然繊造に応じて変える必要性がある 。

①許容限は I割安告11の靭性にも依存ーするので、使

用する鋼材、溶接材料や施工方法によ っても許容

限が変わる 。

①許容限界の欠陥が検査によ って 10 0 %発見可

能でない場合には、検査レベルに応じて欠陥の採

否限界レベルを考える必婆がある 。

このように許容欠陥寸法は 、情造、昔日材位置、

施工条件などに依存するが、採否基準を細かく分

類することは繁雑になるだけであり、上記①の項

目も考慮 に入れて合埋的な探否基準を全体的なバ

ランスを考慮して作る努力が必要となる 。

( と よ だ ま き お 大阪大学工学部協按工学科 ・助教授、工 I専)

53 
也築 と社会 / 1979年 6 JJ 日

図 2

)

-

m削

-

m

m

-

}

-

t

 

E

一
h

A

U

-

n

L

 

一
一

-

C

M

 

d

-

6

(

-

2

一

×

同

一

a
a守

e

一

1

w

寸

×

一

o

s
一

、
J

a

一

知

w

e

b

一

×

n

一

《

U

O

一

ω

N

一

u円

d

E

O

一

n

-

m

出

一

回

副

一

B

W

一

I  

H  

I[J 

i-It! i宣I

に生ずる変形( ひずみ) を明確にすることであり、

その上に立 って、溶接屋、険査屋としては、接合

昔日にそれだけの性能を必ず保証し 、かつなるべく

低コストになるように努力することになる 。

ここでは、このような要求性能が与えられたと

きの、許容欠陥寸法の決定手順について、紙面の

都合上、静的被荷の場合に限 って述べる 。

許容欠陥のレベルには大別して、

11 ) 品質管理上から 一定の基準を設けて、製作工

手呈が正しく流れていることをチェ y クするための

指傑( ブローホールの発生をチ ェ y クするのはこ

のような目的も大きい ) とするもの

(2)性能上必ず守るべき欠陥の限界値

の 2 つがあり、多くの場合、前者が直接、 補修

の対象 とな っているという矛盾が存在する 。以下

で述べる例は、 (2 )の観点からの限界評価である 。

評価の対象は、その l で例示したような柱 梁

1士口部の梁フランジと位の突き合わせ溶接部に存

在する平面状欠陥である 。 その l で述べた婆求性

能の現状から、問題となる破援は変形が塑性域に

入るほどの大きなひずみ域での磁波ということに

なり、いわゆる全面降伏後破様であるので、破綾

の開始条件として切欠先端の開口変位 ( C O O，a )  

を指標とする C O O仮設 ( o =  o c を破壊開始条件

とするもの、 Oc 限界 C OO と呼ばれる材料定数 )

が工学的には有効であろう 。

図 I (a ) に示すように、長さ 2αの切欠をもっ位

梁接合部 (板幅 W> 2α ) の切欠先端の開口変位 6 と

切欠長さの比 o/αと、この接合部に負荷されたひ

ずみ E との問には 、( b) 図に示すようにほぼ線形関

係にあり、 o/α=me と表示することができる 。

このmの値は諸因子の関数となるが、建築構造物j

の往 ・梁接合部のようなものでは 、IJI ;f 、m三 3. 8

とみなしてよい 。 したがって、使用する材料の破

嬢抵抗値である ocの値と、情造上の性能要求値eD

が与えられると、 f中び性能を確保するための欠陥

の許容限界寸法 2ao が、

2aD  =  O.  267 o  c  /  e  D  (l )  

で求めることができる 。 しかし 、( 1 )式

によると、のが小さいか 、れ が大きい

高靭性材では、いくら大きな欠陥があ

ってもよいということになるが、現実

には、そのような場合、欠陥による断

面欠損が大きくなって、設計上要求さ

れる耐力に達することなく破断してし

まうことになるから 、市t力の点から欠

陥には許容限があるはずである 。

図 2 はそのような観点に立 ったとき

の許容欠陥寸法決定 の手順例を示した

もので、 図3 に許容欠陥寸法を定性的

に図示しである 。図 3 の曲線①は(1)式

より求められるものであり、 f申び性能

を保証する許容限であり、曲線②は、

梁材の全塑性曲げモーメントに等しい

曲げモーメ ン トを与えた ときのフラン

ジのひずみと欠陥寸法の関係 を示した

もので、結局、図中の斜線部分が耐力と

伸び性能の両者を満足する許容欠陥寸

法範囲となる 。
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柱・梁仕口溶接部の

伸び‘ 性能 (その2 )  
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建築鋼椛造物の往 梁仕口昔日には、その l で述

べたように、大きな変形能力が要求される 。 した

がって 、仕口 溶接部は溶接施工に卜分な注意を払

う必要があるが、それでも発生した溶接欠陥につ

いては 、 どこまで許容できるのか、またブローホ

ールのような欠陥はあ っ てもいいのか、などが Ｑ［ｾＧ

に関心の的とな っている 。溶接欠陥の許容限の適

切な評価を行うことは、製品コストとのかね合い

もあ って重姿である 。最近、破壊力学的手法の進歩

と相ま って、合理的評価lへの努力が重ねられてい

るが、従来は、構造要求性能がl明確でなく 、定性

的論議に終始していた感がいなめない 。主要なこ

とは、まず設計者 ・管理者が接合部の要求性能、

たとえば建築精造物の全体崩壊までに溶接接合部
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全電化住宅

(その 2 ) 一一厨房器具

宮 崎 光 彬

liij ｾｽでは、全電化住宅をとりまく環成と ＿Ｗ ロ

の悦 lJ. からの問題点について述べたが、本号では

よ*1本的な掠共のレベルにおろし、給湯暖房システ

ムと Jf;とんで大きな I:l J匙j をかかえている台所の 'i l1化

にしぼ って、現状と問題点を述べてみたい 。

. 電気こんろ

台所の i"I J : 化にと って長大の問題点は、 '.u気こん

ろである 。除米では圧倒的多数が1IT気こんろであ

り、技術的な問姐はないが、これを 11 本の家庭に

適問しようとすると、まず| 問題になるのが電気容

比である 。

i X. i ¥米では 4 1  1のこんろがスタンダードであるが、

仮にこれを 2111こしても、 1，11 .5k wが必要である

から 3 k w。これにグリルをつければ、さらに 1. 5

k wが}JII わって合，; r 4. 5kwということになる 。 これ

を 100V の電源でまかなうとすれば、 45Aの本は

が必要であり、エアコンまで合めて 30A でまかな

54 也績 と社会 / 1979年 6 11 ｾｽ＠

っている円本の現状からみて、大幅な普及は望め 在、阿ドイツでは、換気フードに減紙フィルター

ないことになる 。 を設位して、屋外排気は行わないクローズドの換

したがって電気こんろを主調理器具とする全電 気袋置が主流となっているが、このシステムの成

化住宅を実現するためには、200V電源の設置が不 立する前提は、燃焼によって室内の空気を消粍す

可欠にな ってこよう 。Jii 近エアコンの普及上界に ることのない電化システムであることと、加熱調

ともなって、マンションを中心として 200V電源 埋の中心がオープン料理で、食物から出る油Jmが

の設程が進んでおり、数はわずかであるが、 200V Jol i 内で回収されることの二つである 。

用の電気こんろが出廻りはじめている 。 ，ｦ［ Ｈｬ ｦ［ｾきの湯合には上火式のポ γ クス形グリルに

電気こんろ化にとって第二 の難1>11は、宇果火を使 することによって 、油脂のmi 内向収が可能である

うという調理の習慣である 。われわれの調査でも が、鍋物料理の頻度が多く、 iHI を大量に消貸する

炎が直接見えないと、どうももの足りないという 日本家庭の現状ではクローズド化はきわめて困錐

人が多数あるため、こんろにはグリル( 主目的は である 。 しかし、煙公害、ニオイ公害等の問題怠

魚焼きであるが) を付設し、グリルのヒーターは 織が発生してきた昨近、賜物料理からオープン料

赤熱させるという対応が必要となろう 。 思への シフトによるクローズド・ システムの可能

一方、電気こんろ化の fl J. r，')，は、安全、消潔、コ t' i : も検討してみる価値はある 。

ントロール性向上である 。欧米では、こんろの上

而をセラミ y クプレートでお、おうスムーズ ・トッ

プタイプの比率が上対し、 一層消掃性が良くなる

とともに、先た I1 の美しさも附してきた 。さらに燃

焼によ って室内の空気をよごさないという点が大

きなメリ y トといえる またコントロール性とい

う而からいえば、弱火で! . i : 込む際の小火調節が安

全性とのからみでガスこんろの 一つの弱点とな っ

ているが、 1E気こんろでは簡単に行うことができ、

エネルギーロスを ｪ 比少 ｬ ニｾｊｬさえることができる 。

エネルギー効率の Iloで、は、電磁誘導 IJI I熱の技術

革新が進められており， ＧＱ ｾ ｬｊＺ気こんろとの使いわけ、

もしくは代将が行われる可能性がある 。

- 電子レンジ・電気オーブン

欧米では調理の中心はオーブン料理であり、オ

ープンの使用額l支も向いが、 11 本ではまだまだオ

ープ ンのヰ11m度は低 〈、ケーキ焼き、 パ ン焼きの

段階にとどま っている場合が多 L 、。近海ものの鮮

魚が予に入らなくなり、冷凍もの中心になるにつ

れて、オープン料I'I1の作及が進むものと忠われる

が、当分の 1/目、オープン・レンジという形態が中心

となると兄られている 。 オープンの使用頻度が r，.J

まれば、ふたたびオープ ンと屯許レンジが分離し

て、使いわけが行われるようになる可能性がある 。

いずれにしても当 I師、 11 本では、電子レン ジの使

用頻度がはるかに高いが、この屯子レンジを使い

こなすソフト ウエアの1m絡が全電化の推進にt : f

与するものと j割l侍される 。，'11 [- レンジの基本的機

能は調思11，1' 1/日 の短縮であるが、行エネルギーとい

うIWI 而もあわせ持 っており、アメリカではむしろ

節電機探として屯 rレンジが受け入れられている 。

' i l l ; チレンジを wn したすiエネルギーの } J 法には、

大きくい って三つの }J 向がある 。

①オーブン料思をやる際には 、オープン容量

f不に数回分をまとめてっくり、フリージングして

おいて、必要の自 ｾｓｊ Ｎ支電子レン ジ で解凍する 。

②オープン料政の 11
'
ml で、 7G子レンジ加熱をは

さむ( オープン ・レンジの場合) 。

③オープン料問、 w物料開の前工程で電チレン

ジ加熱を行う 。

- 換気装置

全電化が進行し、オープ ン 料ｾ化が進むと、換

気装置をクローズド化することが可能になる 。1見

- 食器洗機

i X . i ¥米に比べて普及の立ち遅れている電化製品の

ひとつに食鵠洗機がある 。 普及を阻古する要因と

しては、

① ｾ ｴｴ 気写字盆の不足で湯沸ヒーターを内蔵できな

し、。

② 食g の形が按維なうえに、でん ぷんnが付后

して落ちにくい 。

① 設 ia スペースがない 。

などが身えられるが、②項は浪湯を 60・C 以上に 上

げるなどの方法でクリヤーされており、①項につ

いては、外部の湯沸器から熱湯を供給する方式で、

対応しているが、給湯できる場所に設a宝スペース

があるとは限らず、大きな降客とな っている 。電

気こんろの場合同様、 200V化をま って、ヒーター

内縦形にしていくのが正攻法と忠われる 。

また、設置スペースの問題は、後述するシステ

ムキ y チンとの関連で考えてみたい。

- システムキッチンとの関連

最近わが国でもシステムキ y チンの将及が進行

しはじめた 。 システムキッチンというのは、作業

台、シン夕、収納部 、電化製品等、台所に必要な

設備をすべて 一 体化したもので、丙ドイツでは台

所設備の主流を占めている 。

住宅スペースが狭いわりに、家電機絡が大盆に

l普及しており、そのうえ、和- 洋 rl' lp ; という多彩

な食生活から、使用する道具、食2誌の数が多い円

本の家庭には、壁面をフルに利mして収納スペー

スを雌保し、各種の設備機r . 告を合問的にピルトイ

ンしたシステムキッチンを必要とする条件が繍 っ

ており、徐々に' } ! { - 及が拡大するものと込1われる 。

このシステムキ γ チンに凶房総兵をピルトイン

する場合にも、防火対策、排気等の条件からみて

全沼化での対応がはるかに容易であり、この方面

からも全沼化住宅が要請されている 。

システムキ y チンの普及が進むと、現在の流し

台 3/J . セ γ トの倍程度の作業f? カ句産保できる可能

性が怖く、食禄洗機のスペースもアンダー ・カウ

ンターに ｦｩ ｲｾｦ 呆できる 。 また全Ｇ［ＧＰＺ化することによっ

てエレクトロニクスの適用が容易になり、マイコ

ンによる集中コントロールも可能にな ってくるで

あろう 。 ( おわり )

( み や ざ き み つあき 東京芝浦電気KK軽屯営業企画部課長 )
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湿式工法の新しい

外内装仕上材

山 月 国 雄

高度な仕上材の開発

建築の設計段階では、空間の目的に応 じて十分

にイメー ジが繰り上げられ、 工事に入 ってからは、

設計されたイメー ジが内・外部の造作によ って入

念に仕上け、られる 。 ことに最終段階に入 ってから

の仕上工程では、選択された仕上材料の種類、仕

上材に伴う工法の如何が、建築物全体のイメー ジ

づ くりに決定的な影響を与える 。し たが って、仕

上材料の選定とその施工の成否は、外部や内自日空

間を合めた全建築 ＨｉＧｾ iJ 評価を左布するまでに重大

なポイ ン トにな っている 。 こうした芯昧で高度な

表商の仕上げと、その高度な11: Iニげを可能にする

材料がますます必要とされるようになる 。

H宇今の外壁仕上材と しては、 uj，: 1寸1j: ｉ ｾ 材が 一 般

的であるが、下地材、情成材の変化に伴い、 ド塗

りを有国唱でき、 R C而の不陸とか窯業系板 ・パ ネ

ル板目地をカバー す ることが比較的容易である厚

付け仕上材へ移行 しており、多様なテクスチ ュア

を造り、笠宮な色彩とデリケートな色調を造ると

いった造型的な要求を満足させるばかりでなく、

耐候性 防水性 ・不燃性などの シェ ルター的な性

能要求をも満足させる高度な仕上材の開発が求め

られている 。

フランス生まれの外内装仕上材

ところで、フランスで生まれ、わが国でも近年

高級住宅やマンションのソフトなテクスチ ュアに

使われており、 l青銅iのフ ァサードやナチ ュ ラルな

内装、企業の本社ピル等のイメージづくりにも伎

ョリパット 〉は、前述のような壁面に要求される多

機な造型的表現や各種性能に幅広く応えられる材

事ヰとして j主目されている 。

この特性を自由に駆使して、単純な作業で造型

的な要求を満足させる省力化工法 〈ジョリパット 〉

は、十数年にわたるヨーロ γ パ各地での実績を通

じて磨きぬかれてきた工法で、 一般の外壁仕上材

にと っては致命的なクラ y クの発生に対しでも、

優れた性能を示してくれる 。

理想的な外壁性能

この仕上材は、アクリル系樹脂を主成分として

いて 、下地を選ぱず、ローラー・コテ ・へラ・ l次

付け等の工法を選ぱず、 m' 当たり 2 kg で十分な性

能を発輝し、 一度乾燥した後は大きな引張り強度

を保ちながら強靭な弾力性を合わせも った理想的

な外壁を造り出す。

ちなみに、外内装仕 |二材としての理想的な特性

を雄理してみると、つぎのようになる 。

① 耐 久 性 錦 度 一一 見た目にはソフトであるが、

乾燥後は鋭い金属でひ っかくと火花が出るほど強

〈、しかも ｦ 革 Ｑｾ は付かない 。

②耐クラ y ク性・柔軟性 強い蝉力性をい つ

までも失わず、クラ ックを防止する 。

③防ノk性 一度乾燥すると完援な防ポ性をも

つようになり、外壁にはう ってつけである 。

④ 防火性一 一基材同等品として合絡する防火性

の高い仕上材である 。

岳付. a 性一 一下地材に選り好みがなく、広い適

応、性が施工を容易にし、頑固な付去を 示し て作業

効率を高める 。

@ 蒸気透過性一一ー外壁椛成体内の水蒸気の発散

始末度合いが高い 。

吸水性下地材の仕上げに最適

本来、建築の外壁が必要とする 一般性能のほか

に、とくに、下地の水蒸気またはポ分の発散性能

を重要項目に上げなければならない、日及* 性の高

い、 A L C板 - 窯業系板等の需要がI自大している 。

こうした l吸ノk性の高い外壁体内のノk 蒸気の始末

を配慮した仕上材を使用しないと、内部結露によ

る断熱効果の低下とか、凍結 ・気化による膨張圧

われるようにな った湿式工法の外内装仕上材 ( ジ によ って仕上材の剥離などの現象が生じやすい 。

ジョイント部の仕上げ

し JJl L s三L

(ジョリパットフ ィラー)

窯業系板下地施工例

/  窯業系板下

ちなみにその仕上材の商品である くジ ョリ パッ

ト〉は、⑥の蒸気透過性は別衰のごとく優れた性

能を有 し、壁画防水性についても十分なる性能を

具備するものである 。

別表 蒸気透過性

J IS  6910  6- 4による透水性試厳結*

主材の塗布量 上塗り材の 透水量 蒸気透過盈

(kg/m' )  有・黒 (mI) (g/m'. day) 

品 名

③ジョリパ γ ト l  2. 5  無 0. 3 0  188  0  

ジョリパ γ 卜 2  2. 3  

イT

0.2 0  
159 "" 

(BJ C 100)  

③合成樹脂エマルジヨ

ン呆燥機吹付材 l  

2. 6 11 0.2 0  97 x  

@合? 樹脂エマルジヨ

ン呆機械欧ft 材 2  

2.4 干I 0. 3 0  109  x  

@ : ? リルゴム呆高弾

性吹付柑

2. 5  有 0. 2 0  6. 5  x  

@合成樹脂エマル ジヨ

ン呆厚ft 吹ft 材 l  

4. 2 無 0.8 x  304 0  

合成樹脂エマル ジョ

4. 6 干1 0. 3 0  153 凸

ノ呆原付欧{ す材 2  

@ 合成樹脂エマ ルジョ

ノ砂壁状欧付材

2.0 撞 3.5 x  

自由自在なテクスチュアが可能

昨今では、と くに 防火地域に建設される住宅、

白書I i 等の| 坊火外技f士 |二材として、 ④ のl坊火性能に

対する需要がJ自加l しているが、本来的には粗商仕

上げの ニーズが高まる中で、内自 rl 手H テクスチ

ュア表現が 'r.i われているとい った方が正し L 、。施

工にあた っては、蜂の巣ローラーから住宅の和風

・洋風笠をはじめ、応告I i ・ピル等の用途に合わせ

て多磁多岐な パ ター ンローラー用具が準備され、

ソフトな触! 惑から重厚感あふれる石面壁の表現に

まで成功している 。

なお、最近の組勢として{ 主空間の拡大化が起こ

り、それが一部で地改築の需要を生んでいるが、

技術上の問題が多いこれらリフ ォームの分野にも

この工法が迎えられている 。

( やま っ き く に お 7 イカ工業 K K )

強襲と社会ハ979年 611 乃 55 



日本建築協会

月間の動き

昭和54年 4 月分

理 事
.0. .  

""" 

18日 4 時 - 5 時 15分 於会館集会室

，'IJ，席-I' i 塚 本 福 田 正 副 会 長 ほ か 13名

J高'1> (1 ) 建築設備土法案( 案) について

121 副会長及び理事の会務分掌: の件

131  定例理事会開催日決定の件

141  11百平日54年度委只会委n委嶋の件

151  前年度より引継事項承認の件

161  神戸ガウデ ィー展f品質の件

171  入退会8 承認の件

181  報告 事項

事 業 委 員

若い会員の集い小委員会

. 0. .  

""" 

3 日 6 時 - 8 11キ 於住宅公 開l見'Jl iy 支社分室

n' d市-I'i 阪; f r MIJ委只長 、岩本 桑印 niI車 ・三好

各併 '1訂正か18名

ｊ 品。 ｊ ｾ (1) ｉｉｦｗｉＵＴ 年度副委只長、幹 ｲ ｊｾ の選 出

121  3 月の 事業実施報告

131  新年度の年間事業企画について

141  そのほか

会決終了後、問所において新旧合同の歓送迎会を

開催した 。

広報小委員会

4 日 6 時 - 8 時20分 於会館協会室

，'P. J前打 州村副委 ｴｾ 長、奥村Ｙ｝ Ｎ 片岡 ー ｬ 県Ｉｬ各幹

Ｇ ｊ ｾ ほか Ｗ 名

J高' 1> ( J  1  ｬｉ Ｈｪ 府 Ｑ ＵＴ 年度副委只長、幹、 ｊｾ の ｪｪｪ iJ'， 

121  P  H、研修、親睦各分科会如、14委ぬの編

成について

131  各分科会の事業報告及び本年度の Ｇ ｊ ｾｾ 企

画について

は) そのほか

見学会小委員会

5 日 511.¥'- 6 時半 於会館集会室

，'HI市-I' i ，Ｑ［ 吉田副委只長 、 上出・ ｉ 軒両幹 Ｇ ｊ ｾｉ ［ｴＮか Ｖ 名

ｊ 晶 Ｇ ｊ ｾ (1) 1If{布154年度の副委民長、幹事の選 .' B

121  3)  J の見学会実胞報告

131  4  n  - 6 月の企画について

141  本年度の年 fi fJ 企画について

151 そのほか

委員会

12 日 12時 1o- 2 時 於会館協会室

出席- l ' I 三品 委 員 長 、 市 川 鶴IE . .r: MI:I . 丙村 ・

阪: ( t " 各副委員長ほか 2 名

J島'Ji (1) 昭和54年度正副委員長及び幹事のjjj 1.1'， 

121  作小委員会の事業報告及び本年度の Ｇ ｊ ｾｾ

企画について

131  そのほか

広報小委員会研修分科会

19 日 6 時、ド - 9 時15分 於会館 3 附会決釜

山l市兵 阿村別委口長、原兄 ・ 平川両幹、 ｊ ｾ ほか Ｓ 名

品 ・ ｊ ｾ Ｈ ＱＩ“ ｮ 影研修会 Ｂ テキスト Ｈ ｉｾｊ 組終 Ｉ の会誌 ｈｊ

岐について

121  本年度の事業企画について

56 漣寮と社会 / 1979年 6 月号

広報小委員会「日影問題集」打合会

27 日 411寺- 7 時 於会館 3 階会議室

出席者 佐雌隆二氏( 大阪大" f : ) 、平川幹事

議事 (1) “ n彬l問題集 .. - t 1 J 桜子告原稿について

121  -t1J ;fd ( 内容その他について

編 集 委 員

作品作風小委員会

.0. .  

-;z;;; 

11 日 411、干- 6 時下 於会館集会室

出 席者寺弁ｲＮ ｩｉｊｾｲ ｊＮ 長ほか Ｗ 名

議事 (1) 昭和54年度別委tJ. 長の選出

121  4  .  5 月月の作品について

131  旧委員の反行 事Jri 及び要望 'JH買について

141  そのほか

委員会総会 ・第 1 回編集委員会

13日 4 時 - 711キ 於会館集会主

出席者 指田副会長、 liij 川陽一氏、片倉委只ほか

35名

議事 (1) 昭和l54年度委n長の選出

121  H召羽l54年度各小委tJ. 会副委只長 各分科

会幹' 1>の互選

131  委日会の榊成と編慌について

141  ヲ| 継事項( 4 月号 - 7 月号 )

151 本年度編集のあり )j および収支目標につい

て

161  そのほか

7 月号 「農村施設の変貌J 特集座談会

19 日 5 時、ド - 811寺下 於会館集会室

出席者 吉里F正治(!;r Iil l府立大・目、森脇久嘉( 大

手II ハウス工業 ) 、必本尚久( 近畿大学 ) 、宮;

ｉＧｩｬｾｦｩｻ大阪市立大Ｇ目、 Ｑ 猛谷好奇ミＨ大阪工

業大学) 、片倉uU1W!I 絞大学) 、 中林浩( !;r  

伺i大戸) の各氏

広告企画小委員会

23日 ＴＱＱ 寺 ＭＵＱＱ 年 Ｑｾ 於会館集会室

出席者 向ij 川委口長、波辺副委f J . 長ほか 5 名

議事 (1 1  4  n  ｾ Ｎ＠ 5  n月一将位広告経過報告

121  6  n号「ホテル ill 築と情報システム」特集

広告企画

131  7 月月「農村施，没の変貌」特定広告企画

141  作品作風関係広得、その他

151  54年度収支日標

住 宅 委 員

委員会

A ‘  
-;z;;; 

17 日 5 時50分 - 711キ30分 於会館集会室

出席者小附 ｾｴ ｊＮ 長ほかＱｏＺｙＮ

J車'Ji ( 1 ) 正副委tl 選任の ('1'

Ｑ Ｒ Ｑ 委 ｯ 会 ＧｊｾｾｩｍｱＩ の ＨＧＱ Ｇ

131 第 161"1住宅肢の ('1二

141 定例UHflli11時の件

住宅展資料小委員会

23日 611、予- 8 11与 於会館 3 附会活室

H'. J市 者 約 本 日IJ 委t J . 長ほか 2 r， 

ｊｾｉ ｊ｜Ｎ スライド円 ｉｊ ｘＺ の ＨＧ Ｑ Ｇ

教 育 委 員

委員会

.0. .  

Z 玄

23日 6 時 - 811. '1'1" 於会館集会室

出席者 多胡委員長、佐々木副委只長ほか 8 名

議 事 ( 11 昭和54年度正副委只長、幹事の選出

121  各小委員会の委f J . の編成について

131  本年度の 'Ji 業企画について

141  そのほか

建 材 委 員

委員会

.0. .  

-;z;;; 

24日 4  ｉ ｉＮｾＭ 711.¥'1o  於 会館集会ネー

出席者山ｊ｝｝委 ｮ 長ほか ＱＱ 名鎖 ｩｾｾ 化学工業 Ｔ 名

議事 (1) S  L パ耳、ルについて

121  委 ｴｾ 会活動について

131  その他

法 規 委 員

小委員会

，合h

""" 

27日 111キ- 2 時半 於会館 3 際会治宝

H' ，I，市-l'I 岡本行普氏ほか 3 名

ｊ 品。 ｉ ｾ 1I1  54年度委只について

121  il 令アンケートについて

131  次川法規委o会

見
ー主a、

→一

4 色、

=  

高齢者世話ホーム 「宝塚工テs ンの図」、特別養護老

人ホ ーム 「栄光園 J 新築工事の見学

10日 1311. ¥'20分 - 17時

参加lli 38名

， Ｑｾ＠ ， ￬ ｴｬ ， ｾｩｩｦｬｾ＠ Ｈ 株 Ｉ ，ｾｾ， ￬ｴ 事 務所ゲン プラン

tJli [ (株 ) 大林組

‘ 'ill の説 II}/ -I'i 宅隷福祉事業，.11 . JIII 泌純，ぶ県民、

ｉｾｾ＠ ，:r Ｇ ｊ ｾ 務所ゲンプラ ン ・ 大谷孝彦

氏ほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

10日 8 時 - 9 時半 於大阪グランドホテル

，'IH市;.t， 80名

‘ 『日は、キリンレモンサービス ( 株) 社長 . flJ 谷良

一氏より 「ビールの話」を同 った。

4 月 の 入 会 者( 敬称時)

(I.1lf事会0 2 社〕

大阪イノシナー( 株 1 ( 財) 盟 rl"市住宅協会

[ f 附人会Q I8名〕

沢木 ;&; 石川 泊

木 村 途 児 北川万紀子

佐野江利子

的 村 隆 次

1 I J 村純一

嶋 本 憲 夫

温 谷 舟 翁

'f 阿，f ( J彦

高 橋 博 之

相田 司

今 川 険 犬

小林 平'Iifl

ill 森 川

III'I' .;，; ー

中山 二副j

波辺 ，'f 

5  ) I l } ｲｬｬ ｊ［ｬｾ脱出 Ｇｊｊ 持集編集幹・Ji は、 ド，1cの }j 々

で した。( 町I平日l 敬称略)

ｾＱｾ Ｑ｟ｬｉｽＡｾ ーＨ 大阪府 Ｉ 予川玄 ｩｦｬｭ 成 ｉｍｾＧｬｲＧｊ＿ 校 Ｉ

武("I - llJ l ( 的 水 建 設 ) 稲垣ｾｶ，主Ｈフ ジ タ工業Ｉ

山元弘和( 竹中工務応) 岡凶七l l J l ( 大 阪 r1i) 

山 本 以II( 高 槻 市) 西川幸之輔( 大阪市)

1 M見委tJ. 会 事業委員会の協力も得ました 。



地玉三' 三E

l l，b-S: ι ' ヱコ
総合天井システム相議 |  

奥 村

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、. ¥" AL T S工法、| ま当社強自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間住切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能! こした多機能を誇っております。 CPAT.  6件)

兵衛株式皇社 i i  
沖 縄

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 フ 号

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2醤 第29森 ピ ル

福 岡 市 博 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T目 守 番6 号

仙 台 市 本 町2丁 目T番 8号 第1広 瀬 ピJ レ

沖 縄 県 那 覇 市 霊 川 オ オ 9 番 他

〒 530 電 話( 06) 312- 4131f仰

〒 105 電 信( 03) 437- 336H倒

〒812 電 話( 092) 291- 0459(' 仰

〒 451 電 話( 052) 522- 543邸側

干 980 電 話( 0222) 65- 656創刊

〒 900 電 話( 0988) 53- 685α 側

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で のー 貸 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

らない / 柔 軟 性 に g んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎枇

神戸市生田区北長狭通 4 - }  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 回 字 宮 畑 259 電 話0462(21)6092

大 阪 事 務 所 大阪市淀川区東三国6 - 1-41 電 話06 (391)  1081 

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草町 3 - 3 電 磁052(811)3660

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 電 話03(571 )2703 九州出張所佐賀県諸富町ｾＨｌ話 ωＵＲ Ｈ ＴＷ Ｉ ＲＹＴＵ

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 間 停 町 } - 12 日生ビル 宮 ( 943 ) 6571代 表

東京・償 J兵・1必問 ・mi 山・水戸 ・浜松・|崎山な ・名 古屋 ・富山 ・大沼・ ぶ有日・堺 ・神戸 ・広島 ・福岡他全国主要 都 市

5 7  
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空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 段 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

4多 額 朝 日 三 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 22 7  1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・償 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

給 排 水 1街 安 設 計 施 工

E是 i官 房 換 A

曇 知 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15号 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 国 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内[ ぶ [ 戸嘱 l T 日10111= 17 号 〒550 7Il:，¥吊 (441 )8231  

:.$: 社 東京郎中央区銀座 2 ｔ￞ｉＲ 調書 Ｑ Ｗｾ［Ｇ 〒 ＱＰＴ 電話 ＨＵ ＳＵ Ｉ 5251  

支 社 大 阪 ・ 東 京 名 古 屠

支 底 札似 ・仙台・金沢・ 広島・禍 1M!

営纂所 F刑 期 天 原 岡 山 市 総 ・ 熊本

出張所 帯広 i ' f森 e 秋田 ・盛! 日1 ・前線・ 千禁 ・償浜 ・併問

宮山 稲井 量豊田・京郎・神戸・徒、山 ・鹿児島ー書官筋

海外支庖 シ ン ガ ポ ー J レ

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 道 機 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 黛 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電話 大 阪 (202) 代 表3071

本 庖 東京 ・日比谷・ 三f曹 ピ ル

支 唐 名古屋、価問 . 札械. 広 島、仙台 . 北陸

出 悩 所 欄浜 、高絵. 静岡 . 費回、岡山、金沢

- 給 排 水 衛 生 ・冷暖房

. 空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) -741 1(ft) 

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電結 06- (443)  5041(:的

支 J苫 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・金沢・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 苫 小 牧

空 気 胸 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ ・三建設備工業株家畜社

大 阪 支l左 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3  1昨 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 殺 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。棒式会社 晃 空 調
---圃・

東京本庖 東京郎新宿区西新宿 新宿住友ビル 電話 03- 344- 1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 131s: 20号 屯J丹06- 363ー1371

支 后 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 1 1 - 2 屯 E活052- 581 - 8571

広 島 市 紙 屋 町 l 寸目 2 番 22 -Ij- 1屯ぷ0822- 47 - 4535 

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761 - 3795 

出 張 所 仙 台 ・ 償 浜 福 井 ・ 京 布1・神戸 ・松江 ・沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術て蜘一 一

す 株式会社精i Jf

本 社 大阪市南区瓦屋町 31書丁68番地(オートセノターピル2階)

郵便1f t 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 氏 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ピlレ8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

著書
新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 笠 白 浜 1 丁目 2 1昨6 号( 新大ピル)

電話 ω6  )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 島 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 北 陸 ・大 分

cl eanOi r  

。鵠1主 業 開 制
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志 社 東 京 支 庖 賓京ＱＱ｜斬宿 ｾｩＡｉｩ 断宿 ＲＭＶＭＧ ・ ＰＳ Ｍ Ｓａ ＴＭ Ｑ Ｘ 引 ι 文代 ‘ 犬帽支 Ｖ ・ ＰＶＭ “ ＸＭ ｓＸ ＵＱ Ｑ 代 Ｑ

も 苔 壇 支 底・ 田 2-21 1-15351代 i 九州支z ・ 四 2-4) 1-2147 ｗ 鱒，ｾ ・L唄 仙 台 帽 >，; . rz: .. 

. . 声 と 包 嫡 附 舗 刈 金 R ・ヲピ富。 岬回・由来侭岡山総山 晴怠圃 l尾島 @縄 !、 J コヲ

空気調和 ノ〆、¥

給排水衛生 『 て ア

総送機設備

設 計 地 工

第一エ業掠式会社

大阪支店

rmoo側島コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 煎 工 着 信 機 式 会 紐 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  I  

本 社 東京郷中央区京僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  I  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 鍋 和 ・ 衛 生 段 働 大阪ガス指定工事会社

段計・. ェ

ガスt宣備・ガス住宅役備 大阪ガスt宣倫. . 特約后

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト12 電話 06 - 313 - 1846

芸£吾 妻町 大阪市北区西天満 5 - 11-12  電話 06 - 313 ー 1846

品主去立 JZ 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720 - 49 ー 2128

設 備 郡 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11- 12 電話 06 - 313 - 1846 

ま臨 12. 1t 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720 ー 49- 2128

日最 ・冷 房 ・ 主 気 温 湿 度 調 務 装 置

回 設 計 施 工

高 fi!!: 
釜拘

品J.OC.

-← 

大阪支府 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9v皆)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

35 25 西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

支 底 ・ 営 業 所 福岡・京都・広島 ・天 理 ・川西

⑥日本管工業株式会社

本社及京・支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 ilJ 2  0 番 地 (7) 1  

包 括 (681 ) 5 1 0 1 - 5  イ引.11f￥刷 : 691，10“  

大 阪 支 底 大阪市北区天満ト5- 20 屯 J1( ( 06 ) 352- 35 0 UtJ 

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 田T m，!5( 0593 )53ー 7431附

津 営 業 所 海 市 栄 町 2 - 111 ｭｾ 舌 Ｈ ＰＵＹＲＩＲＶＭＳＶ Ｑ Ｐ ｾＢ｜ＧＩ
滋賀営重量所 大 海 市 打 出 浜 13 ー 15 1世話( 0775 )  22 - 97 ＳＸｾ ｴＩ＠
名古屋曾調書所 名古屋市中川区百船町 電話 Ｈ ＰＵＲ ＩＳＶ ＳＭＰＶＸ Ｑ ｾＢ｜ＧＩ

@ 這 暖 房 限

唱 F電'ー...，.

③片端主主婦斜

ーーーーー・・ Ｔ 可 ＺｾＺｕｬｬＺＱ

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸経卜 22- 7 T E L (441 )間 1994 ・( 443)附0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工

⑫ 山 田 工 業 臨 京 宣 紅

本吐血管工事. u 大 融 市 西 区 車 町 唖 1 - 6  - 8 電話06(<<3)8161 (大代置)

現壇韮置 . I At 大匝市淀 川区三 S 屋南 1 - 1  - 35 電話 06(3081l 491(!t量)

車 車 宜Q i ( 京臨江 阻亀戸1- 8  - 4 (自国ビ 川 制 03(ω 18421 (代. '

名 古 屋 王 唐 名 古 屋 市 中 区 輩 2 - 16 - 13(草画ビル ) 電話 052(202)∞η ( 代量)

禍 同 支 高 福岡市樽1 - 区憎1- 駅東2-4・30(< ‘ わきピル) 電話 ω2(451)3456

出 量 踊 神 戸 岳 山
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電 気 設 備 ⑤

陽 電 気 株 式

代表耳Z締 役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ

T E L  大阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 3  4  - 6  

T E L  大阪06 (  3  8  5 )  1  3  O  1  ( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 箆 篤 野 町 2 1  

T E L  京 書目 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代: )

補 間 前 中 央 区 薬 院 1 - 1 4 - 8

T E L  悩 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 ・ 建 材 そ の 他 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 儲 式 会 紅

電 気 ・ 計 装 工 事

6逮

回吹

本

本有士宮曽蝶月時

京書官官官織所

英

大阪市北区角田町1 - 1 東阪急 ビル T E L 0 6- 3 13- I I OI

支 広 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原粟取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取締 役 支社 長

大 阪市東区高 関橋五丁目 二八番地 電話 大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、、

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金ビ ル 7 階 )

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 利 | 僕 原 ・ 堺 ・ 領 山

社一ー
一

株 式 会 社

ヰ土

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

企込

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 段 骨 十 施 工

S注 17- ; 7ト圏雲完工; _ ; ; ; 二Y リ レ ヲ 臓 式9 f t

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 1 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜 ・福岡・沖縄

取締役社長

社

支 属

事 業 所

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新橋ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 三宇 都 宮 ・ 熊 本

ネ土

H  

庖

底

本

支

支

神 戸予" 業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 了目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸

松 山

社

電 気 エ 事 ・ 置 十 狼 工 事 ・股置十施工
総 合 綾 備 工 夢 〈段 計 ・結 行〉

電気 ・ アンテナ ・ 送電線 ・ プラント ・ 計装 ・ ｾ鍋・土木 ・ 建築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

干土

宿

所

業

支

営

本

flB 

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 22- 8  

T E L  (  06 ) 452- 1151( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広島・ 福 岡

四林取 締 役 社 長

社本

事業所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

中 実

大 阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

田取 締 役 社 長

社本

高千縫亀縦株式会話

取鱒役宅士長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 鶴 島 区 φ 野 町 4 丁 目 8 - 10 

・ 鑑 大 阪 ( 06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大t t . .

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 信 東 京 ( 03) 5 0 3 ー o 7  1  8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 T  6 1 0 番 24 号

電 信 婦 問 ( 092) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078( 351)  6441 鹿 児 島 099空( 24) 0115 

電 気 位 備 君 愛 計 施 工

@  

事士

庖

ヨ解

支

営業所..所

別注壁紙 ( クロス ) 御相談は

シマクロスで

⑧日本写植印刷株式会社

。己〆マクロス株式会社
義者日

田

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 曹 06 (692)3425代

干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル 官 0992 (26)  4371 

〒708 津山市大手町B番5号 機範庖会館 昔 日8682 (4)  1771 

〒900 南風原村兼械 沖縄印刷団地 雷 ω88 (55)  6100 

神代 表 取 締 役

本 社

日本写樋セ ンヲー

;童山写樋セ ン7 ー

沖縄写樋セ ンヲー

〒 55 0 大 阪 市 西区 本田 3 丁目 2 - 18

T  E  L .  ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  ｾ＠ 5  
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

特殊壁装材製造販売

奉 仕 感 謝 の 庖

襲楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = '1) J奪窯濠歳月S 回( 船四割押2

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13 - 3 3 ( 靭 本 町 パ ス 停 前 )

電話 大 阪 06( 532 )代 0461 <<11> 550 

T E L ( 0 7 2 9 ) 3 9 - 3 6 1 0  

工場 〒580 大阪府松原市三宅町1222fl1: J也

第一 〒639- 11家良県大剥Utlli l l 市小舟田 f 2744

第 二 〒597 大 阪 府 貝 塚 市 王 子 5 0 1  

建段省総定の防 火材 料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3  ｾ号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o 0  0  4 骨

Standard 

@・・・・... 

説宵

Board&Sl ate 

本 社 大阪 市東住吉区野j 川町 3 - 54 電話 ( 0 6 ) 702ー 7814 - 7  

東 京 事 集 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川JJJ川11川11川11川JJJ川11川11川11川11川JI川JI川JI川Jl I川JI川JI川JIJIJI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川Jl I川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川l川JI川JI川11川JI川JI川11川11川11川JI川JI川JI川l川11川JI川JI川JI川JI川11川11川JI川11川11川11川11川11川11川11川JI川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川IJI川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川l川lJ川lJ川lJ川l川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川11川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川l川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川11川lJ川lJ川lJ l  

. 複層模横吹付材 プレハタイル #2000

( 吹付タイル) ( セメント系凸状 ・カット状仕上げ〉

工マルエボ非 3000

(エポキシエマルション系凸状・カ y ト状仕上げ)

⑬ 明 研 化 学 工 業 株 式 会 批

創造発売元 本 社 明石市雌江中谷町888番地 (078) 928- 345副te

営黛所 大阪 ‘ 1"CIiI: ・東 京 名 古 庖 広 島 高 低 福 岡 仙 台

JI川JI川IJI川I1川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川JI川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川11川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川JI川JI川lJ川JI川JI川JI川l川JI川JI川JI川IJl I川lJ川11川l川11川11川11川lJ川11川11川11川11川lJ川lJ川lJ川11川lJ川11川11川11川lJ川lJ川lJ川11川lJ川JI刷11川JI川11川JI川JI川11川JI川JI川JI川JI川l川JI川11川JI川JI川lJ川JI川11川11川111川lJ川11川JI川lJ川IIJ川lJ川lJ川JI川11川lJ川11川lJ川11川lJ川lJ川11川11川11川11川11川lJ川lJ川lJ川11州lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川JI川IIJ川11川lJ川JI川I川lJ川lJ川lJ川lJ川lJ川JI川JI川lJ l  

フ タ パ 黒 板

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支l吉

大阪市東区高腿僑 2 丁目 9 野村ピル 5 階 電 話 大 阪 ( 20 2 ) 4905

更 に充 実 の

**- ' 7DX 1 5集 新発売 / 1

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御一 報 下 さ い

割《サンケークロス

川 島 株 式 含 枇

で 思 固 定 額 館 白 書 範 大 阪 支 庖

悶ヨコ
〒564 1次 回 市 広 之 町 13 - 3 1  

T  E  L  06( 386)  6  5  1  1  ( 代 )
本 社 ;l ui Uj f l 中 央区 11 本橋小{ ぷ町 PI J l - 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371  

大 阪 支底 大 阪 市 平 野 区 背 戸 L l 2 ー 14 - 14 T E し( 06) 702- 810 2

支 唐 名 古 屋 ( 052) 932 - 1381 札 帆 ( 01 1 ) 74 1- 3721

広 ぬ ( 0822) 93- 4 6 7 6

本 社 ・ 壁 裟 館 〒160 Ｊ，ＮＡｾｻ郎新宿区新￭Ｑ￭ ＲＭＸ ー ｬ

T  E  L  03 ( 354 )  2  6  4  1  ( 代 )

明るくさわやかに部屋を彩るフィットな

不燃ジャバリン

無 機 質 壁 紙 一 級

建設省認定番号

化 粧 ( 不 燃)第1103号

化粧( 準不燃)第2107号

本 社 工 場 徳 島 県 嶋 門 市 里 浦 町 花 面 85 番 地 T E L 鳴門08868- 6- 2155(代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 北 堀 江3丁目 12番23号( 三木産業ビル4 F ) T E L 大阪06- 538- 3271- 5

東京出張所東京都台東区西浅草 l 丁 円6 番 4 号( 加藤ビル) T  E  L 東京03- 843- 6741- 2
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建築に新しい時代を拓く肉・外壁材/

l簡になヨ- ( 1- :

- 年中快適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
<> 

三副関奪三

国吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト j五日
( 法定防火 材 ・建設省認、定 ・基 材同 等 第0003号)

⑧雪35警警告恩)

明 石 支 庖 〒 673 明石市西新町 2 - 12-14 公 078(922) 0007 (代)

高 槻 営 業 所 〒 569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 ｾＰＷＲＶ Ｈ ＹＶ Ｉ＠ 2889 

中国営業所〒 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

ｾＰＸＲＰＲ Ｈ Ｒ Ｉ ＵＲＱＱ＠

|  未 来 を 築 く 建 築 技 術 I  

建 設 省 建 築研 究所 監 修

干リ

定価

設計者と現場7 ンのための

溶 接

壬 士

日冗

井上 ↑専著

刈FIJ r佳築技術」に述，1在され好評を博した笑

削減座 「わかる i;;; :t安」 が 1 fllt の本になりまし

た。 i存桜の分リやすい解説苫はこれまでにも

いろいろ出版されていますが，本i ! } は用語解

説集の形をとり，建築の熔接のさい頻繁に出

て くる朋 言語一つ一 つを . 諾 iJfi， を明らかにしな

がら説明することによ って. 溶接に対する親

ji i : ! 必と興味がもてるように考@: されたユニー

クな実用入門i ! i - です。

85 変型判ケース付 ￥2，900( 送料200)

( 54年8月号) (7月18 日全 国書庖発売)

. 建築物防災対策要綱

・最近のポリマーコ ンク リート

・タウ ンノ¥ウス

・外装と防災計画

・設計者と現場マンのためのわかる溶接( 補)

・住宅構造安全性能の評価方法の提案

・在来木造住宅構法の地域特性

そのほか連載企画

本

専門技術者のた めの

建 築 構 造 問 題 快 答 集

日常業務の中で尖| 療に出会うさまざまな疑問

に. 60余名の専門家が11):1快な解答を与えてい

る 。 ｾｩＨ 舎を見ないのも本舎の特色 。

目次構 成

l  荷重および外力 / 千1'1d在荷量 ・lj ¥¥圧力 ・I也出

力 ・土圧・クレーン{ ，:i I[¥ Ｒ Ｎ 応力解析 Ｏ ｾ形

ラーメン ・巽形ラーメ ン ・山形ラーメン ・昔11

材の応力算定 3.法従構造/ j也鍛 ・直緩，J J i 磁

の設計 ・〈ド基礎の設計 - 偏心} J i 礎・擁壁そ

の他 4 鉄筋コンクリート造/ 鉄筋 ・コンク

リート ・床スラブ ・I: J : リ柱など 5. 鉄骨造/

応力算定 ・はり ・柱など ・桜令官11 6 欽'1=1鉄

筋コンクリート造 7目木椛造その他

A5 判ケース付 ￥3，800( 送料200)

〔特 集 号 案 内 〕

・姐体生産技術の向上を

めざして 特価￥ 780

・建築と接合 特価￥ 1，300

・住宅部品システムの普及

特価￥ 1，4∞

. 工事環境と技術対策

特価 引 ，000

・住宅の遮音 特価引， 000

杏種建築嫌造の計画 ・段言十に役立つ実用便覧

建 築 構 造 計 算 資 料 集

(全 B 巻) 中川 淳編 著

日鉄筋コンクリート 情造編① 〈増補改訂〉

B  5判・ 232頁 ・￥ 3，800(送料￥ 200)

図鉄筋コンクリート 精進編②

B  5判 ・212頁 ￥3，000(送料￥ 250)

回鋼 材陣 造 編①

B  5判 ・225頁 ・￥3，200(送料￥ 250)

図鋼 構 造 編②

B  5判 ・256頁 ・￥3，500(送料￥ 250)

固鉄骨鉄筋コンクリート構造編

B  5判・ 208頁・￥ 3，200(送料￥ 200)

回建築技術 2ぷI i 京計- - 昌三iI 4 ll 

62 



設備合理化に貢献する

ミ定。u: ユトヨ山コ

S K- l 00S標 準 型

S K型 I層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 領 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・ 受 カ ゴ ・スライドヰ反 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 文 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 i査は受カゴで取り除き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お j苫の大き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 ヰ 土 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・ 建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を T頁 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 織 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー 卜 / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ビ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リー フ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミナ ル ビル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル / 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル/ 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル / 三 宮 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ョ ン ビ ル / 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ビ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル / 他

〈営 業 品 目 〉

S K式 グ リー ス ト ラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 トラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・ 製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 ヤ さ い 。一一一一一一一

製 造 発売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営襲所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ビル ) f t  06 (304)  5481附

本 社/ 干 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9( 和幸ピル )
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3芸品1Z327t l BI シヲ! 乱暴9J l

錆 び な い ノ

わ れない. ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタJ レカラース - J ' ¥ーメタJ レ( C5 PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小 波 - s 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ン ポ波・ V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー ・エキソスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

運勢 市I J I !J 9J l J 9J l 製造掠式会祖

大 阪 本 社 干 660 尼 崎 市H召 和 南 通 り 3 - 2 6 総 本 ピ J レ 7白紙大阪 (06)412 - 5131( 代)

営 業 本部 〒 660 尼 崎 市 長 洲 縮 川 新 旺I 44 ';'ti J ;r; . 大阪 (06)488- 1081( 代 )

支 庖及 工 場 大 阪 ・ 九 州1- :}' ，古 屋 ・広，臼 ・東 条 ・刈 待

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本社 及 工 場 干 335 忠 臣 市 塚 越 5 r 目 6 IIF 32 号 1・山市厳 (0484 ) 42- 3115( 代) I  

支 J苫及 工 場 東 北

現場の信頼に 応える ｾｉＢｉＮ＠
告I j 口

事支口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 周

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ -

Ｓ 封、ｾ［Ｎ，ート

ＷｾＹＮＮＭ
11守- q- L.

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 Z %: : I -#-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚｾ ニ，・ｾＶ，

一一 セメン卜混和剤・助材綜合メーカー -

ｾ ＮｾＮぬ株式 ｾＮＮＮ｡ ｬＺＺ ｬＢＢ ーＮー唱ｴＧ . . .  

可否ｾＩ会社 ＮＱ 園周回咽且Ｍ｟ . . . . . . .  

亙亘Y 東京都品川区二葉1- 18- 8 合東京 (787) 1131代表

東 北 支 底 福 島 市 下 型T寺字述 j京3- 2 ft0245  (91)  1131間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 田T 14  - 3  n0298(23)  1131附

盛岡営業所 宕 手 県 盛 岡 市月 ケ丘3- 39 ft0196 (45)  1331制

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 n  06 (974) 1131  



水に、スキをみせるな。

Ｐ Ｎ Ｐ Ｑ ミ リ のス キ ｉ ｉ｜ ｊ でも 、水 は 述 Ｑ Ｎ ，ｊｪ ｾしません 。

〈卜|アス 〉は 、|山水工41- ひと すじに 50余 年。

こ の 小 さなスキ ｉ Ｍ Ｚｾｊ との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマー卜によ

るウエルドシステム O 特殊絶縁 |リj 水工法 ( 特

許ス トライ プ工法 ) 0 メルタン防水工法 など

の技術と、 完全責任 地工 ・年 限保証が私たち

の強力 な武器。 全国90 カ所にも

およぶ < 1::1アス 〉ネットワークの 、水 もモラ

さぬたたかいぷ リに、ぜ‘ ひご注 |一|くださ い。

地 区 会 社 名

北海道 日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川 出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業(株 ) 苫小牧出張所

東 北 日新建工(株) 仙台支庖

関 東 伊議建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春 日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート 株式会社

東京;I ! ! 青株式会社

トーフジ 工業株式会社

日新逮工株式会社

日本線合防水株式会社

野 口エ材株式会社

諸島田工業株式会社

富士エ材株式会社

藤涯青興業株式会社

フタパ興業(株 ) 東京営業所

北条涯青工業株式会社

マサル ;f 青工業株式会社

大和工業株式会社

涯青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;I i : _ 青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業(株 ) 大宮支庖

石田建材工業( 株 ) 宇都宮出張所

;I ! ! 青建材(株 )宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

信 越 同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

北 陸 有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社
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地 区 会 社 名

東 海 三 信 建 材 工 業 株 式 会 社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池田涯青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新工材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水(株) 大阪支J苫

Ｗｾ パ 興業株式会社

マJ レエス工業株式会社

有限会社丸藤簡后

大島応用化学工業株式会社

久下商庖

東洋建材株式会社

中村涯青工業株式会社

樹回建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

中 国 東中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業(株) 広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大三工業株式会社

大三工業 (株) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

株式会社マルマス河野商底

株式会社山本商会

九 州 安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社
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「三星A C フロア」は、連続気I包の発i包! 習をもっ

3府 構 造 の 床 材 で も こ の 独 特 の 発I包屑が、

ショックをやわらげる1劫きを? し、アクシデン トを

未然に |坊ぐ床をつくりま 1九

ほかにも、音をさえぎる ・底冷えしない ・すべ り

にくい ・結訴しない ・ホコリ を引きつけな いなど

総合的 な機能をもっ A C フロアは、学校・病院・

福 祉 施 設 ・幼児施設 ・体育館、および一般

建築の、とくに廊下や階段 ・多目的ホールなど

ヒューマンな空間づくりに、自 信 をもって討す

すめしています。
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